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ご
あ
い
さ
つ

　皆さまには、日頃から石川県信用農業協同組合連合会（略称「ＪＡバンク石川信連」）

をお引き立ていただき、誠にありがとうございます。

　当会は、昭和23年設立以来、農業専門金融機関として県下ＪＡと一体となり、石川県

農業の振興と農家経済の向上を金融面から支援させていただくとともに、地域金融機関と

して地域社会の発展に貢献すべく事業展開を続けてきております。

　昨今の当会・県下ＪＡを取り巻く金融情勢については、低金利の長期化により経営環境

がますます厳しくなる一方で、キャッシュレス取引の拡大やデジタル化の進展など金融環

境は急速に変化しつつあります。

　また、農業をめぐる情勢については、担い手の高齢化をはじめ地域農業が直面する様々

な課題に加え、農産物価格の低迷など厳しい環境が続く中、ＴＰＰ11や日欧ＥＰＡの発

効に続き、米国との新たな貿易交渉が開始され、国内農業への影響が懸念されておりま

す。

　こうした中、ＪＡバンク石川では新たに策定した中期戦略（2019～2021年度）にお

いて「地域・利用者から必要とされ選ばれるＪＡバンク石川の実現」を掲げ、組合員・利

用者目線による事業対応の徹底と持続的な収益構造の構築に向けて、役職員一同、ＪＡ

と一体となって取組みを進めているところであります。

　つきましては、この度、当会の事業運営に対する一層のご理解をいただくため、平成

30年度の業務内容、活動状況等について取りまとめた「ＲＥＰＯＲＴ2019」（ディスク

ロージャー誌）を作成いたしましたので、ご一読いただければ幸いに存じます。引き続

き、県下ＪＡとともに、石川県農業をはじめとする地域社会の発展・貢献に向けて全力

を傾ける所存でございますので、一層のご支援・お引き立てを賜りますようお願い申し

あげます。

　令和元年７月

ご
あ
い
さ
つ

経営管理委員会会長
西沢　耕一

代表理事理事長
中塚　　誠

経営管理委員会会長　西　沢　耕　一

代 表 理 事 理 事 長　中　塚　　　誠
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ＪＡグループ・ＪＡバンクの概要について

　ＪＡグループは、農家組合員をはじめとする組合員組織を基盤に、市町段階のＪＡ、県段階・全国段階の連合会組
織で構成し、それぞれが機能を分担のもと、信用事業、指導事業、経済事業、共済事業等を展開しております。
　このうち、信用事業においては、ＪＡ・信連・農林中金で構成するグループを総称して「ＪＡバンク」とし、グル
ープ全体のネットワークと総合力で、地域の皆さまに、より身近で便利、そして安心なメインバンクとなることを目
指しております。

ＪＡグループ石川の仕組み

　石川県下16ＪＡの信用事業部門と当会を総称して「ＪＡ
バンク石川」とし、ＪＡと一体となって信用事業を展開して
おります。
　当会は、信用事業を行う県段階の連合会組織として、県下
ＪＡの事業運営をサポートするとともに、県域を営業エリア
とする地域金融機関として地域の皆さまから信頼される事業
運営を行い、地域農業および経済の発展に貢献できるよう努
めております。

ＪＡバンク石川のネットワーク

15

14

13
12

11

10

9
8

7

6

5

43

2

1

すずし

内浦町

能登わかば

おおぞら

志賀

はくい

石川かほく

金沢市金沢中央

松任
ののいち

能美

白山

小松市
加賀

根上

●印は本店（または本所）の場所

16

●ＪＡ加賀

●ＪＡ小松市

●ＪＡ根上

●ＪＡ能美

●ＪＡ松任

●ＪＡ白山

ＪＡバンク石川信連

●ＪＡののいち

●ＪＡ金沢中央

●ＪＡ金沢市

●ＪＡ石川かほく

●ＪＡはくい

●ＪＡ志賀

●ＪＡ能登わかば

●ＪＡおおぞら

●ＪＡ内浦町

●ＪＡすずし

Ｊ Ａ バ ン ク 石 川

県下16ＪＡ

県連合会

13

14

15

16

7

8

9

10

11

12

1

2

3

4

5

6

指 導 事 業 信 用 事 業 経 済 事 業 共 済 事 業

営 農 指 導
農 政 活 動
教 育 指 導 他

貯 金
融 資
為 替 他

農業用生産資材
生 活 用 品
農畜産物の販売他

生 命 共 済
建 物 更 生 共 済
火 災 共 済 他

J A 石 川 県
中 央 会

J A バ ン ク
石 川 信 連

J A 全 中 農 林 中 金

J A 全 農 J A 共 済 連

J A 全 農
い し か わ

J A 共 済 連
石 川

県
段階

市町
段階

全国
段階

J A組合員および地域・利用者の皆さま

J　　　　　　A



3

ＪＡグループ・ＪＡバンクの概要について

　ＪＡグループは、農家組合員をはじめとする組合員組織を基盤に、市町段階のＪＡ、県段階・全国段階の連合会組
織で構成し、それぞれが機能を分担のもと、信用事業、指導事業、経済事業、共済事業等を展開しております。
　このうち、信用事業においては、ＪＡ・信連・農林中金で構成するグループを総称して「ＪＡバンク」とし、グル
ープ全体のネットワークと総合力で、地域の皆さまに、より身近で便利、そして安心なメインバンクとなることを目
指しております。

ＪＡグループ石川の仕組み

　石川県下16ＪＡの信用事業部門と当会を総称して「ＪＡ
バンク石川」とし、ＪＡと一体となって信用事業を展開して
おります。
　当会は、信用事業を行う県段階の連合会組織として、県下
ＪＡの事業運営をサポートするとともに、県域を営業エリア
とする地域金融機関として地域の皆さまから信頼される事業
運営を行い、地域農業および経済の発展に貢献できるよう努
めております。

ＪＡバンク石川のネットワーク

15

14

13
12

11

10

9
8

7

6

5

43

2

1

すずし

内浦町

能登わかば

おおぞら

志賀

はくい

石川かほく

金沢市金沢中央

松任
ののいち

能美

白山

小松市
加賀

根上

●印は本店（または本所）の場所

16

●ＪＡ加賀

●ＪＡ小松市

●ＪＡ根上

●ＪＡ能美

●ＪＡ松任

●ＪＡ白山

ＪＡバンク石川信連

●ＪＡののいち

●ＪＡ金沢中央

●ＪＡ金沢市

●ＪＡ石川かほく

●ＪＡはくい

●ＪＡ志賀

●ＪＡ能登わかば

●ＪＡおおぞら

●ＪＡ内浦町

●ＪＡすずし

Ｊ Ａ バ ン ク 石 川

県下16ＪＡ

県連合会

13

14

15

16

7

8

9

10

11

12

1

2

3

4

5

6

ＪＡバンクシステム
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ＪＡバンク基本方針

組合員・利用者の皆さま

信　　　　連

農林中央金庫

ＪＡバンク県本部

ＪＡバンク中央本部

ＪＡバンク会員の
経営健全性確保

良質で高度な
金融サービス

一体的
事業運営

破綻
未然防止
システム

安心 便利

　組合員・地域利用者の皆さまに、より便利で安心な金融機関としてご利用いただくため、全国のＪＡ・信連・農林
中央金庫の総合力を結集し、再編強化法に基づき、実質的に「ひとつの金融機関」として活動する取組が「ＪＡバン
クシステム」です。このＪＡバンクシステムを活用し、全体の高度化、専門化などを進めていきます。

ＪＡバンクシステムとは…

・実質的に一つの金融機関として機能するような
　運営システムの確立
・共同運営システムの利用
・全国どこでも統一された良質で高度な金融サー
　ビスの提供

・ＪＡの経営状況のモニタリング
・ＪＡに対する経営改善指導
・ＪＡバンク支援基金による資本注入など
　のサポート

　ＪＡバンクでは、「破綻未然防止システム」と「貯金保険制度」により「ＪＡバンク・セーフティネット」を構築
しています。これにより、組合員・利用者の皆さまにより一層の安心をお届けします。

ＪＡバンク・セーフティネットとは…

ＪＡバンク・セーフティネット

破綻未然防止システム
ＪＡバンクの健全性を確保し、ＪＡの経営破
綻を未然に防止するためのＪＡバンク独自の
制度です。
具体的には、①個々のＪＡの経営状況につい
てチェック（モニタリング）を行い、問題点
を早期に発見、②経営破綻に至らないよう、
早め早めに経営改善等を実施、③全国のＪＡ
バンクが拠出した「ＪＡバンク支援基金」等
を活用し、個々のＪＡの経営健全性維持のた
めに必要な資本注入などの支援を行います。

貯金保険制度とは、貯金者保護・信用秩序の
維持のための国の公的制度であり、ＪＡ・信
連・農林中金などが加入しております。
貯金保険制度における貯金者保護のための仕
組みは、銀行・信金などの預金保険制度と基
本的に同じ内容となっております。

貯金保険制度
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ＪＡバンク自己改革 「３本の柱」

ＪＡバンク自己改革の取組み

１．農業所得増大・地域活性化応援プログラムの実践

２．信用事業運営の合理化等の実践

３．農業と地域・利用者をつなぐ金融サービスの提供と地域貢献

事業の方針

ＪＡバンク石川中期戦略（2019～2021年度）の基本的考え方
～地域・利用者から必要とされ選ばれるＪＡバンク石川の実現～

ＪＡバンク石川中期戦略（2019～2021年度）の概要

　ＪＡバンク石川（県下16ＪＡと石川信連）は、利用者ニーズの変化や異業種の金融サービスへの進出など、金融機
関を取り巻く経営環境が大きく変わるなかで、生き残りをかけた事業構造の改革が急務であり、利用者目線による事
業対応の徹底と併せ持続的な収益構造の構築に向けて、「ＪＡバンク石川中期戦略（2019～2021年度）」を策定し、
金融仲介機能の発揮や利用者のニーズ・ライフプランに立脚した提案活動、さらには組合員・利用者接点の再構築に
向けた取組みをＪＡ・信連一体となって実践していきます。

１．農業者の所得向上と地域活
性化支援

農業所得向上・地域活性化と
総合事業としての収益力向上
を実現

⑴　農業者の満足度向上およ
び農業所得向上
⑵　「食」と「農」を通じた
農業・地域の成長支援

２．貸出の強化

農業・地域の資金ニーズへの
対応力を強化し、融資シェア
・貯貸率を向上

⑴　商品・推進戦略
⑵　貸出実施体制の整備・強化

３．ライフプランサポートの実践

メイン化による「集まる」貯金
を核とした顧客基盤確保と、
最適な金融サービスの提供に
よる満足度向上

⑴　ライフイベントセールス
の実践

⑵　ライフプランコンサル
　ティングの実践

４．組合員・利用者接点の再構築

　店舗・推進体制の再構築等により、組合員・利用者の利便性・満足度向上とローコストな事業運営を実現

　⑴　将来を見据えた店舗・ＡＴＭの再編
　⑵　推進体制の再構築
　⑶　人材育成
　⑷　非対面チャネルの強化等による業務・事務の効率化

５．内部管理態勢構築・健全性確保

　⑴　内部管理態勢強化・構築
　⑵　自主ルールの枠組みに沿った健全性確保

前　提

ＪＡバンク石川信連の令和元年度事業計画における基本方針

１．ＪＡ・信連一体となった事業変革実践に向けた県域業務機能の発揮

２．市場環境の変化に対応した収益確保への取組み

３．県域本部としての組織運営態勢の整備
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前　提

ＪＡバンク石川信連の令和元年度事業計画における基本方針

１．ＪＡ・信連一体となった事業変革実践に向けた県域業務機能の発揮

２．市場環境の変化に対応した収益確保への取組み

３．県域本部としての組織運営態勢の整備

　ＪＡバンク石川では、農業所得増大・地域活性化応援プログラムの実践をはじめとした３本の柱から成るＪＡバ
ンク自己改革の完遂に向けた取組みを実践しております。
　当会では、農業所得増大と地域活性化等の実現に向け、担い手支援策である「いしかわ農業応援プログラム」の
活用推進に取組みました。
　また、農業近代化資金、農業バックアップ資金について利子補給や保証料助成により、農業者の負担軽減を図り、
農業経営に対する支援を行っております。
　さらに、信用事業運営の合理化等への取組みとして、ＪＡへのオンラインキャッシャの導入を行い、事務の効率化、
堅確化に取組みました。
　また、渉外支援端末等を活用した事務支援を行うほか、県産農畜産物の消費拡大につながる金融商品の企画、販
売などを通じ、農業と地域の皆さまをつなぐことにより、農業支援や地域貢献に取組んでおります。

～「いしかわ農業応援プログラム」の実践～
　ＪＡグループ自己改革で掲げる３つの基本目標「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」の実現
に向けて、平成28年度から平成30年度の３年間の事業を対象に、担い手への支援策として創設した「いしかわ農
業応援プログラム」により、農業生産の拡大、農畜産物の加工・流通・販売の促進、農業を通じた地域活性化に向
けて担い手等が取組む様々な事業に対する費用の一部助成を行いました。

～ JA・JFグループ北信越商談会の開催～
　農業所得の増大に向けて、生産者と加工流通業者等と
のビジネスマッチングなど農商工連携を積極的に推進す
るため、販路拡大を希望する北信越５県の農業者をセラ
ーとする「ＪＡ・ＪＦグループ北信越商談会」を開催し
ました。

北信越商談会

１．農業所得増大・地域活性化応援プログラムの実践
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～農業メインバンク機能の強化等にかかる実践～
　石川の農業を応援し、農業者の所得増大等に向け、ＪＡバンク石川が一体となって農業メインバンク機能の発揮に
努めてまいります。

ＪＡバンクアグリサポート利子助成、利子補給事業
　担い手農業者、地域農業者の借入負担を軽減するため、農業近代化資金、農業バックアップ資金、農業アシスト
資金、農業経営改善促進資金、アグリパートナーローンの借入者に対し、利息の一部助成・補給を行っております。

農業近代化資金、農業バックアップ資金の保証料助成
　農業近代化資金、農業バックアップ資金の借入者に対し、保証料相当額を助成することで、農業経営をバック
アップし成長に向けた支援を行っております。

農業専門金融機関としての役割発揮
　農業専門金融として担い手に対する一層の機能発揮を目指して、県内16ＪＡ・当会に「担い手金融リーダー」
を設置するとともに、日本政策金融公庫「農業経営アドバイザー」資格取得者（平成31年３月末115名）等によ
る担い手の経営支援に取り組んでおります。

農村地域振興等の基金（ファンド）への出資
　当会は、石川県が創設した「いしかわ農業参入支援ファンド」、「いしかわ里山振興ファンド」、「いしかわ中小企
業チャレンジ支援ファンド」、「いしかわ次世代産業創造ファンド」に対しＪＡバンク石川として基金の一部を出資
し、農業参入の支援・促進、農村地域振興の観点から、ファンドの取組みを応援しております。

平成30年雪害対策特別資金による支援
　平成30年の大雪により被害を受けた農業者に対し、「平成30年雪害対策特別資金」を創設し、復旧資金および
減収に伴う運転資金について、無利子対応ならびに保証料助成による支援を行いました。
（雪害対策特別資金の実行実績）県下ＪＡ合計　146件　364百万円
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ＪＡグループ石川「担い手応援フェア」の開催
　農業者の所得増大への寄与と農業経営の持続的維持発
展を目的として、県内の認定農業者1,000名余りを招待
しての「担い手応援フェア」をＪＡグループ石川として
開催しました。
　フェア会場では、スマート農業、農業の省力・低コス
ト化、マネジメント等をテーマとした様々なブースを設
置し、当会も農業融資相談ブースで来場した農業者から
の相談対応を行いました。

担い手推進担当ロールプレイング大会の開催
　総合事業体としてのＪＡの強みを活かした担い手農業
者へのサービス向上に繋げるため、ＪＡの融資部門と営
農経済部門との連携強化、融資担当者・営農担当者のス
キルアップを目的としたロールプレイング大会を開催し
ました。

オンラインキャッシャ等導入による事務効率化
　ＪＡが農業・地域により貢献できるよう、現金取扱事
務の効率化・堅確化を図るべく、平成28年度からの３
年間にオンラインキャッシャの導入支援を重点的に行
い、県下ＪＡ96店舗に154台が導入されました。
　また、渉外支援端末の導入支援を行うとともに、イ
メージ処理、印鑑照合機能を活用した事務支援を行い、
ＪＡの事務効率化に取組んでおります。

２．信用事業運営の合理化等の実践
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貯金キャンペーンにおけるＪＡ商品券プレゼント企画の取扱い
　夏のボーナス獲得に向けた「夏の感謝祭　2018」では、対象貯金を契約された方のうち、年金振込等を同時に
お申込みされたお客さまに対し、ＪＡ農産物直売所利用券（ＪＡ商品券）のプレゼントを行いました。

農畜産物等プレゼント企画付住宅ローンの取扱い
　住宅・リフォームローンについて、ご相談いただいたお客さまには、ＪＡ農産物直売所利用券（ＪＡ商品券）
のプレゼントを行いました。さらに、上記ローンの住宅関連資金を新規にお借入れいただいたお客さまに対し、
ＪＡならではの農畜産物等のプレゼント企画付き住宅ローンの取り扱いを行い、マイホームの支援に取り組んで
おります。

ＪＡ商品券プレゼント企画付貯金キャンペーン

農畜産物等プレゼント企画付住宅ローン

３．農業と地域・利用者をつなぐ金融サービスの提供と地域貢献
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地域からの資金調達状況 地域への資金供給状況

JA組合員・地域の皆様

貯

　
金

貯

　金

貸

出

金

貸
出
金

貯

　金
貸
出
金

「アグリファンド石川」
　昭和52年に、農業生産の中核的担い手となる自立経営
農家の育成と、農業経営の安定向上を目的に、旧農林漁
業金融公庫資金の利用者を対象に設立。
　現在、会員数は86名で、持続可能な農業経営を目指し、
会員が抱える経営課題の解決をテーマとした勉強会等、
農業経営の安定・向上に向けた活動を行っています。

「翼信会」
　昭和62年に、当会取引先中小企業等を会員とし、会員
相互の情報交換と研鑽を目的に設立。
　現在、会員数は42社で、年２回の経営者交流会のほか、
講演会、視察研修や従業員交流会等を行っています。
　また、アグリファンド石川とは合同研修会を行うなど、
相互交流を図っています。

JAバンク石川信連

お取引先とのネットワークづくり

当会は相互扶助を目的とする協同組織金融機関です。
県下16JAのほか各種の協同組織体が会員となっています。

会員数78　出資金総額330億円
平成30年度決算：当期剰余金20億円　自己資本比率17.42％

石川県下16JA
組合員数128,014人　出資金総額253億円
店舗数104店舗　ATM設置台数132台
平成30年度決算
　当期剰余金合計29億円
　自己資本比率23.76％

《県下ＪＡ》
貯金残高　　　　12,774億円
（内訳）
個　　人 　　　11,341億円
地方公共団体等　 628億円

　そ の 他　　　　 804億円

《ＪＡバンク石川信連》
貯金残高　　　　10,057億円
（内訳）
県下ＪＡ　　　　9,567億円
個　　人　　　　 36億円
地方公共団体　　　338億円
そ の 他　　　　 114億円

《県下ＪＡ》
貸出残高　　　　　3,113億円
（内訳）
農業制度資金等　 75億円
地方公共団体等　 815億円
　各種ローン等　1,120億円
事業資金その他　1,101億円

《ＪＡバンク石川信連》
貸出残高　　　　　1,353億円
（内訳）
Ｊ Ａ 等 会 員　 80億円
地方公共団体　 886億円
　地元中小企業等　 386億円

地域密着型金融への取組み（中小企業等の経営改善及び地域の活性化のための取組み）

　平成21年12月の金融円滑化法施行以来、合計39件、3,247百万円（平成31年３月31日まで）の貸付条件変更申
込みがあり、当該取引先のキャッシュフロー検証や業況・特性を踏まえた審査により、実行等の対応を行いました。
　なお、貸付条件変更先については、定期的な訪問等により債務者の経営状況の把握に努め、適切な経営指導・経営
改善支援等に努めております。

中小企業等への経営支援

　当会は、石川県を事業区域として、県内ＪＡ等が会員となって、お互いに助け合い、お互いに発展していくことを
共通の理念として運営されている相互扶助型の農業専門金融機関であるとともに、地域社会の一員として、金融を通
じて県内経済の継続的発展に努めている地域金融機関であります。
　また、金融サービスの提供はもとより、環境・文化・教育・スポーツといった面からも広く地域社会の活性化に取
り組んでおります。
　以下に、当会の地域密着型金融への取組みをご紹介します。
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　経営者保証に関するガイドライン研究会（全国銀行協会及び日本商工会議所が事務局）が公表した「経営者保証に
関するガイドライン」を踏まえ、当会は、本ガイドラインを尊重し、遵守するための態勢を整備し、お客さまと保証
契約を締結する場合、また、保証人のお客さまが本ガイドラインに則した保証債務の整理を申し立てられた場合は、
本ガイドラインに基づき、誠実に対応するよう努めております。

　未来を担う子供たちに対して、食農を中心とする教育活動を
通して、食、環境等と農業のつながりを知ってもらい、農業に
対する理解を深めていただく取組みを進めております。

ＪＡバンク教材本贈呈事業
　子どもたちの食や農業への関心・理解を深めるため、ＪＡ
バンク教材本「農業とわたしたちのくらし」を県内小学５年
生及び特別支援学校へ贈呈しております。

ＪＡバンク教育活動助成事業
　県内ＪＡ及びＪＡの組合員で組織する団体による、子ども
たちへの食農・環境保全・金融経済をテーマとする教育活動
に対して、費用の助成を行っております。

情報発信
　子どもたちへの食農教育活動等を定期的に新聞等に広告掲
載し、広く地域にPRしております。

　当会では、県内ＪＡとともに、地域社会の一員として農業と
自然を大切にした地域貢献活動の実践を掲げ、環境・文化・教
育・スポーツ面にわたり幅広く活動を実施しており、これらの
活動を通じて地域社会の振興・活性化に取組んでおります。

「ＪＡバンク石川 石川県トレセンジュニアサッカー大会」への協賛
　少年サッカーの普及と少年の健全な育成を目的として、令
和元年５月、小松市こまつドームドリームピッチにおいて、
「第31回ＪＡバンク石川 石川県トレセンジュニアサッカー
大会」を開催しました。

「〜いしかわ・金沢〜　風と緑の楽都音楽祭」への協賛
　音楽の力で地域に活力とにぎわいを創出し、未来の文化芸
術の担い手である子供たちの豊かな情操を養うことを目指し
て開催された「～いしかわ・金沢～　風と緑の楽都音楽祭
2019」に協賛しました。

ＪＡバンク教材本贈呈

ＪＡバンク教育活動「米づくり体験」

ＪＡバンク石川 石川県トレセンジュニアサッカー大会

「経営者保証に関するガイドライン」への対応方針について

食農教育サポート

地域社会への貢献
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「第41回ＪＡバンク石川「くらしの絵」コンクール」の開催
　「くらしと農業」をテーマに、子どもたちがくらしを見つ
めることで正しい生活感の醸成を図るとともに、美術教育の
振興を目的として、昭和53年より毎年開催しております。
　第41回コンクールについては、平成30年10月の「石川の
農林漁業まつり」開催に合わせて作品の募集、審査を行った
うえ、農林漁業まつり会場において優秀作品を展示するとと
もに、入賞者への表彰式を執り行いました。
　優秀作品を冊子にまとめ、入賞者をはじめご応募いただい
た小・中学校へ配布しております。
　
「第14回ＪＡバンク石川年金友の会グラウンド・ゴルフ県大
会」の開催
　高齢者の親睦融和と健康増進を図るため、平成30年10月、
かほく市高松グラウンド・ゴルフ場において、県内17ＪＡ
から463名が参加し、「第14回ＪＡバンク石川年金友の会グ
ラウンド・ゴルフ県大会」を開催しました。
　
「八神純子─キミの街へ─ with オーケストラ・アンサンブ
ル金沢コンサート」の開催
　ＪＡで年金を受給される方への感謝イベントとして、平成
30年11月、県立音楽堂において、八神純子さんとオーケス
トラ・アンサンブル金沢によるコンサートを開催し、1,300
名の年金受給者を招待しました。
　
「年金相談会」の開催
　各種年金手続きや、老後のくらしの相談等に応えるため、
県内ＪＡとともに社会保険労務士による年金相談会を年間
106回開催しました。
　
「秩父宮賜杯第50回全日本大学駅伝対校選手権大会」のサポ
ート
　平成30年11月開催のＪＡバンク特別協賛の「秩父宮賜杯
第50回全日本大学駅伝対校選手権大会」に先立ち、７月に
開催された同大会北信越予選会において、当会役職員がＪＡ
バンクサポートスタッフとして、給水、応援等の大会運営サ
ポートを行いました。
　
「クリーンビーチいしかわ」への協賛・参加
　環境保全に取組む「クリーンビーチいしかわ」に協賛し、
毎年金沢市内で実施される海岸一斉清掃にボランティア参加
しております。

節電・省エネへの取組み
　（公社）いしかわ環境パートナーシップ県民会議が行う、「エ
コチケット」事業（いしかわ家庭版環境ＩＳＯ）への寄付（協
賛）を行っております。

JAバンク石川年金友の会グラウンド・ゴルフ県大会

JAバンク石川「くらしの絵」コンクール

秩父宮賜杯第50回全日本大学駅伝対校選手権大会

クリーンビーチいしかわ
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（単位：百万円、口、人、％）主要な経営指標の推移

項　　　目 平成26年度

8,460

2,368

2,625

2,242

17,468

1,746,834

52,569

920,755

846,631

135,026

225,134

1,519

349

－

1,170

83

23.52

平成27年度

8,574

2,378

2,559

2,199

17,468

1,746,834

55,277

935,062

857,657

132,560

203,699

1,558

349

－

1,208

82

22.83

平成28年度

8,522

1,919

2,280

2,046

17,468

1,746,834

53,395

1,006,484

931,589

138,479

184,155

1,606

349

－

1,256

81

19.04

平成29年度

8,739

1,451

2,188

1,964

17,468

1,746,834

52,871

1,056,456

980,801

138,259

191,044

1,691

349

－

1,341

82

18.22

平成30年度

8,880

1,685

2,317

2,093

33,047

3,304,734

68,227

1,084,408

1,005,774

135,316

183,655

1,764

349

2

1,412

77

17.42

経 常 収 益

業 務 純 益

経 常 利 益

当 期 剰 余 金

出 資 金

出 資 口 数

純 資 産 額

総 資 産 額

貯 金 等 残 高

貸 出 金 残 高

有 価 証 券 残 高

剰 余 金 配 当 金 額

職 員 数

単体自己資本比率

普通出資配当額

後配出資配当額

事業分量配当額

平成30年度事業の概況

（注）貯金等残高には譲渡性貯金を含みます。
（注）単体自己資本比率は、「農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準」（平成18年金融庁・農林水産省告示第2号）に
　　　基づき算出しております。

　平成30年度の日本経済は、自然災害の影響による一
時的な鈍化があったものの、世界的な金融緩和や良好な
海外経済を背景に、緩やかな回復を続けてきました。一
方で、金融機関を取り巻く環境は、マイナス金利の長期
化による資金収支の悪化に加え、社会・顧客ニーズの変
化や異業種の金融サービスへの進出に対応した事業変革
が急務となるなど、かつてない厳しい状況となっており
ます。

　農業をめぐる情勢については、基幹的農業従事者の高
齢化をはじめ地域農業が直面する様々な課題に加え、依
然として農産物価格が低迷するなど厳しい環境が続くな
か、相次いで発効されたＴＰＰ11や日欧ＥＰＡに続き、
日米新貿易交渉が開始されるなど、国内農業への影響が
懸念されております。

　こうした中、ＪＡバンク石川では「ＪＡバンク石川
中期戦略（平成28年度～30年度）」の最終年度として、
農業所得増大・信用事業運営の効率化・農業と地域をつ
なぐ金融サービスの提供を柱とするＪＡバンク自己改革
の完遂を目指し、地域・利用者から一層必要とされる
ＪＡバンク石川を実現すべく、ＪＡ・信連一体となった
事業展開を進めた結果、個人貯金に加え農業資金や住宅
ローンが堅調に増加するなど、一定の業績を挙げること
ができました。

　平成30年度の当会事業は、超低金利の長期化による
構造的な利鞘縮小など非常に厳しい運用環境でしたが、
貸出既往取引先の管理徹底に努めたことや預け金・有価
証券の効率運用に取組んだ結果、経常利益23億17百万
円、当期剰余金20億93百万円を計上することができま
した。なお、会員ＪＡのご理解・ご協力のもと、当会自
己資本増強策に基づく永久劣後ローンの後配出資振替え
による増資につきまして平成31年３月に完了いたしま
した。
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貯金等残高推移 貸出金残高推移

（％）

（億円） （億円）

平成26年度 平成27年度

平成26年度 平成27年度 平成27年度平成26年度

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

平成28年度 平成29年度 平成28年度 平成29年度

平成28年度 平成29年度 平成30年度

平成30年度 平成30年度

平成30年度

（億円）

国際統一基準国際統一基準

国内基準国内基準

0
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2,800

0 0
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1,000

1,200

1,400
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8,000
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0

4

8
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16
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24

28

8,466

1,350

2,251 23.52

8,576

1,325

2,036
1,841

22.83

19.04

9,315

1,384

9,808

1,382

1,910
18.22

10,057 1,353

1,836
17.42

貯金等残高
　地方公共団体貯金が減少したものの、ＪＡからの貯金
が堅調に増加したことから、当期末残高は10,057億円
（前期比2.5％増加）となりました。

有価証券残高
　低金利が継続する中、債券は利回り確保のために一定
額の取得を図るとともに相場動向を捉えた売却を行った
ほか、リスク分散・収益機会の多様化として株式等の取
得・売却を行った結果、当期末残高は1,836億円（前期
比3.9％減少）となりました。

単体自己資本比率有価証券残高推移

貸出金残高
　農業法人等への新規開拓や地場企業等との取引深耕、
および地方公共団体等への貸出取引を継続するとともに、
既往貸出先の資金需要・経営動向把握に努めた一方で、
農林中央金庫の資本増強対応に伴う期限付劣後ローンの
繰上償還により、当期末残高は1,353億円（前期比2.1
％減少）となりました。

単体自己資本比率
　自己資本増強策に基づき自己資本が増加した一方で、
農林中央金庫の資本増強対応等によりリスク・アセット
額が増加した結果、前期比0.80ポイント低下の17.42％
となりました。
　なお、当会の自己資本比率は、国内基準及び国際基準
を大きく上回り、健全な内容となっております。

（単位：百万円、口、人、％）主要な経営指標の推移

項　　　目 平成26年度

8,460

2,368

2,625

2,242

17,468

1,746,834

52,569

920,755

846,631

135,026

225,134

1,519

349

－

1,170

83

23.52

平成27年度

8,574

2,378

2,559

2,199

17,468

1,746,834

55,277

935,062

857,657

132,560

203,699

1,558

349

－

1,208

82

22.83

平成28年度

8,522

1,919

2,280

2,046

17,468

1,746,834

53,395

1,006,484

931,589

138,479

184,155

1,606

349

－

1,256

81

19.04

平成29年度

8,739

1,451

2,188

1,964

17,468

1,746,834

52,871

1,056,456

980,801

138,259

191,044

1,691

349

－

1,341

82

18.22

平成30年度

8,880

1,685

2,317

2,093

33,047

3,304,734

68,227

1,084,408

1,005,774

135,316

183,655

1,764

349

2

1,412

77

17.42

経 常 収 益

業 務 純 益

経 常 利 益

当 期 剰 余 金

出 資 金

出 資 口 数

純 資 産 額

総 資 産 額

貯 金 等 残 高

貸 出 金 残 高

有 価 証 券 残 高

剰 余 金 配 当 金 額

職 員 数

単体自己資本比率

普通出資配当額

後配出資配当額

事業分量配当額

平成30年度事業の概況

（注）貯金等残高には譲渡性貯金を含みます。
（注）単体自己資本比率は、「農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準」（平成18年金融庁・農林水産省告示第2号）に
　　　基づき算出しております。
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コンプライアンス（法令等遵守）

　当会は、農業者及び地域の企業・住民のための協同組織金融機関として、社会的責任と公共的使命を自覚し、これま
で以上に揺るぎない信頼を確立していくため、役職員の行為規範及び遵守事項を策定したコンプライアンス・マニュ
アルにおいて下記の８項目からなる基本方針を定め、毎年度策定するコンプライアンス・プログラムの具体的実践を
通じ、健全かつ適切な事業運営に取り組んでおります。

⑴　社会的責任と公共的使命の認識
　当会の社会的責任と公共的使命を認識し、健全かつ
適切な事業運営の徹底を図ります。
⑵　会員等のニーズに適したお客さま本位で質の高い金
融等サービスの提供
　「ＪＡバンクシステム」の一員として、お客さま本
位のサービス提供により、お客さまのニーズに応える
とともに、市民生活や業務運営に脅威を与えるサイバ
ー攻撃、自然災害等に備えたセキュリティレベルの向
上や災害時の業務継続確保により質の高い金融及び非
金融サービスの提供、並びに「ＪＡバンク基本方針」
に基づく指導等を通じて、県下ＪＡバンク事業を支援
することによりその役割を十全に発揮し、会員、利用
者及び地域社会の発展に寄与します。
⑶　法令やルールの厳格な遵守
　すべての法令やルールを厳格に遵守し、社会的規範
にもとることのない、公正な事業運営を遂行します。
⑷　反社会的勢力の排除、テロ等の脅威への対応
　社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力に対
しては、毅然とした態度で臨み、関係遮断を徹底しま
す。また、国際社会がテロ等の脅威に直面しているな
か、マネー・ローンダリング対策およびテロ資金供与
対策の高度化に努めます。
⑸　透明性の高い組織風土の構築とコミュニケーション
の充実
　経営情報の積極的かつ公正な開示をはじめとして、
系統内外とのコミュニケーションの充実を図りつつ、
真に透明な経営の重要性を認識した組織風土を構築し
ます。

⑹　職員の人権の尊重等
　職員の人権、個性を尊重するとともに、健康と安全
に配慮した働きやすい環境を確保します。
⑺　環境問題への取組み
　資源の効率的な利用や廃棄物の削減を実践するとと
もに、環境保全に寄与する金融サービスを提供するな
ど、環境問題に取り組みます。
⑻　持続可能な社会貢献活動への取組み
　当会が社会の中においてこそ存続・発展し得る存在
であることを自覚し、社会の一員として、地域社会等
と連携し、すべての人々の人権を尊重しつつ環境問題
等の社会的課題への対応に努め、社会と共に歩む｢企
業市民｣として、持続可能な社会貢献活動に取り組み
ます。

　平成30年度コンプライアンス・プログラムに基づき、
コンプライアンス意識の向上のため階層別研修を開催し
たほか、メンタルヘルスケアの実施、コンプライアンス
にかかる各種資格取得を奨励しました。
　法令等の改正動向を踏まえ、個人情報保護、反社会的
勢力との取引排除及びマネー・ローンダリング対策にか
かる規程類を整備し、各取組みに向け態勢の整備・強化
に努めました。
　JAバンク石川アグリサポート事業の実践により、環
境問題及び社会貢献活動に取り組みました。
　引き続き、会員・利用者からの信頼性確保のため、全
役職員がコンプライアンスの重要性を理解し、実践して
まいります。

基本方針

コンプライアンスにかかる取組み

顧　　問
弁護士等

内部監査
部　　署

　監事（会）

コンプライアンス態勢

コンプライアンス委員会

コンプライアンス統括部署

各部署
コンプライアンス管理者

経営層

　経営管理委員（会）

　理　　　事　　（会）

監督

監査

経営管理委員会
・理事会出席

内部監査相談

内部監査

指示

指示

指示

報告 報告

報告

報告
報告

報告
連絡
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コンプライアンス（法令等遵守）

　当会は、農業者及び地域の企業・住民のための協同組織金融機関として、社会的責任と公共的使命を自覚し、これま
で以上に揺るぎない信頼を確立していくため、役職員の行為規範及び遵守事項を策定したコンプライアンス・マニュ
アルにおいて下記の８項目からなる基本方針を定め、毎年度策定するコンプライアンス・プログラムの具体的実践を
通じ、健全かつ適切な事業運営に取り組んでおります。

⑴　社会的責任と公共的使命の認識
　当会の社会的責任と公共的使命を認識し、健全かつ
適切な事業運営の徹底を図ります。
⑵　会員等のニーズに適したお客さま本位で質の高い金
融等サービスの提供
　「ＪＡバンクシステム」の一員として、お客さま本
位のサービス提供により、お客さまのニーズに応える
とともに、市民生活や業務運営に脅威を与えるサイバ
ー攻撃、自然災害等に備えたセキュリティレベルの向
上や災害時の業務継続確保により質の高い金融及び非
金融サービスの提供、並びに「ＪＡバンク基本方針」
に基づく指導等を通じて、県下ＪＡバンク事業を支援
することによりその役割を十全に発揮し、会員、利用
者及び地域社会の発展に寄与します。
⑶　法令やルールの厳格な遵守
　すべての法令やルールを厳格に遵守し、社会的規範
にもとることのない、公正な事業運営を遂行します。
⑷　反社会的勢力の排除、テロ等の脅威への対応
　社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力に対
しては、毅然とした態度で臨み、関係遮断を徹底しま
す。また、国際社会がテロ等の脅威に直面しているな
か、マネー・ローンダリング対策およびテロ資金供与
対策の高度化に努めます。
⑸　透明性の高い組織風土の構築とコミュニケーション
の充実
　経営情報の積極的かつ公正な開示をはじめとして、
系統内外とのコミュニケーションの充実を図りつつ、
真に透明な経営の重要性を認識した組織風土を構築し
ます。

⑹　職員の人権の尊重等
　職員の人権、個性を尊重するとともに、健康と安全
に配慮した働きやすい環境を確保します。
⑺　環境問題への取組み
　資源の効率的な利用や廃棄物の削減を実践するとと
もに、環境保全に寄与する金融サービスを提供するな
ど、環境問題に取り組みます。
⑻　持続可能な社会貢献活動への取組み
　当会が社会の中においてこそ存続・発展し得る存在
であることを自覚し、社会の一員として、地域社会等
と連携し、すべての人々の人権を尊重しつつ環境問題
等の社会的課題への対応に努め、社会と共に歩む｢企
業市民｣として、持続可能な社会貢献活動に取り組み
ます。

　平成30年度コンプライアンス・プログラムに基づき、
コンプライアンス意識の向上のため階層別研修を開催し
たほか、メンタルヘルスケアの実施、コンプライアンス
にかかる各種資格取得を奨励しました。
　法令等の改正動向を踏まえ、個人情報保護、反社会的
勢力との取引排除及びマネー・ローンダリング対策にか
かる規程類を整備し、各取組みに向け態勢の整備・強化
に努めました。
　JAバンク石川アグリサポート事業の実践により、環
境問題及び社会貢献活動に取り組みました。
　引き続き、会員・利用者からの信頼性確保のため、全
役職員がコンプライアンスの重要性を理解し、実践して
まいります。

基本方針

コンプライアンスにかかる取組み

　当会は、農業協同組合法その他関連法令等により営む
事業の利用者の正当な利益の保護と利便の確保のため、
以下の方針を遵守します。また、利用者の保護と利便の
向上に向けて継続的な取組みを行っていきます。
１．利用者に対する取引または金融商品の説明（経営相
談等をはじめとした金融円滑化の観点からの説明を含
みます。）および情報提供を適切に行います。
２．利用者からの相談・苦情等については、公正・迅速・
誠実に対応（経営相談等をはじめとした金融円滑化の
観点からの対応および金融ADR制度において求めら
れる措置・対応を含みます。）し、利用者の理解と信
頼が得られるよう適切に対応します。
３．利用者に関する情報については、法令等に基づく適
正かつ適法な手段による取得ならびに情報の紛失、漏
洩および不正利用等の防止のための必要かつ適切な措
置を講じます。
４．当会が行う事業を外部に委託するにあたっては、利
用者情報の管理や利用者への対応が適切に行われるよ
う努めます。
５．当会との取引に伴い、当会の利用者の利益が不当に
害されることのないよう、利益相反管理のための態勢
整備に努めます。

　ＪＡグループは、食と農を基軸として地域に根ざした
協同組合として、助け合いの精神のもとに、持続可能な
農業と豊かで暮らしやすい地域社会の実現を理念として
掲げています。
　当会では、この理念のもと、平成29年３月に金融庁
より公表された「顧客本位の業務運営に関する原則」を
採択するとともに、組合員・利用者の皆さまの安定的な
資産形成に貢献するため、以下の取組方針を制定いたし
ました。
　今後、本方針に基づく取組みの状況を定期的に公表す
るとともに、よりお客さま本位の業務運営を実現するた
め本方針を必要に応じて見直してまいります。
１．お客さまへの最適な商品提供
　お客さまに提供する金融商品は、特定の投資運用会
社に偏ることなく、社会情勢や手数料の水準等も踏ま
えたうえで、お客さまの多様なニーズにお応えできる
ものを選定します。
２．お客さま本位のご提案と情報提供
⑴　お客さまの金融知識・経験・財産、ニーズや目的
に合わせて、お客様にふさわしい商品をご提案いた
します。
⑵　お客さまの投資判断に資するよう、商品のリスク
特性・手数料等の重要な事項について分かりやすく

ご説明し、必要な情報を十分にご提供します。
⑶　お客さまにご負担いただく手数料について、お客
さまの投資判断に資するように、丁寧かつ分かりや
すい説明に努めます。

３．利益相反の適切な管理
　お客さまへの商品選定や情報提供にあたり、お客さ
まの利益を不当に害することがないように、「利益相
反管理方針」に基づき適切に管理します。
４．お客さま本位の業務運営を実現するための人材の育
成と態勢の構築
　研修による指導や資格取得の推進を通じて高度な専
門性を有し誠実・公正な業務を行うことができる人材
を育成し、お客さま本位の業務運営を実現するための
態勢を構築します。

　当会は、貯金・定期積金、その他の金融商品の販売等
の勧誘にあたっては、次の事項を遵守し、お客様に対し
て適正な勧誘を行います。
１．お客様の商品利用目的ならびに知識、経験、財産の
状況および意向を考慮のうえ、適切な金融商品の勧誘
と情報の提供を行います。
２．お客様に対し、商品内容や当該商品のリスク内容な
ど重要な事項を十分に理解していただくよう努めま
す。
３．不確実な事項について断定的な判断を示したり、事
実でない情報を提供するなど、お客様の誤解を招くよ
うな説明は行いません。
４．電話や訪問による勧誘は、お客様のご都合に合わせ
て行うよう努めます。
５．お客様に対し、適切な勧誘が行えるよう役職員の研
修の充実に努めます。
６．販売・勧誘に関するお客様からのご質問やご照会に
ついては、適切な対応に努めます。

　当会は、農業者の協同組織金融機関として、「健全な
事業を営む農業者をはじめとする地域のお客さまに対し
て必要な資金を円滑に供給していくこと」を、「当会の
最も重要な役割のひとつ」として位置付け、当会の担う
公共性と社会的責任を強く認識し、その適切な業務の遂
行に向け、以下の方針を定め、取組んでまいります。
１．当会は、農業経営者、中小企業者等のお客さまから、
新規貸付の申込みがあった場合には、お客さまの特性
および事業の状況を勘案しつつ、できる限り、柔軟に
対応するよう努めます。
２．当会にて、既に借入れいただいている資金につい
て、その弁済に支障を生じている、もしくは生じるお

利用者保護等管理方針

お客さま本位の業務運営に関する取組方針

金融円滑化基本方針

金融商品の勧誘方針
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それのある農業経営者、中小企業者または住宅ローン
ご利用等のお客さまから、当該債務の弁済にかかる負
担の軽減の申込みがあった場合には、お客さまの事業
についての改善や再建の可能性その他の状況を勘案し
つつ、できる限り、当該債務の条件変更、旧債の借換
えなど負担の軽減に資する措置をとるよう努めます。
３．お客さまから上述の申込みまたは事業再生ADR手続
の実施依頼の確認または地域経済活性化支援機構もし
くは東日本大震災事業者再生支援機構からの債権買取
申込み等の求めがあった場合には、関係する他の金融
機関等（政府系金融機関等、信用保証協会等および中
小企業再生支援協議会を含む。）と緊密な連携を図る
よう努めてまいります。また、これらの関係機関等か
ら照会を受けた場合は、守秘義務に留意しつつ、お客
さまの同意を前提に情報交換しつつ連携に努めます。
４．当会は、お客さまからの経営相談に積極的かつきめ
細かく取組み、お客さまの経営改善に向けた取組みを
ご支援できるよう努めてまいります。
５．当会は、上述のようなお申込み、ご要望につきまし
て、お客さまの状況等をきめ細かく確認させていただ
くとともに、お客さまの経験等に応じて説明を適切か
つ真摯に対応させていただきます。また、お断りさせ
ていただく場合には、その理由を可能な限り具体的か
つ丁寧に説明するよう努めます。
６．当会は、上述のような金融の円滑化を適切に進める
ために、次のような体制を整備いたしております。
⑴　コンプライアンス委員会において、金融円滑化管
理態勢整備にかかる企画、推進および管理に関する
重要な事項の審議等を行います。
⑵　金融円滑化管理責任部署および金融円滑化管理担
当者を設置し、金融円滑化の方針や施策の徹底に努
めます。
⑶　お客さまからの金融円滑化にかかるご相談窓口を
食農営業部に設置し、公正・円滑な対応に努めてま
いります。

　当会は、与信取引（貸付契約及びこれに伴う担保・保
証契約）に関して利用者（借入者・保証人等）の知識、
経験及び財産の状況に応じて契約時など重要な事項の利
用者への適切な説明態勢等を定めた「与信取引に関する
利用者への説明態勢にかかる規則」を制定し、利用者と
の更なる信頼関係構築に努めております。

　当会では、お客さまにより一層ご満足いただけるサー
ビスを提供できるよう、JAバンクに関するご相談およ
び苦情等を受け付けております。

１．苦情処理措置の内容
　当会では、苦情処理措置として業務運営体制・内
部規則等を整備のうえ、その内容をホームページ・
チラシ等で公表するとともに、JAバンク相談所と
連携し迅速かつ適切な対応に努め、苦情等の解決を
図ります。
□当会の相談・苦情等受付窓口
　貯金・国債・投信	 076－240－5181
　融　資	 076－240－5141
　農業融資	 076−240−5153
　　（９時～17時、金融機関の休業日を除く）
□JAバンク相談所	 03−6837−1359
　　（９時～17時、金融機関の休業日を除く）

２．紛争解決措置の内容
　当会では、紛争解決措置として外部機関である金
沢弁護士会を利用しております。
（紛争解決措置の利用にあたっては、上記窓口また
はJAバンク相談所にお申し出下さい。）

　当会は、利用者等の皆様の個人情報および個人番号等
（以下「個人情報等」といいます。）を正しく取り扱うこ
とが当会の事業活動の基本であり社会的責務であること
を認識し、以下の方針を遵守します。
１．関係法令等の遵守
　当会は、利用者等の個人情報等を適正に取り扱うた
めに、「個人情報の保護に関する法律」（以下「個人情
報保護法」といいます。）および「行政手続における
特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法
律」（以下「番号法」といいます。）をはじめとする関
係法令・ガイドライン等に加え、本保護方針に定めた
事項および当会の諸規程を誠実に遵守します。
２．利用目的
　当会は、利用者等の個人情報等の取扱いにおいて、
利用目的をできる限り特定したうえで、ご本人の個人
情報等を取得するに当たっては、その利用目的を通知、
公表または明示するとともに、その利用目的の達成に
必要な範囲内において、これを取り扱います。
　なお、番号法における個人番号等の利用等、特定の
個人情報等の利用目的が法令等に基づき別途限定され
ている場合には、当該利用目的以外での取扱いはいた
しません。
３．適正な取得
　当会は、個人情報等を取得する際には、適正かつ適
法な手段で取得いたします。
４．安全管理措置
　当会は、取り扱う個人情報等を利用目的の範囲内で
正確かつ最新の内容に保つよう努めるとともに、漏え
い等を防止するため、安全管理に関する必要かつ適切

与信取引に関する利用者への説明態勢

個人情報保護方針

金融ADR制度への対応
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な措置を講じ、従業者および委託先（再委託先等も含
みます。）を適正に監督します。
５．第三者への提供
　当会は、法令により例外として扱われるべき場合を
除き、あらかじめご本人の同意を得ることなく、個人
情報を第三者に提供しません。
　なお、個人番号等につきましては、番号法に限定的
に明記された場合を除き、第三者に提供いたしません。
６．機微（センシティブ）情報の取扱い
　当会は、ご本人の機微（センシティブ）情報（金融
分野における個人情報保護に関するガイドラインで定
める情報をいいます。）につきましては、法令等に基
づく場合や業務遂行上必要な範囲においてご本人の同
意をいただいた場合などの同ガイドラインに掲げる場
合を除き、取得・利用・第三者提供はいたしません。
７．匿名加工情報の取扱い
　当会は、匿名加工情報（個人情報を個人情報の区分
に応じて定められた措置を講じて特定の個人を識別す
ることができないように加工して得られる個人に関す
る情報であって、当該個人情報を復元して特定の個人
を再識別することができないようにしたものをいいま
す。）の取扱いにつきましては、関係法令・ガイドラ
イン等に則して、安全管理に関する必要かつ適切な措
置を講じます。
８．開示・訂正等、利用停止等
　当会は、保有個人データにつき、法令に基づきご本
人からの開示・訂正等および利用停止等のお申し出に
つきましては、迅速かつ適切に応じます。
９．継続的な改善
　当会は、取り扱う個人情報等の保護のための取組み
を継続的に見直し、その改善に努めます。
10．苦情・ご意見・ご要望のお申し出
　当会の個人情報等の取扱いに関する苦情・ご意見・
ご要望につきましては、誠実かつ迅速に対応します。
※個人応報保護法に基づく公表事項等については、当会
ホームページをご覧ください。

　当会は、会員・利用者等の皆さまとの信頼関係を強化
し、より一層の安心とサービスを提供するため、会内の
情報及び預託情報のセキュリティの確保と日々の改善に
努めることが事業活動の基本であり、社会的責務である
ことを認識し、以下の方針を遵守します。
１．当会は、情報資産を適正に取扱うため、コンピュー
タ犯罪に関する法律、不正アクセス行為の禁止に関す
る法律、IT基本法その他の情報セキュリティに関係す
る諸法令、及び農林水産大臣をはじめ主務大臣の指導
による義務を誠実に遵守します。
２．当会は、情報の取扱い、情報システム及び情報ネッ

トワークの管理運用にあたり、適切な組織的・人的・
技術的安全管理措置を実施し、情報資産に対する不正
な侵入、紛失、漏洩、改ざん、破壊、利用妨害などが
発生しないよう努めます。
３．当会は、情報セキュリティに関して、業務に従事す
る者の役割を定め、情報セキュリティ基本方針に基づ
き、情報セキュリティを推進できる体制を維持します。
４．当会は、万一、情報セキュリティを侵害するような
事象が発生した場合、その原因を迅速に解明し、被害
を最小限に留めるよう努めます。
５．当会は、上記の活動を継続的に行うと同時に、新た
な脅威にも対応できるよう、情報セキュリティ管理態
勢を確立し、維持改善に努めます。

　当会は、お客さまの利益が不当に害されることのない
よう、農業協同組合法、金融商品取引法等に基づき、利
益相反するおそれのある取引を適切に管理するための体
制を整備し、利益相反管理方針（以下「本方針」といい
ます。）を次のとおり定めるものとします。
１．対象取引の範囲
　本方針の対象となる「利益相反のおそれのある取引」
は、当会の行う信用事業関連業務または金融商品関連
業務にかかるお客さまとの取引であって、お客さまの
利益を不当に害するおそれのある取引をいいます。
２．利益相反のおそれのある取引
　「利益相反のおそれのある取引」には、以下の取引
があります。
⑴　お客さまと当会の間の利益が相反する取引
⑵　当会の「お客さまと他のお客さま」との間の利益
が相反する取引

３．利益相反のおそれのある取引の特定の方法　
　利益相反のおそれのある取引の特定は、以下のとお
り行います。
⑴　利益相反のおそれのある取引について、利益相反
管理統括部署があらかじめ類型化します。
⑵　各部署においては、取引を行う際に、当該取引が
利益相反のおそれのある取引として類型化された取
引に該当するか確認します。
⑶　各部署で、利益相反のおそれのある取引に該当す
るか判断しかねる場合は、利益相反管理統括部署に
相談し、特定を行います。

４．利益相反の管理の方法
　当会は、利益相反のおそれのある取引を特定した場
合について、次に掲げる何れかの方法により当該お客
さまの保護を適正に確保いたします。
⑴　対象取引を行う部門と当該お客さまとの取引を行
う部門を分離する方法
⑵　対象取引または当該お客さまとの取引の条件もし

情報セキュリティ基本方針

利益相反管理方針
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くは方法を変更し、または中止する方法
⑶　対象取引に伴い、当該お客さまの利益が不当に害
されるおそれがあることについて、当該お客さまに
適切に開示する方法（ただし、当会が負う守秘義務
に違反しない場合に限ります。）
⑷　その他対象取引を適切に管理するための方法
５．利益相反のおそれのある取引の記録および保存
　利益相反の特定およびその管理のために行った措置
については、当会が定める内部規程に基づき適切に記
録し、保存いたします。
６．利益相反管理体制
⑴　当会は、利益相反のおそれのある取引の特定およ
び利益相反管理に関する当会全体の管理体制を統括
するための利益相反管理統括部署およびその統括者
を定めます。この統括部署は、営業部門からの影響
を受けないものとします。　
⑵　当会の役職員に対し、本方針および本方針を踏ま
えた内部規程等に関する研修を実施し、利益相反管
理についての周知徹底に努めます。

７．利益相反管理体制の検証等
　当会は、本方針に基づく利益相反管理体制について、
その適切性および有効性を検証し、必要に応じて見直
しを行います。

　当会は、マネー・ローンダリング及びテロ資金供与等
の金融サービスの濫用（以下、「マネー・ローンダリン
グ等」という。）の防止に取り組みます。
　あわせて、平成19年６月19日犯罪対策閣僚会議幹事
会申合わせにおいて決定されました「企業が反社会的勢
力による被害を防止するための指針」等を遵守し、反社
会的勢力等に対して断固とした姿勢で臨むことをここに
宣言します。
　また、顧客に反社会的勢力等による被害が発生した場
合には、被害者救済など必要な対応を講じます。
（運営等）
　当会は、マネー・ローンダリング等防止および反社会
的勢力等との取引排除の重要性を認識し、適用となる法
令等や政府指針を遵守するため、当会の特性に応じた態
勢を整備します。
　また、適切な措置を適時に実施できるよう、役職員に
指導・研修を実施し、マネー・ローンダリング等防止お
よび反社会的勢力等との取引排除について周知徹底を図
ります。
（マネー・ローンダリング等の防止）
　当会は、実効的なマネー・ローンダリング等防止を実
施するため、自らが直面しているリスクを適時・適切に
特定・評価し、リスクに見合った低減措置を講じます。

（反社会的勢力等との決別）
　当会は、反社会的勢力等に対して取引関係を含めて、
排除の姿勢をもって対応し、反社会的勢力等による不当
要求を拒絶します。
（組織的な対応）
　当会は、反社会的勢力等に対しては、組織的な対応を
行い、職員の安全確保を最優先に行動します。
（外部専門機関との連携）
　当会は、警察、財団法人暴力追放推進センター、弁護
士など、反社会的勢力等を排除するための各種活動を行
っている外部専門機関等と密接な連携をもって、反社会
的勢力等と対決します。

　偽造キャッシュカードを用いた不正な引出しについて
は、JAバンクとお客さまとの信頼関係に関わる重要な
事項であることから、JAバンク石川では以下のとおり
被害防止対策に積極的に取組んでおります。
１．キャッシュカード盗難・偽造保険の加入
　JAバンク石川のキャッシュカード（ローン契約の
あるカードも含みます。）には、すべて盗難・偽造保
険がセットされています。
２．ATM画面の覗き見防止措置
　ATM操作時の覗き見防止対策として、覗き見防止
フィルムの貼付、後方確認用鏡の設置を行いました。
３．暗証番号のセキュリティ強化
　生年月日、電話番号、郵便番号、住所地番、自動車
のナンバー等の暗証番号登録については注意喚起する
とともに、ATMでの暗証番号変更サービスを行って
おります。
４．お客さまによる１日当りの支払限度額ならびに利用
限度額設定
　ATMでの１日当りの支払限度額を200万円（磁気
カードまたはIC化未対応のATMの場合は50万円）と
しております。なお、口座単位の１日当りの利用限度
額をJA窓口にて任意に設定することができます。
５．キャッシュカード等の盗難・紛失への対応
　通帳、証書、印鑑、キャッシュカード等が盗難に遭
ったり、紛失した場合の窓口を、「ATM全国集中監視
センター」に設置しております。
６．キャッシュカードのＩＣ化対応
　平成18年10月よりＩＣキャッシュカードの発行を
開始するとともに、ATMのＩＣ化を完了しておりま
す。

　詳しくは、お取引されているJAの窓口またはJAバン
ク石川のホームページでご確認下さい。

偽造キャッシュカード対策について

マネー・ローンダリング等および反社
会的勢力等への対応に関する基本方針
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リスク管理

　金融機関経営を巡るリスクが多様化・複雑化する中、
経営の健全性確保と収益性向上のためのリスク管理態勢
強化が一層求められております。
　当会では「リスクマネジメント基本方針」に基づき、
「リスク管理委員会」ならびに「ＡＬＭ委員会」を設置
し、リスク管理の充実・強化に努めております。
　特に信用リスクの管理については、「財務管理委員
会」を設置して、リスク管理債権の処理方針等を協議検
討しております。

　信用リスクや市場リスクのほか、システムリスク、事
務リスクなど当会業務運営にかかる諸リスクの計量化・
統合的管理を行い、健全かつ適切なリスクマネジメント
によるリスクのコントロールと安定的な収益確保に努め
ております。
　体制面では、リスク管理委員会を定期的に開催し、リ
スク管理の企画・立案、リスク計測・評価、リスク管理
の検証及びリスク管理の改善について協議・検討してお
ります。

　市場リスク、流動性リスク等の状況を的確に把握し、
資産・負債を総合的に管理することにより、安定的収益
の確保と財務の健全性維持に努めております。
　体制面ではＡＬＭ委員会等を定期的に開催し、資金動
向の分析・損益管理の徹底を図るとともに、収支シミュ
レーションの実施による資産運用方針等を検討しており
ます。

　業務運営や事務処理の適正化と事故未然防止のため、
各部署で定期的に行う自主点検に加え、監査室による年
間計画に基づく内部監査、監事による定期監査・随時監
査等、相互牽制に努めております。
　また、全国農業協同組合中央会の外部監査による内部
統制機能の検証を実施しております。

リスク管理態勢

ALM管理態勢

監査態勢

　事務処理部門（バックオフィス）

ALM委員会 財務管理委員会

付議・報告 付議・報告

付議・報告 報告 報告

報告

・金利シナリオに基
づく収支予測・対
応策検討

・資産運用方針・有
価証券保有目的区
分別運用方針の設
定

・資金動向分析、損
益管理

・不健全債権の保全
管理・回収の検
討、協議

・リスク管理全般に
関する検討・協議

コンプライアンス委員会

付議・報告 付議・報告

・個人情報保護・情
報セキュリティ管
理態勢の整備
・コンプライアンス
管理者会議の充実
と機能発揮
・自主点検実施要領
の充実・強化
・規程・事務手続等
の整備

リスク管理委員会

　リスク管理部門（ミドル）

　業務執行部門（フロント）

・統合的なリスク管理方針の徹底・充実
強化
・市場リスクの管理手法の確立
・新BIS規制に対応した高度なリスク管
理態勢の確立
・各種リスクにかかる限度額設定・管理
・有価証券・貸出ポートフォリオの実態
把握と管理
・厳格な自己査定と適正償却・引当実施

等

市場取引部門  　    調達部門 　     為替決済部門　　　融資部門      

・信用リスク　　・市場リスク　　・流動性リスク
・事務リスク　　・システムリスク　　・法務リスク　　・その他のリスク

内
部
監
査

【
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
基
本
方
針
】

【
リ
ス
ク
管
理
運
営
状
況
の
監
査
】

【
運
用
方
針
】

リスクの計測・評価 個別信用リスクの審査リスク管理の企画・立案

リスク管理の改善リスク管理の検証

リスク管理態勢

理　　　事　　　会

監　　　事経 営 管 理 委 員 会

市場リスク情報の集中
信用リスク情報の集中
その他リスク情報の集中
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金融再生法開示債権の保全状況

リスク管理債権の状況

金融再生法開示債権等の状況

（単位：百万円）

増　　　減平成31年３月末

（単位：百万円）

（注）１．破綻先債権 
　元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計
上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政令第97号）第96
条第１項第３号のイからホまでに掲げる事由又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金です。

２．延滞債権
　未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金です。

３．３カ月以上延滞債権
　元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３月以上遅延している貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しない貸出金です。

４．貸出条件緩和債権
　債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決め
を行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３カ月以上延滞債権に該当しない貸出金です。

５．公表不良債権比率＝リスク管理債権額／貸出金残高×100

増　　　減平成31年３月末種　　　　　別

（注）上記の債権区分は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律」（平成10年法律第132号）第６条に基づき、債務者の財政状態及び経営成績等を基
礎として、次のとおり区分したものです。
１．破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

２．危険債権
　債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性
の高い債権です。

３．要管理債権
　３月以上延滞債権で上記１．及び２．に該当しないもの及び貸出条件緩和債権です。

４．正常債権
　債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、上記１．から３．までに掲げる債権以外のものに区分される債権です。

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額

危 険 債 権 額

要 管 理 債 権 額

合 計 （ オ ＝ ア ＋ イ ＋ ウ ）

保 全 額 （ カ ＝ キ ＋ ク ）

担保・保証等による保全額

貸 倒 引 当 金

カ バ ー 率 （ カ ／ オ ）

正 常 債 権 額

総 与 信 額 （ ケ ＝ エ ＋ オ ）

不 良 債 権 比 率 （ オ ／ ケ ）

（ア）

（イ）

（ウ）

（キ）

（ク）

（エ）

443

19

1

463

463

1

444

100.0％

135,518

135,982

0.34％

703

22

1

726

726

60

666

100.0%

138,202

138,929

0.52%

平成30年３月末

－

462

－

1

463

135,316

0.34%

平成30年３月末

－

725

－

1

726

138,259

0.53%

△ 259

△ 2

0

△ 263

△ 263

△ 58

△ 221

－ 

△ 2,684

△ 2,947

△ 0.18%

－

△ 263

－

0

△ 263

△ 2,943

△ 0.18%

（Ａ）

（Ｂ）

（Ｃ）

（Ｄ）

（Ｅ＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

（Ｆ）

（Ｅ/Ｆ）

破 綻 先 債 権 額

延 滞 債 権 額

３カ月以上延滞債権額

貸出条件緩和債権額

合　 計

貸 出 金 残 高

公表不良債権比率　



21

金融再生法開示債権の保全状況

リスク管理債権の状況

金融再生法開示債権等の状況

（単位：百万円）

増　　　減平成31年３月末

（単位：百万円）

（注）１．破綻先債権 
　元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計
上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政令第97号）第96
条第１項第３号のイからホまでに掲げる事由又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金です。
２．延滞債権
　未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金です。
３．３カ月以上延滞債権
　元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３月以上遅延している貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しない貸出金です。
４．貸出条件緩和債権
　債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決め
を行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３カ月以上延滞債権に該当しない貸出金です。
５．公表不良債権比率＝リスク管理債権額／貸出金残高×100

増　　　減平成31年３月末種　　　　　別

（注）上記の債権区分は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律」（平成10年法律第132号）第６条に基づき、債務者の財政状態及び経営成績等を基
礎として、次のとおり区分したものです。
１．破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。
２．危険債権
　債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性
の高い債権です。
３．要管理債権
　３月以上延滞債権で上記１．及び２．に該当しないもの及び貸出条件緩和債権です。
４．正常債権
　債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、上記１．から３．までに掲げる債権以外のものに区分される債権です。

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額

危 険 債 権 額

要 管 理 債 権 額

合 計 （ オ ＝ ア ＋ イ ＋ ウ ）

保 全 額 （ カ ＝ キ ＋ ク ）

担保・保証等による保全額

貸 倒 引 当 金

カ バ ー 率 （ カ ／ オ ）

正 常 債 権 額

総 与 信 額 （ ケ ＝ エ ＋ オ ）

不 良 債 権 比 率 （ オ ／ ケ ）

（ア）

（イ）

（ウ）

（キ）

（ク）

（エ）

443

19

1

463

463

1

444

100.0％

135,518

135,982

0.34％

703

22

1

726

726

60

666

100.0%

138,202

138,929

0.52%

平成30年３月末

－

462

－

1

463

135,316

0.34%

平成30年３月末

－

725

－

1

726

138,259

0.53%

△ 259

△ 2

0

△ 263

△ 263

△ 58

△ 221

－ 

△ 2,684

△ 2,947

△ 0.18%

－

△ 263

－

0

△ 263

△ 2,943

△ 0.18%

（Ａ）

（Ｂ）

（Ｃ）

（Ｄ）

（Ｅ＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

（Ｆ）

（Ｅ/Ｆ）

破 綻 先 債 権 額

延 滞 債 権 額

３カ月以上延滞債権額

貸出条件緩和債権額

合　 計

貸 出 金 残 高

公表不良債権比率　

自己査定と金融再生法開示債権、リスク管理債権との関係
（単位：百万円）

自己査定債務者区分

破　綻　先

実質破綻先

破綻懸念先

その他要注意先

正　常　先

要　管　理　先

金融再生法開示債権額 リスク管理債権額

（与信額ベース） （与信額ベース、要管理債権は貸出金元金） （貸出金元金ベース、債務保証を除く）

要注意先

破産更生債権及び
これらに準ずる債
権（ア）

危 険 債 権（イ）

要管理債権（ウ）

正 常 債 権（エ）

総与信額
（ア）＋（イ）＋（ウ）＋（エ）

開示債権合計
（ア）＋（イ）＋（ウ）

破 綻 先（Ａ）

延滞債権（Ｂ）

３カ月以上延滞債権（Ｃ）

条件緩和債権（Ｄ）

リスク管理債権合計
（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ）

443

19

1

135,518

135,982

463

－

462

1

－

463
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平成31年３月末

組　　　織

〈経営管理委員〉 〈理　　　事〉

〈監　　　事〉

〈会　員　数〉

〈職　員　数〉

氏　　　名役　　職　　名
経営管理委員会会長
経営管理委員会副会長
経 営 管 理 委 員
経 営 管 理 委 員
経 営 管 理 委 員
経 営 管 理 委 員
経 営 管 理 委 員
経 営 管 理 委 員
経 営 管 理 委 員
経 営 管 理 委 員
経 営 管 理 委 員
経 営 管 理 委 員

氏　　　名役　　職　　名
代  表  監  事
常  勤  監  事
監          事
監          事

監事　長谷治男は農協法第30条第14項に定める員外監事であります。

氏　　　名役　　職　　名
代 表 理 事 理 事 長
常 務 理 事
常 務 理 事

資　格　別

正　　会　　員
准　　会　　員
合　　　計

平成31年３月末

参　　　　　事
男 子 職 員
女 子 職 員
嘱 託 常 傭 人
合　　　計

（単位：人）

21
58
79

平成30年３月末
21
58
79

－
46
30
1
77

平成30年３月末
－
51
29
2
82

西 沢 耕 一
表 野 悦 夫
竹 山 武 志
竹 内 文 雄
土 井 重 夫
新 谷 克 己
坂 井 助 光
橋 田 　 満
山 本 好 和
藤 田 繁 信
中 村 　 眞
西 川 一 郎

田 村 政 博
村 中 康 博
垣 内 達 史
長 谷 治 男

中 塚 　 誠
南 昇
川 岸 勘 造

区　　　分

〈役員等の報酬体系〉
１．役員
⑴　対象役員
　開示の対象となる報酬告示に規定されている「対象役員」
は、経営管理委員、理事及び監事をいいます。

⑵　役員報酬等の種類、支払総額及び支払方法
　役員に対する報酬等の種類は、基本報酬と退職慰労金の２
種類で、平成30年度における対象役員に対する報酬等の支
払総額は、次のとおりです。
　なお、基本報酬は毎月所定日に指定口座への振り込みの方
法による現金支給のみであり、退職慰労金は、その支給に関
する総会決議後、所定の手続きを経て、基本報酬に準じた方
法で支払っています。

　

（注１）対象役員は、経営管理委員12名、理事3名、監事4
名です。

（注２）退職慰労金については、当年度に実際に支給した額
ではなく、当年度の費用として認識される部分の金額
（引当金への繰入額と支給額のうち当年度の負担に属
する金額）によっています。

⑶　対象役員の報酬等の決定等
①　役員報酬（基本報酬）
　役員報酬は、経営管理委員、理事及び監事の別に各役員
に支給する報酬総額の最高限度額を総会において決定し、
その範囲内において、経営管理委員各人別の報酬額につい
ては経営管理委員会において、理事各人別の報酬額につい
ては理事会において決定し、監事各人別の報酬額について
は監事の協議によって定めています。なお、業績連動型の
報酬体系とはなっておりません。
　この場合の役員各人別の報酬額の決定にあたっては、各
人の役職・責務や在任年数等を勘案して決定していますが、
その基準等については、役員報酬審議会（構成：当会の会

員JA組合長から選出された委員5人）に諮問をし、その
答申を踏まえて決定しています。また、上記の支給する報
酬総額の最高限度額もこの基準をもとに決定しています。
②　役員退職慰労金
　役員退職慰労金については、役員報酬に役員在職年数に
応じた係数を乗じて得た額に特別に功労があったと認めら
れる者については功労金を加算して算定し、総会で経営管
理委員、理事及び監事の別に各役員に支給する退職慰労金
の総額の承認を受けた後、役員退職慰労金規程に基づき、
経営管理委員については経営管理委員会、理事については
理事会、監事については監事の協議によって各人別の支給
額と支給時期・方法を決定し、その決定に基づき支給して
います。
　なお、この役員退職慰労金の支給に備えて公正妥当なる
会計慣行に即して引当金を計上しています。

２．職員等
・対象職員等
　開示の対象となる報酬告示に規定されている「対象職員等」
の範囲は、当会の職員であって、常勤役員が受ける報酬等と
同等額以上の報酬等を受けるもののうち、当会の業務及び財
産の状況に重要な影響を与える者をいいます。
　なお、平成30年度において、対象職員等に該当するもの
はおりません。
（注１）対象職員等には、期中に退任・退職した者も含めて

おります。
（注２）「同等額」は、平成30年度に当会の常勤役員に支払

った報酬額等の平均額としております。
３．その他
　当会の対象役員及び対象職員等の報酬等の体系は、上記開示
のとおり過度なリスクテークを惹起するおそれのある要素はあ
りません。したがって、報酬告示のうち、「対象役員及び対象
職員等の報酬等の体系とリスク管理の整合性並びに対象役員及
び対象職員等の報酬等と業績の連動に関する事項」その他「報
酬等の体系に関し参考となるべき事項」として、記載する内容
はありません。

以上

（単位：百万円）

支給総額（注２）
基本報酬 退職慰労金

対象役員（注１）に対する報酬等 55 7
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平成31年３月末

組　　　織

〈経営管理委員〉 〈理　　　事〉

〈監　　　事〉

〈会　員　数〉

〈職　員　数〉

氏　　　名役　　職　　名
経営管理委員会会長
経営管理委員会副会長
経 営 管 理 委 員
経 営 管 理 委 員
経 営 管 理 委 員
経 営 管 理 委 員
経 営 管 理 委 員
経 営 管 理 委 員
経 営 管 理 委 員
経 営 管 理 委 員
経 営 管 理 委 員
経 営 管 理 委 員

氏　　　名役　　職　　名
代  表  監  事
常  勤  監  事
監          事
監          事

監事　長谷治男は農協法第30条第14項に定める員外監事であります。

氏　　　名役　　職　　名
代 表 理 事 理 事 長
常 務 理 事
常 務 理 事

資　格　別

正　　会　　員
准　　会　　員
合　　　計

平成31年３月末

参　　　　　事
男 子 職 員
女 子 職 員
嘱 託 常 傭 人
合　　　計

（単位：人）

21
58
79

平成30年３月末
21
58
79

－
46
30
1
77

平成30年３月末
－
51
29
2
82

西 沢 耕 一
表 野 悦 夫
竹 山 武 志
竹 内 文 雄
土 井 重 夫
新 谷 克 己
坂 井 助 光
橋 田 　 満
山 本 好 和
藤 田 繁 信
中 村 　 眞
西 川 一 郎

田 村 政 博
村 中 康 博
垣 内 達 史
長 谷 治 男

中 塚 　 誠
南 昇
川 岸 勘 造

区　　　分

〈事　務　所〉
店　舗　名 所　　　在　　　地 代表電話番号

076-240-5111〒920-0383　金沢市古府１丁目220番地本　　　　　所

〈子 会 社 等〉

会社名 代表者名 所在地 主 要 な
事業内容

施設の
概　要

設　立
年月日

資本金
総　額

当連合会の
議決権比率 役員数 職員数

㈱石川県農協
電算センター

当連合会及び
他の子会社等
の議決権比率

西沢耕一 金沢市古府
１丁目217

情報サー
ビス業　

データ
送受信

昭和52年
４月１日 192

（注）関連会社㈱石川県農協電算センターについては重要性の原則により連結決算の対象としておりません。

百万円

20.79
％

20.79
％

19
人

38
人

〈特定信用事業代理業者の状況〉
該当する取引はありません。

（平成23年６月30日現在）
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総 会

経営管理委員会

経営管理委員会会長

経営管理委員会副会長

経 営 管 理 委 員

理 事 会
財務管理委員会

理 事 長

常 務 理 事 常 務 理 事

ＪＡバンク統括本部 営業管理統括本部

監

事

室



24

ＪＡネットバンクで定期貯金・住宅ローン関連サービスの取扱開始
　平成31年２月より、ＪＡネットバンクに定期貯金（通帳式）の明細照会、口座開設、預入等、また、住宅ロー
ンについては、お借入内容照会、一部繰上返済予約等の機能が追加されました。

「通帳、家計簿・資産管理アプリ」の提供開始
　平成31年３月より、ＪＡネットバンクをご契約されているお客様がご利用できる通帳アプリ「ＪＡバンクかん
たん通帳」と家計簿・資産管理アプリ「マネーフォワード for ＪＡバンク」の提供を開始しました。

　当会では、当座貯金、普通貯金、貯蓄貯金、各種定期貯金等ご利用の目的や期間、金額等に応じた様々な貯金商品
を取扱いし、地域の皆さまや地方公共団体、地元企業等の皆さまにご利用頂いております。
　また、ＪＡの組合員や地域の皆さまがＪＡに貯金された資金は、組合員等の生活・事業資金に貸し出され、それ以
外の資金がＪＡを通じて当会に預けられております。
　当会ではこうした資金を安定的に確保するため、県下ＪＡと一体となった貯蓄推進活動に取り組むとともに、多様
化するお客さまの資産運用ニーズにお応えするため、国債、投資信託の窓口販売業務など各種金融商品を取扱いし、
利用者の皆さまへ「便利」と「安心」をお届けしてまいります。

（１）総合口座

JAバンク石川では下記のカードサービスを提供しております。
キャッシュカード
　カード一枚で、JAバンク石川のキャッシュサービスコーナーはもちろん、全国のJA、銀行、信用金庫、信用
組合、労働金庫、ゆうちょ銀行等のキャッシュサービスコーナーがご利用いただけます。
　JAバンク石川では、偽造キャッシュカードによる被害対策として、平成18年10月より、ICキャッシュカー
ドを発行しております。
　また、ICキャッシュカードとクレジット機能が１枚になった便利な一体型JAカードも発行しております。
デビットカード
　Ｊ-Debit（ジェイデビット）のマークのあるお店でのお買い物やご飲食のお支払代金は、お手持ちのJAキャ
ッシュカードで決済いただけます。
JAカード（クレジットカード）
　JAカードは、国内外でのショッピング、公共料金等のお支払いのご利用はもちろん、海外旅行傷害保険並び
にショッピングパートナー保険サービスの標準付帯のほか、JAならではのサービスが用意されております。
　また、ロードアシスタントサービス付JAカード、ICキャッシュカードとの一体型JAカードなど多彩に取り揃
えており、便利で安全な機能を兼ね備えたものとなっております。

新しいサービスの提供

ＪＡバンク石川の事業のご案内

普通貯金に定期貯金をセットし、「貯める」「受取る」「支払う」「借りる」の４つの機能を備えた個人のお客さま
向け専用口座です。
普通貯金の残高が不足した場合、定期貯金残高の90％（最高300万円）まで自動融資がご利用になれます。

貯金等窓口業務
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貯 金 の 種 類 特　　　　　　色 期　　　間 お預け入れ額

当 座 貯 金 お支払には安全で便利な小切手・手形がご利用いた
だけます。

期間の制限はありませ
ん

1円以上

普 通 貯 金
お財布代わりにいつでも簡単に出し入れできます。
公共料金等の自動支払口座として、また、給与・年
金等のお受取口座として最適です。

期間の制限はありませ
ん

1円以上

普 通 貯 金 決 済 用 利息はつきませんが、貯金保険制度により全額保護
されるのが最大の特色です。

期間の制限はありませ
ん

1円以上

JA教育資金贈与専用口座

「教育資金の一括贈与に係る贈与税の非課税措置」
に対応した商品です。

お預け入れいただいた
方が30歳に達した日な
ど、一定の要件に該当
した日まで

1円以上1,500
万円以下

JA結婚子育て資金贈与専用口座

「結婚子育て資金の一括贈与に係る贈与税の非課税
措置」に対応した商品です。

お預け入れいただいた
方が50歳に達した日な
ど、一定の要件に該当
した日まで

1円以上1,000
万円以下

貯 蓄 貯 金 お預け入れ残高に応じて、金額階層別金利となって
いますので、普通貯金より高利回りで運用できます。

期間の制限はありませ
ん

1円以上

通 知 貯 金 まとまった資金の短期運用に有利です。 ７日以上 5万円以上

定

期

貯

金

スーパー定期貯金 お預け入れ期間は1か月以上で、確定利回りの定期
貯金です。

１か月以上10年以内 1円以上

大 口 定 期 貯 金 1,000万円以上

変動金利定期貯金 ６か月毎にその時点の金利動向によりお預かり利率
が変動します。

１年、２年、３年 1円以上

期日指定定期貯金
１年複利で高利回りの定期貯金です。１年経過後は
お引き出し自由、また元金の一部お引き出しもでき
ます。

最長３年 1円以上
300万円未満

積
立
定
期
貯
金

エ ン ド レ ス 型
積立期間や満期日を定めずに自由に積立て、将来に
備えてまとまった資金を貯えることができる定期貯
金です。

期間の制限はありませ
ん

1円以上

満 期 型 目標額に合わせて無理なく積立てていただける定期
貯金です。

７か月以上 1円以上

年 金 型
予め受取開始日を定め、積立てた資金を定期的にお
受け取りができる年金タイプの定期貯金です。

積立期間１年以上、据
置期間２か月以上、受
取期間３か月以上

1円以上

財

形

貯

金

一 般 財 形 貯 金 給料からの天引きで、お勤めの方々の財産づくりに
は最適な積立貯金です。

３年以上 1円以上

財 形 住 宅 貯 金
給料からの天引きで、マイホーム資金づくりに最適
です。また、財形年金と合わせて550万円まで非課
税の特典が受けられます。

５年以上

財 形 年 金 貯 金

在職中に退職後のための積立を行い、60歳以降に
２・３か月毎にお受け取りできます。また、財形住
宅と合わせて550万円まで非課税の特典が受けられ
ます。

積立期間５年以上、据
置期間４か月以上５年
以内、受取期間５年以
上20年以内

定 期 積 金 毎回一定のお積立てで、生活設計に合わせ無理のな
い資金づくりができます。

６か月以上10年以内 1,000円以上

譲 渡 性 貯 金
大口の余裕資金を高利回りで運用できます。満期日
前の譲渡も可能です。

７日以上５年以内 1,000万円以上

（２）貯金商品

※ご利用の際には、規定の内容等をご確認いただき、ご不明な点は店頭窓口でお尋ね下さい。

期　　　間 申 込 単 位 発　行　月

新 窓 販 国 債 ２年、５年、10年 ５万円 毎月

個 人 向 け 国 債 ３年、５年、10年 １万円 毎月

（３）各種資産運用商品
国　　債
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投資信託

【つみたてＮＩＳＡ対象ファンド（つみたてＮＩＳＡのみ購入可）】

※投資信託は貯金と異なり貯金保険制度の対象ではありません。
※投資信託は元本及び利息の保証はありません。
※投資した資産の価値の減少を含むリスクは、投資信託をご購入されたお客様に帰属いたします。

信託業務（農中信託銀行の信託契約代理業務）
　農中信託銀行の信託契約代理店として、土地信託・特定贈与信託・公益信託等の信託契約代理業務の取扱いをし
ております。
　なお、当会が行う信託契約代理業務は、契約締結の媒介です。

※各種商品の詳細については、当会窓口でご確認ください。

ファンド名 主な投資対象 主なリスク 申込単位

農林中金〈パートナーズ〉
日 米 ６ 資 産 分 散 フ ァ ン ド

（安定運用コース）
（資産形成コース）

【スイッチング可】

日米の不動産・債券・株式
株価変動リスク、金利変動リスク、信用リスク、為替変
動リスク、カントリーリスク、不動産投信（REIT）の価
格変動リスク、流動性リスク

１万円以上
１円単位

Ｊ Ａ 日 本 債 券 フ ァ ン ド 日本国内の債券 金利変動リスク、信用リスク、流動性リスク

Oneニッポン債券オープン 日系企業が発行する円建ておよ
び外貨建ての債券 金利変動リスク、信用リスク、為替変動リスク

グローバル・インカム・フルコース
（為替リスク軽減型）

（為替ヘッジなし）【スイッチング可】

日本を含む世界各国の債券やそ
れらの派生商品等

金利変動リスク、信用リスク、為替変動リスク、カント
リーリスク、流動性リスク、デリバディブ取引のリスク

H S B C 世 界 資 産 選 抜
（収穫コース：予想分配金提示型）
（育てるコース：資産形成型）

【スイッチング可】

世界の様々な債券・株式等 株価変動リスク、金利変動リスク、信用リスク、為替変
動リスク、カントリーリスク、流動性リスク

DIAM高格付インカム・オープン
（毎月決算コース） 高格付資源国の公社債 金利変動リスク、信用リスク、為替変動リスク

農 中 日 経 2 2 5 オ ー プ ン 日本国内の株式 株価変動リスク、流動性リスク

農林中金〈パートナーズ〉
米国株式　S&P500インデックスファンド 米国の株式 株価変動リスク、為替変動リスク、カントリーリスク、

流動性リスク

農林中金〈パートナーズ〉
米国株式長期厳選ファンド 米国の株式 株価変動リスク、為替変動リスク、カントリーリスク、

流動性リスク

J A 海 外 株 式 フ ァ ン ド 日本を除く世界先進各国の株式 株価変動リスク、為替変動リスク、カントリーリスク、
流動性リスク

農林中金〈パートナーズ〉
J-REITインデックスファンド

（毎月分配型）
不動産投資信託証券（Ｊリート） 不動産投信（REIT）の価格変動リスク、流動性リスク

農林中金〈パートナーズ〉
J-REITインデックスファンド

（年１回決算型）
不動産投資信託債券（Ｊリート） 不動産投信（REIT）の価格変動リスク、流動性リスク

ファンド名 主な投資対象 主なリスク 申込単位

セゾン・バンガード・グローバ
ルバランスファンド 日本・海外の債券・株式 株価変動リスク、金利変動リスク、信用リスク、為替変

動リスク、カントリーリスク、流動性リスク
１万円以上
１千円単位

農林中金〈パートナーズ〉
つみたてNISA日本株式　日経225 日本国内の株式 株価変動リスク、流動性リスク

農林中金〈パートナーズ〉
つみたてNISA米国株式　S＆P500 米国の株式 株価変動リスク、為替変動リスク、カントリーリスク、

流動性リスク

セゾン資産形成の達人ファンド 日本・海外の株式 株価変動リスク、金利変動リスク、信用リスク、為替変
動リスク、カントリーリスク、流動性リスク

※上記ファンドはNISA対象です。
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　農業専門金融機関および地域に根ざした金融機関として、安定的な資金の供給を通じて、地域の農業・経済活動の
活性化に資することを使命としております。

（１）農業金融
　認定農業者、集落営農組織、農産加工組合から兼業農家に至るまで、あらゆる経営体に対する農業生産、農産加
工及びこれらの流通・販売に必要な資金の対応を行っております。
　さらに、県内16ＪＡ・当会に「担い手金融リーダー」及び「農業融資担当者」を設置し、担い手の皆さまの融資・
経営相談にお応えしているほか、関係団体・機関と連携のもと、経営不振農業者の再生支援に努めております。

○農業及び農産加工・流通へのご融資を通じ、地域の振興・発展を応援いたします。

貸出業務

農業バックアップ資金 認定農業者、集落営農組織から兼業農家まで、農業を営む方の設備・運転資金を取扱いしています。

アグリビジネスローン 農業法人等の認定農業者及び集落営農組織が行う地域農業および農村地域の発展に資する前向き
な事業に必要な短期運転資金を取扱いしています。

パートナーズローン 迅速かつ簡便な借入・返済手続きにより、農家組合員の皆さまの農業運転資金・生活資金を取扱
いしています。

農 業 ア シ ス ト 資 金 認定農業者等の農業生産および農産物の加工・流通・販売等に必要な運転資金（当座貸越方式）
を取扱いしています。

ア グ リ パ ワ ー 資 金 地域農業および農村地域の発展に資する再生可能エネルギー利用の取組みに必要な資金を取扱い
しています。

農 業 制 度 融 資 農業近代化資金、農業振興資金、農業経営改善促進資金（スーパーＳ）など各種制度資金融資を
取扱いしています。

アグリパートナーローン 地域農業の核となる大規模農業者に対する運転資金を取扱いしています。

代 理 貸 付 株式会社日本政策金融公庫の業務を受託し、各種資金を取扱いしています。

※各種資金の詳細については、最寄りのＪＡ・当会窓口にご相談下さい。
　なお、アグリパートナーローンについては当会窓口にご相談下さい。
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（２）地域金融

　地元還元・地域貢献を基本に、県内ＪＡ、農業関連団体はもとより、石川県をはじめとした地方公共団体、地元

企業等に対し必要な資金対応を行っております。

　また、地域の皆さまの豊かなくらしづくりを強力にバックアップするため、住宅・マイカー等の各種ローンのほ

か、政府系金融機関等の受託貸付業務を行っております。

ご利用いただける方 お使いみち ご融資金額 ご融資期間 償還方法 保証および担保

住 宅 ロ ー ン
100 ％ 応 援
型、借換応援
型など

満20歳以上
でその他一定
の要件を満た
している方

住 宅 の 新
築、購入、
増改築など
（借換資金
を含む）

5,000万円以
内

35年以内 元金均等償
還、元利均等
償還等

ご融資対象の不動産を担保
に提供していただきます
が、その他の条件はご相談
のうえ決定しています。
なお、保証機関の債務保証
を付保させていただきます。

リフォームローン

住宅の増改
築、改装、
補 修 な ど
（借換資金
を含む）

2,000万円以
内

１年以上
20年以内

元利均等償還 保証機関の債務保証が必要
です。

マイカーローン

満20歳以上
（原則）でそ
の他一定の要
件を満たして
いる方

自家用自動
車の購入、
車検費用な
ど

10万円以上
1,000万円以
内

６か月以上
10年以内

カードローン

生活に必要
とする一切
の資金（負
債整理・事
業資金は除
く）

極度額
10万円以上
500万円以内

契約期間１年
（１年毎に自
動更新）

約定償還

教 育 ロ ー ン

満20歳以上
でその他一定
の要件を満た
している方

入学金、在
学費用など

10万円以上
1,000万円以
内

６か月以上
15年以内

元利均等償還

極度額
10万円以上
700万円以内

約定償還

フリーローン

満18歳以上
でその他一定
の要件を満た
している方

生活に必要
とする一切
の資金（負
債整理・事
業資金は除
く）

10万円以上
300万円以内

６か月以上
７年以下

元利均等償還

代 理 貸 付 住宅資金、進学資金にご利用いただくため、独立行政法人住宅金融支援機構、独立行政法人福祉医療機構、
株式会社日本政策金融公庫などの業務を受託し、各種資金をお取扱いしています。

○豊かな生活を応援いたします。

※各種資金の詳細については当会窓口にご相談下さい。

（　　　　　　）
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〈為替手数料〉 （令和元年７月１日現在）

　全国のＪＡをはじめ、すべての民間金融機関とオンライン提携し、送金・振込・代金取立等の内国為替業務を行っ
ております。
　また、日本銀行歳入復代理店として国庫歳入金の取扱いのほか、石川県収納代理金融機関、金沢市収納代理金融機
関として、石川県および金沢市の公金の取扱いを行っています。

為替業務・その他のサービス業務

〈為替業務・その他サービスのご案内〉

為
　
替
　
業
　
務

内 国 為 替 県内・全国のＪＡはもとより、国内の金融機関等への送金・振込・代金取立等を迅
速かつ安全・確実に行います。

給 与 振 込 給与・ボーナスがお客さまのご指定いただいた貯金口座に自動的に振り込まれます。

自 動 受 取
各種年金、配当金等がお客さまのご指定いただいた貯金口座に自動的に振り込まれ
ますので、その都度お受取りに出かけられる手間が省け、期日忘れのご心配がなく
なるほか、貯金口座に振り込まれた日からお利息がつきますので大変お得です。

自 動 送 金 毎月決まった日に、決まった先に自動的に送金する便利なシステムです。学費の仕
送りや家賃・各種会費などのお支払いにお役に立ちます。

自 動 支 払 電気・電話・ＮＨＫ受信料などの各種公共料金、クレジットカード利用代金などの
月々のお支払いを、ご指定口座から自動的にお支払いたしますので、大変便利です。

Ｊ Ａ ネ ッ ト バ ン ク サ ー ビ ス
窓口やＡＴＭに行かなくても、お手持ちのインターネットの接続されているパソコ
ン・携帯電話からアクセスするだけで、平日・休日を問わず、残高照会や振込・振
替（予約）などの各種サービスがお気軽にご利用できます。

法人JAネ ットバンクサービス

法人・個人事業主様向けのネットバンクサービスで、インターネットに接続できる
パソコンとスマートフォンがあれば、残高照会や振込・振替（予約）のほか、口座
振替データや総合振込・給与振込など、複数件のお振込みデータを１回の操作でま
とめてご依頼できる伝送サービスなどがご利用できます。

代 金 回 収 サ ー ビ ス（IS−NET） 石川県内各金融機関はじめ全国の金融機関の取引口座より売掛代金の回収を行うサ
ービスで、会社等の集金業務の合理化をご支援いたします。

※各種サービスの詳細については、当会窓口でご確認ください。

店　内 ＪＡ宛 他行宛

振
　
　
　
　
込

窓 口 利 用 電 信 ・ 文 書
3万円未満 108円 216円 648円

組戻料
648円

3万円以上 324円 432円 864円

Ａ Ｔ Ｍ 利 用

当会・ＪＡ・ＪＦマリン
バンクのキャッシュカード

3万円未満 無料 108円 432円

3万円以上 無料 324円 648円

そ の 他 の 金 融 機 関 の
キ ャ ッ シ ュ カ ー ド

3万円未満 無料 108円 540円

3万円以上 216円 324円 756円

インターネット
利 用

Ｊ Ａ ネ ッ ト バ ン ク
3万円未満 無料 108円 216円

3万円以上 無料 108円 324円

法人ＪＡネットバンク
3万円未満 無料 108円 432円

3万円以上 無料 324円 648円

定時自動送金 電 信 ・ 文 書
3万円未満 無料 108円 432円

3万円以上 無料 324円 648円

給 与 ・ 賞 与 無料 無料 108円

送　　　　　　　　金 － 432円 648円
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〈代金取立〉

県 内 Ｊ Ａ 宛・ 金 沢 交 換 所 内 216円

不渡手形返却料　648円

取立手形組戻料　648円
県外ＪＡ・県外他行宛

普 通 扱 い 648円

至 急 扱 い 864円

取 立 手 形 店 頭 呈 示 料 648円

カ ー ド 再 発 行

ICキ ャ ッ シ ュ カ ー ド（ 単 体 ） １　枚 1,080円

クレジット一体型ICキャッシュカード １　枚 1,080円

ロ ー ン カ ー ド １　枚 1,080円

通 帳 、 証 書 再 発 行 １枚（冊） 1,080円

Ｊ Ａ ネ ッ ト バ ン ク 利 用 月　額 無　料

法 人 Ｊ Ａ ネ ッ ト バ ン ク 利 用

基 本 機 能 （ 照 会 ・ 振 込 ） 月　額 1,080円

基 本 機 能 ＋ デ ー タ 伝 送 機 能
（総合振込、給与・賞与振込、口座振替） 月　額 3,240円

小 切 手 帳 １冊（50枚） 648円

手 形 帳 １冊（50枚） 648円

自 己 宛 小 切 手 発 行 １　枚 540円

専 用 手 形 用 紙 １　枚 540円

専 用 当 座 口 座 開 設 割賦販売通知書１枚につき 3,240円

残高証明書発行（代理貸付を除く）

個 別 発 行 １　通 540円

継 続 発 行 １　通 432円

監 査 法 人 １　通 1,080円

取 引 履 歴 明 細 発 行 １契約 432円

国 債 保 護 預 り ・ 口 座 管 理 月　額 108円

個 人 情 報 開 示 請 求 １　件 1,080円

〈その他手数料〉 （令和元年７月１日現在）

〈当会ATM設置場所〉

石 川 県 庁 金沢市鞍月1-1

Ｊ Ｒ 金 沢 駅 金沢市木ノ新保7-5-12

農 業 会 館 金沢市古府1-220

イ オ ン 御 経 塚 店 野々市市御経塚2-91

池 田 病 院・ あ ん じ ん 金 沢 野々市市新庄2-30

（令和元年７月１日現在）

（令和元年７月１日現在）
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〈ATM利用手数料〉

ご利用カード お取引
平　　　日 土　　　曜 日・祝日

8:00　　
〜8:45

8:45超　
〜18:00

18:00超　
〜21:00

8:00　　
〜9:00

9:00超　
〜14:00

14:00超　
〜21:00 8:00〜21:00

当会・県内 J Aの
キャッシュカード

出　　金

無料振込出金

入　　金

県 外 J A の
キャッシュカード

出　　金

無料振込出金

入　　金

JFマリンバンクの
キャッシュカード

出　　金
無料

振込出金

北 國 銀 行 の
キャッシュカード

出　　金
無料

振込出金

三 菱 U F J 銀 行 の
キャッシュカード

出　　金 108円 無料 108円 108円 108円

振込出金 216円 108円 216円 216円 216円

ゆ う ち ょ 銀 行 の
キャッシュカード 出　　金 216円 108円 216円 216円 108円 216円 216円

その他提携金融機関の
キャッシュカード

出　　金
216円 108円 216円 216円 216円

振込出金

※年末年始は、日・祝日の取扱いとなります。

（令和元年７月１日現在）

〈他行ATMでのJAバンク石川キャッシュカード利用手数料〉

提携先ATM お取引
平　　　日 土　　　曜 日・祝日

8:00　　
〜8:45

8:45超　
〜18:00

18:00超　
〜21:00

8:00　　
〜9:00

9:00超　
〜14:00

14:00超　
〜21:00 8:00〜21:00

ゆ う ち ょ 銀 行
出　　金 216円 108円 216円 216円 108円 216円 216円

入　　金 108円

セ ブ ン 銀 行
イ ー ネ ッ ト
ロ ー ソ ン Ａ Ｔ Ｍ

出　　金
108円 無料 108円 108円 無料 108円 108円

入　　金

J F マ リ ン バンク
出　　金

無料
振込出金

北 國 銀 行
出　　金

無料
振込出金

三 菱 U F J 銀 行
出　　金 108円 無料 108円 108円 108円

振込出金 216円 108円 216円 216円 216円

その他提携金融機関
出　　金 ・お引出しについては、都銀・地銀・第二地銀・信金・信組などのATMでご利用可能

です。
・ご利用可能時間、手数料は金融機関により異なりますので、詳しくはご利用先の金
融機関にてご確認下さい。振込出金

※全国のJAキャッシュコーナーのご利用は終日無料。

（令和元年７月１日現在）
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	1921	 大正10年	 12月	 石川県信用組合連合会設立
	1943	 昭和18年	 12月	 石川県農業会に改組
	1948	 23年	 8月	 石川県信用農業協同組合連合会設立　金沢市広坂通78番地
	1954	 29年	 4月	 農林漁業金融公庫（現　株式会社日本政策金融公庫）の受託業務取扱開始
	1958	 33年	 6月	 農業会館　金沢市本多町３丁目３番15号に移転
	1962	 37年	 11月	 住宅金融公庫（現　独立行政法人住宅金融支援機構）の業務代理取扱開始
	1964	 39年	 4月	 全国農協貯金者保護制度発足
	1966	 41年	 7月	 内国為替業務取扱開始
	1969	 44年	 4月	 金沢手形交換加盟
	1974	 49年	 3月	 全国農協信用事業相互援助制度発足
	1975	 50年	 7月	 農林中央金庫代理業務、国庫金振込事務取扱開始
	1979	 54年	 2月	 全国銀行内国為替制度加盟
	1980	 55年	 3月	 農業会館　金沢市古府１丁目220番地（現在地）に移転
	　〃　	 55年	 7月	 オンライン稼働
	1983	 58年	 10月	 自動化機器（ＣＤ・ATM）稼働
	1984	 59年	 8月	 農協全銀内為制度加盟
	1985	 60年	 9月	 全国農協貯金ネットサービス稼働
	1986	 61年	 12月	 国債窓販業務取扱開始
	1988	 63年	 8月	 金沢市収納代理金融機関業務取扱開始
	1990	 平成2年	 10月	 サンデーバンキングシステム稼働
	 〃	 2年	 12月	 石川県下農協貯金量　5,000億円達成
	1991	 3年	 2月	 全国ネットサービス（MICS）稼働（業態間ＣＤオン提携）
	1992	 4年	 7月	 IS-NET（地域代金回収）提携業務稼働
	1994	 6年	 10月	 日銀歳入復代理店業務取扱開始
	1995	 7年	 11月	 キャッシュサービスコーナー祝日稼働
	1997	 9年	 6月	 信託代理店業務取扱開始
	1998	 10年	 10月	 「ＪＡバンク」統一呼称導入
	1999	 11年	 4月	 石川県信用保証協会加盟
	 〃	 11年	 10月	 投信窓販業務取扱開始
	2000	 12年	 10月	 デビットカード取扱開始
	2001	 13年	 10月	 郵便貯金との自動化機器利用提携開始
	 〃	 13年	 11月	 ＪＡネットバンク取扱開始
	2002	 14年	 1月	 ＪＡバンク石川県本部設置
	2003	 15年	 4月	 石川県制度資金（中小企業等向）取扱開始
	2004	 16年	 12月	 JAバンク石川貯金量　１兆円達成
	2005	 17年	 3月	 個人向け国債取扱開始
	 〃	 17年	 5月	 系統信用事業新電算システムへ移行
	2007	 19年	 3月	 JAバンク石川県内ネットATM手数料無料化
	2008	 20年	 4月	 JAバンク石川アグリサポート事業開始
	 〃	 20年	 7月	 JAバンク全国ネットATM手数料無料化
	 〃	 20年	 10月	 三菱東京UFJ銀行とのATM相互開放開始
	2009	 21年	 4月	 JAポイントサービス開始
	2011	 23年	 4月	 北國銀行とのATM手数料無料化
	2013	 25年	 11月	 イーネット、ローソンATMとのATM手数料無料化
	2014	 26年	 1月	 NISA（少額投資非課税制度）取扱開始
	 〃	 26年	 10月	 法人JAネットバンク取扱開始
	2015	 27年	 5月	 JAバンクでんさいサービス取扱開始
	 〃	 27年	 10月	 メールオーダーサービス取扱開始
	2016	 28年	 11月	 ＡＴＭ他行・他県キャッシュカード振込業務取扱開始
	 〃	 28年	 11月	 ＡＴＭマルチペイメント収納業務取扱開始
	2018	 30年	 1月	 つみたてＮＩＳＡ取扱開始
	 〃	 30年	 4月	 デビットカードのキャッシュアウトサービスの取扱開始
	2019	 31年	 2月	 JAネットバンクで定期貯金・住宅ローン関連サービスの取扱開始
	 〃	 31年	 3月	 「通帳、家計簿・資産管理アプリ」の提供開始

沿革・歩み
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（単位：百万円） （単位：百万円）

貸借対照表

科　　　目 平成30年度

（ 資 産 の 部 ）

現 金

預 け 金

系 統 預 け 金

系 統 外 預 け 金

金 銭 の 信 託

有 価 証 券

国 債

地 方 債

政 府 保 証 債

金 融 債

社 債

外 国 証 券

株 式

受 益 証 券

投 資 証 券

貸 出 金

手 形 貸 付

証 書 貸 付

当 座 貸 越

金 融 機 関 貸 付

そ の 他 資 産

従 業 員 貸 付 金

差 入 保 証 金

仮 払 金

そ の 他 の 資 産

未 収 収 益

前 払 費 用

未 決 済 為 替 貸

有 形 固 定 資 産

建 物

土 地

その他の有形固定資産

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

その他の無形固定資産

外 部 出 資

系 統 出 資

系 統 外 出 資

子 会 社 等 出 資

債 務 保 証 見 返

貸 倒 引 当 金

資 産 の 部 合 計

科　　　目 平成30年度

（ 負 債 の 部 ）

貯 金

当 座 貯 金

普 通 貯 金

貯 蓄 貯 金

別 段 貯 金

定 期 貯 金

定 期 積 金

譲 渡 性 貯 金

借 用 金

代 理 業 務 勘 定

そ の 他 負 債

貸 付 留 保 金

未 払 法 人 税 等

貯金利子諸税その他

仮 受 金

そ の 他 の 負 債

未 払 費 用

前 受 収 益

未 決 済 為 替 借

諸 引 当 金

相互援助積立金

役員退職慰労引当金

退職給付引当金

賞 与 引 当 金

繰 延 税 金 負 債

債 務 保 証

負 債 の 部 合 計

（ 純 資 産 の 部 ）

出 資 金

（うち後配出資金）

回 転 出 資 金

再 評 価 積 立 金

利 益 剰 余 金

利 益 準 備 金

その他利益剰余金

システム基盤拡充積立金

経営基盤安定化積立金

特 別 積 立 金

当期未処分剰余金

（うち当期剰余金）

会 員 資 本 合 計

その他有価証券評価差額金

評価・換算差額等合計

純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

財務・経営諸指標

1,626

715,046

715,033

12

764

183,655

82,210

41,926

2,065

－

45,919

1,837

3,221

6,372

101

135,316

13

111,107

13,320

10,875

891

18

2

19

61

760

3

25

596

257

312

27

32

27

5

46,499

46,081

377

40

439

△ 459

1,084,408

978,974

11,756

6,041

108

7,304

953,666

97

26,800

3,800

0

1,814

24

131

9

1,004

116

491

1

33

1,784

1,547

34

169

34

2,567

439

1,016,180

　

33,047

（ 15,579）

－

0

28,261

17,370

10,891

800

800

6,316

2,974

（ 2,093）

61,309

6,918

6,918

68,227

1,084,408

1,646

685,295

685,283

11

800

191,044

84,985

42,089

2,070

2,503

44,767

4,858

3,753

5,930

86

138,259

13

108,254

13,304

16,687

924

22

2

6

61

799

5

27

596

275

312

9

9

4

5

38,153

37,735

377

40

408

△ 682

1,056,456

938,801

12,583

5,826

104

7,221

912,970

95

42,000

17,379

1

692

－

120

8

10

0

530

1

21

1,780

1,509

26

206

37

2,521

408

1,003,584

　

17,468

（　　　－）

716

0

27,858

16,970

10,888

800

800

6,316

2,971

（ 1,964）

46,044

6,827

6,827

52,871

1,056,456

平成29年度 平成29年度
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（単位：百万円） （単位：百万円）

貸借対照表

科　　　目 平成30年度

（ 資 産 の 部 ）

現 金

預 け 金

系 統 預 け 金

系 統 外 預 け 金

金 銭 の 信 託

有 価 証 券

国 債

地 方 債

政 府 保 証 債

金 融 債

社 債

外 国 証 券

株 式

受 益 証 券

投 資 証 券

貸 出 金

手 形 貸 付

証 書 貸 付

当 座 貸 越

金 融 機 関 貸 付

そ の 他 資 産

従 業 員 貸 付 金

差 入 保 証 金

仮 払 金

そ の 他 の 資 産

未 収 収 益

前 払 費 用

未 決 済 為 替 貸

有 形 固 定 資 産

建 物

土 地

その他の有形固定資産

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

その他の無形固定資産

外 部 出 資

系 統 出 資

系 統 外 出 資

子 会 社 等 出 資

債 務 保 証 見 返

貸 倒 引 当 金

資 産 の 部 合 計

科　　　目 平成30年度

（ 負 債 の 部 ）

貯 金

当 座 貯 金

普 通 貯 金

貯 蓄 貯 金

別 段 貯 金

定 期 貯 金

定 期 積 金

譲 渡 性 貯 金

借 用 金

代 理 業 務 勘 定

そ の 他 負 債

貸 付 留 保 金

未 払 法 人 税 等

貯金利子諸税その他

仮 受 金

そ の 他 の 負 債

未 払 費 用

前 受 収 益

未 決 済 為 替 借

諸 引 当 金

相互援助積立金

役員退職慰労引当金

退職給付引当金

賞 与 引 当 金

繰 延 税 金 負 債

債 務 保 証

負 債 の 部 合 計

（ 純 資 産 の 部 ）

出 資 金

（うち後配出資金）

回 転 出 資 金

再 評 価 積 立 金

利 益 剰 余 金

利 益 準 備 金

その他利益剰余金

システム基盤拡充積立金

経営基盤安定化積立金

特 別 積 立 金

当期未処分剰余金

（うち当期剰余金）

会 員 資 本 合 計

その他有価証券評価差額金

評価・換算差額等合計

純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

財務・経営諸指標

1,626

715,046

715,033

12

764

183,655

82,210

41,926

2,065

－

45,919

1,837

3,221

6,372

101

135,316

13

111,107

13,320

10,875

891

18

2

19

61

760

3

25

596

257

312

27

32

27

5

46,499

46,081

377

40

439

△ 459

1,084,408

978,974

11,756

6,041

108

7,304

953,666

97

26,800

3,800

0

1,814

24

131

9

1,004

116

491

1

33

1,784

1,547

34

169

34

2,567

439

1,016,180

　

33,047

（ 15,579）

－

0

28,261

17,370

10,891

800

800

6,316

2,974

（ 2,093）

61,309

6,918

6,918

68,227

1,084,408

1,646

685,295

685,283

11

800

191,044

84,985

42,089

2,070

2,503

44,767

4,858

3,753

5,930

86

138,259

13

108,254

13,304

16,687

924

22

2

6

61

799

5

27

596

275

312

9

9

4

5

38,153

37,735

377

40

408

△ 682

1,056,456

938,801

12,583

5,826

104

7,221

912,970

95

42,000

17,379

1

692

－

120

8

10

0

530

1

21

1,780

1,509

26

206

37

2,521

408

1,003,584

　

17,468

（　　　－）

716

0

27,858

16,970

10,888

800

800

6,316

2,971

（ 1,964）

46,044

6,827

6,827

52,871

1,056,456

平成29年度 平成29年度

科　　　目 科　　　目平成30年度 平成30年度

当期未処分剰余金

剰 余 金 処 分 額

利 益 準 備 金

出 資 配 当 金

普通出資に対する配当金

後配出資に対する配当金

事業分量配当金

次期繰越剰余金

（単位：百万円）（単位：百万円）

損益計算書 剰余金処分計算書

経 常 収 益
資 金 運 用 収 益
貸 出 金 利 息
預 金 利 息
有価証券利息配当金
その他受入利息
（うち受取奨励金）
（うち受取特別配当金）
役 務 取 引 等 収 益
受入為替手数料
その他の受入手数料
その他の役務取引等収益
そ の 他 事 業 収 益
受 取 助 成 金
国債等債券売却益
その他の事業収益
そ の 他 経 常 収 益
貸倒引当金戻入益
株 式 等 売 却 益
金銭の信託運用益
その他の経常収益
経 常 費 用
資 金 調 達 費 用
貯 金 利 息
譲渡性貯金利息
借 用 金 利 息
その他支払利息
（うち支払奨励金）
役 務 取 引 等 費 用
支払為替手数料
その他の支払手数料
その他の役務取引等費用
経 費
人 件 費
物 件 費
税 金
そ の 他 経 常 費 用
相互援助積立金繰入額
金銭の信託運用損
その他の経常費用
経 常 利 益
特 別 利 益
その他の特別利益
特 別 損 失
固定資産処分損
その他の特別損失
税 引 前 当 期 利 益
法人税、住民税及び事業税
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
当 期 剰 余 金
前 期 繰 越 剰 余 金
当期未処分剰余金

（注）１．平成30年度の配当率
普通出資金　年2.00％
後配出資金　年1.00％
事業分量配当金の分配基準　年0.150％
（事業分量配当金は信用事業を行う会員ＪＡの定期貯
金ネット平均残高に対する配当です。）

２．平成29年度の配当率
普通出資金　年2.00％
事業分量配当金の分配基準　年0.150％
（事業分量配当金は信用事業を行う会員ＪＡの定期貯
金ネット平均残高に対する配当です。）

8,880
7,419
1,627
77

1,590
4,123

（ 3,705）
（ 417）

60
29
30
0

692
4

403
285
707
222
473
0
11

6,562
4,936
172
9

153
4,601

（ 4,601）
13
8
4
0

1,540
682
813
44
72
37
34
0

2,317
－
－
0
0
－

2,317
212
10
223
2,093
880
2,974

2,974

2,184

420

352

349

2

1,412

789

8,739
7,271
1,729
94

1,596
3,851

（ 3,441）
（ 409）

53
28
24
0

637
5

346
285
776
72
574
119
9

6,550
4,911
229
0

155
4,525

（ 4,525）
23
8
14
0

1,579
631
890
57
36
36
－
0

2,188
7
7
26
0
26

2,169
205

△ 0
204
1,964
1,007
2,971

2,971

2,091

400

349

349

－

1,341

880

平成29年度平成29年度

1．

2.

3.

⑴

⑵

⑶
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キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

科目 平成30年度

事業活動によるキャッシュ・フロー

税 引 前 当 期 利 益

減 価 償 却 費

貸倒引当金の増減額（△は減少）

退職給付引当金の増減額（△は減少）

その他の引当金・積立金の増減額（△は減少）

資 金 運 用 収 益

資 金 調 達 費 用

有 価 証 券 関 係 損 益 （ △ は 益 ）

金銭の信託の運用損益（△は益）

固 定 資 産 処 分 損 益 （ △ は 益 ）

貸 出 金 の 純 増 （ △ ） 減

預 け 金 の 純 増 （ △ ） 減

貯 金 の 純 増 減 （ △ ）

借 用 金 の 純 増 減 （ △ ）

事 業 分 量 配 当 金 の 支 払 額

そ の 他

資 金 運 用 に よ る 収 入

資 金 調 達 に よ る 支 出

小 計

法 人 税 等 の 支 払 額

事業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

有 価 証 券 の 取 得 に よ る 支 出

有 価 証 券 の 売 却 に よ る 収 入

有 価 証 券 の 償 還 に よ る 収 入

金 銭 の 信 託 の 増 加 に よ る 支 出

金 銭 の 信 託 の 減 少 に よ る 収 入

固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出

固 定 資 産 の 売 却 に よ る 収 入

外 部 出 資 の 増 加 に よ る 支 出

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

劣後特約付借入金の減少による支出

出 資 の 増 額 に よ る 収 入

出 資 配 当 金 の 支 払 額

回 転 出 資 金 の 払 出 に よ る 支 出

財務活動によるキャッシュ・フロー

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 加 額

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 末 残 高

１

２

３

４

５

６

2,317

34

△ 222

△ 37

41

△ 7,419

4,936

△ 852

34

0

2,943

△ 50,000

24,973

2,000

△ 1,341

1,074

7,460

△ 4,962

△ 19,021

△ 201

△ 19,223

 

△ 10,553

12,755

6,218

－ 

1

△ 57

－ 

△ 8,346

19

 

△ 15,579

15,579

△ 349

△ 716

△ 1,065

△ 20,269

46,926

26,657

2,169

27

△ 72

△ 9

43

△ 7,271

4,911

△ 896

△ 119

0

219

△ 60,000

49,211

1,500

△ 1,256

△ 92

7,290

△ 4,917

△ 9,264

△ 194

△ 9,459

 

△ 23,899

9,130

8,517

△ 1

119

△ 185

112

－

△ 6,206

－

－

△ 349

△ 695

△ 1,044

△ 16,710

63,637

46,926

平成29年度
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キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

科目 平成30年度

事業活動によるキャッシュ・フロー

税 引 前 当 期 利 益

減 価 償 却 費

貸倒引当金の増減額（△は減少）

退職給付引当金の増減額（△は減少）

その他の引当金・積立金の増減額（△は減少）

資 金 運 用 収 益

資 金 調 達 費 用

有 価 証 券 関 係 損 益 （ △ は 益 ）

金銭の信託の運用損益（△は益）

固 定 資 産 処 分 損 益 （ △ は 益 ）

貸 出 金 の 純 増 （ △ ） 減

預 け 金 の 純 増 （ △ ） 減

貯 金 の 純 増 減 （ △ ）

借 用 金 の 純 増 減 （ △ ）

事 業 分 量 配 当 金 の 支 払 額

そ の 他

資 金 運 用 に よ る 収 入

資 金 調 達 に よ る 支 出

小 計

法 人 税 等 の 支 払 額

事業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

有 価 証 券 の 取 得 に よ る 支 出

有 価 証 券 の 売 却 に よ る 収 入

有 価 証 券 の 償 還 に よ る 収 入

金 銭 の 信 託 の 増 加 に よ る 支 出

金 銭 の 信 託 の 減 少 に よ る 収 入

固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出

固 定 資 産 の 売 却 に よ る 収 入

外 部 出 資 の 増 加 に よ る 支 出

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

劣後特約付借入金の減少による支出

出 資 の 増 額 に よ る 収 入

出 資 配 当 金 の 支 払 額

回 転 出 資 金 の 払 出 に よ る 支 出

財務活動によるキャッシュ・フロー

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 加 額

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 末 残 高

１

２

３

４

５

６

2,317

34

△ 222

△ 37

41

△ 7,419

4,936

△ 852

34

0

2,943

△ 50,000

24,973

2,000

△ 1,341

1,074

7,460

△ 4,962

△ 19,021

△ 201

△ 19,223

 

△ 10,553

12,755

6,218

－ 

1

△ 57

－ 

△ 8,346

19

 

△ 15,579

15,579

△ 349

△ 716

△ 1,065

△ 20,269

46,926

26,657

2,169

27

△ 72

△ 9

43

△ 7,271

4,911

△ 896

△ 119

0

219

△ 60,000

49,211

1,500

△ 1,256

△ 92

7,290

△ 4,917

△ 9,264

△ 194

△ 9,459

 

△ 23,899

9,130

8,517

△ 1

119

△ 185

112

－

△ 6,206

－

－

△ 349

△ 695

△ 1,044

△ 16,710

63,637

46,926

平成29年度
１．重要な会計方針に関する事項

⑴　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
⑵　有価証券（外部出資勘定の株式を含む）の評価基準及び評価方法は、有価証券の保有目的区分ごとに次のとおり行っております。
　・売買目的有価証券・・・・・時価法（売却原価は移動平均法により算定）
　・満期保有目的の債券・・・・定額法による償却原価法（売却原価は移動平均法により算定）
　・子会社・子法人等株式・・・原価法（売却原価は移動平均法により算定）
　・その他有価証券
　　　時価のあるもの・・・原則として決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）
　　　時価を把握することが極めて困難と認められるもの
　　　　　　　　　　・・・原価法（売却原価は移動平均法により算定）
　　なお、取得価額と券面金額との差額のうち金利調整と認められる部分については償却原価法による取得価額の修正を行っております。
⑶　金銭の信託（合同運用を除く。）において信託財産を構成している有価証券の評価基準及び評価方法は、上記⑵の有価証券と同様の方法によっており、信
託の契約単位ごとに当年度末の信託財産構成物である資産及び負債の評価額の合計額をもって貸借対照表に計上しております。
⑷　有形固定資産の減価償却は、定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに平成28年４月１日以降に取得した建
物附属設備及び構築物については定額法）を採用し、資産から直接減額して計上しております。
　　また、主な耐用年数は次のとおりであります。
　　建　物　　　15年～ 50年
　　その他　　　５年～ 15年
⑸　無形固定資産の減価償却は、定額法により償却しております。そのうち自社利用ソフトウェアについては、当会における利用可能期間（５年）に基づいて
償却しております。
⑹　引当金の計上方法
　①　貸倒引当金
　貸倒引当金は、「資産の償却・引当基準」に則り、次のとおり計上しております。
　正常先債権及び要注意先債権（要管理債権を含む。）に相当する債権については、一定の種類ごとに分類し、貸倒実績率等に基づき算定した額を計上し
ております。破綻懸念先債権に相当する債権については、債権額から担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち必要
と認める額を計上しております。破綻先債権及び実質破綻先債権に相当する債権については、債権額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能
見込額を控除した残額を計上しております。
　すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、資産査定部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産監査部署が査定結果を監査しております。

　②　賞与引当金
　賞与引当金は、職員への賞与の支払に備えるため、職員に対する賞与の支給見込額のうち、当年度に帰属する額を計上しております。

　③　退職給付引当金
　退職給付引当金は、職員の退職給付に備えるため、当年度末における職員の自己都合退職の場合の要支給額を基礎として計上しております｡

　④　役員退職慰労引当金
　役員退職慰労引当金は、役員の退任給与の支給に備えるため、「役員退職慰労金支給規程」に基づき、当年度末要支給見積額を計上しております。

⑺　消費税等の会計処理
　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２．貸借対照表に関する事項

⑴　有形固定資産の減価償却累計額は、843百万円であります。
⑵　有形固定資産の圧縮記帳額は、271百万円であります。
⑶　担保に供している資産は次のとおりであります。
　　債務に対応し担保に供している資産はありません。
　　為替決済、公金取扱等の取引の担保として、預け金120,011百万円を差し入れております。
　　なお、その他の資産には、保証金２百万円が含まれております。
⑷　子会社等に対する金銭債務の総額は851百万円です。
⑸　貸出金のうち、破綻先債権はありません。延滞債権額は725百万円であります。
　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものと
して未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政令第
97号）第96条第１項第３号イからホまでに掲げる事由又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金であります。
　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以
外の貸出金であります。
⑹　貸出金のうち、３か月以上延滞債権はありません。
　なお、３か月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３か月以上遅延している貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないもの
であります。
⑺　貸出金のうち、貸出条件緩和債権は１百万円であります。
　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払い猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の
債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３か月以上延滞債権に該当しないものであります。
⑻　破綻先債権額、延滞債権額、３か月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は726百万円であります。
　なお、⑸から⑻に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額です。
⑼　当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規定された条件について違反がない限
り、一定の限度額まで資金を貸付けることを約する契約であります。これらの契約に係る融資未実行残高は、32,686百万円であります。
⑽　貸出金には、他の債権よりも債務の履行が後順位である旨の特約が付された劣後特約付貸出金16,687百万円が含まれております。
⑾　借用金には、他の債務よりも債務の履行が後順位である旨の特約が付された劣後特約付借入金15,579百万円が含まれております。

３．損益計算書に関する事項

⑴　子会社等との取引による収益総額　	 0百万円
　　　うち事業取引高	 0百万円
⑵　子会社等との取引による費用総額　	 36百万円
　　　うち事業取引高	 36百万円

平成29年度　注記表



38

４．金融商品に関する事項

⑴　金融商品の状況に関する事項
　①　金融商品に対する取組方針
　当会は、石川県を事業区域として、地元のＪＡ等が会員となって運営されている相互扶助型の農業専門金融機関であり、地域経済の活性化に資する地域
金融機関であります。
　ＪＡは、農家組合員や地域から預かった貯金を原資に、農家組合員や地域へ貸付け、その残りを当会が預かる仕組みとなっております。
　当会では、これを原資として、資金を必要とするＪＡや農業に関連する企業・団体及び、県内の地場企業や団体、地方公共団体などに貸付を行っております。
　また、残った資金は農林中央金庫に預け入れるほか、国債や地方債等の債券、投資信託、株式等の有価証券による運用を行っております。

　②　金融商品の内容及びそのリスク
　当会が保有する金融資産は、主として県内の取引先に対する貸出金及び有価証券であります。
　貸出金は、顧客の契約不履行によってもたらされる信用リスクに晒されており、経済環境等の状況変化により、契約条件に従った債務履行がなされない
可能性があります。
　有価証券は、主に株式、債券、投資信託であり、満期保有目的、純投資目的（その他目的）で保有しており、それぞれ発行体の信用リスク及び金利変動
リスク、市場価格変動リスクに晒されております。
　借用金には、自己資本増強の一環として、会員である地元ＪＡから借り入れた永久劣後特約付借入金があります。
　劣後特約付借入金は、債務返済の履行が他の債務よりも後順位である旨の特約が付された無担保・無保証の借入金であり、自己資本比率の算出において
適格旧資本調達手段として経過措置により自己資本への計上が認められているものですが、その分劣後特約が付されていない借入金よりも高い金利設定と
なっております。

　③　金融商品に係るリスク管理体制
　　ａ　信用リスクの管理

　当会は、リスクマネジメント基本方針及び信用リスクに関する管理諸規程に従い、貸出金の信用リスク管理については、個別案件ごとの与信審査、与
信限度額、信用情報管理、内部格付、保証や担保の設定、問題債権への対応など与信管理に関する体制を整備し運営しております。
　これらの与信管理は、各営業部門のほか審査部門により行われ、また、定期的に経営陣によるリスク管理委員会や理事会を開催し、報告を行っており
ます。さらに、与信管理の状況については、リスク管理部門がチェックしております。
　有価証券の発行体の信用リスクに関しては、リスク管理部門において、信用情報や時価の把握を定期的に行うことで管理しております。

　　ｂ　市場リスクの管理
　　　⒜　金利リスクの管理

　当会は、ＡＬＭによって金利の変動リスクを管理しております。
　リスク管理委員会及びＡＬＭ委員会において決定された方針に基づき、実施状況の把握・確認、今後の対応等の協議を行っております。

　　　⒝　価格変動リスクの管理
　有価証券を含む投資商品の保有については、リスク管理委員会の方針に基づき、理事会の監督の下、余裕金運用規程に従い行われております。
　運用にあたっては、運用限度額を設定し、継続的なモニタリングを通じて、価格変動リスクの軽減を図っております。
　総務部で管理している外部出資の多くは、業務上事業推進目的で保有しているものであり、取引先の市場環境や財務状況などをモニタリングしてお
ります。
　これらの情報はリスク管理部門を通じ、リスク管理委員会において定期的に報告されております。

　　　⒞　市場リスクに係る定量的情報
　当会で保有している金融商品はすべてトレーディング目的以外の金融商品であります。当会において、主要なリスク変数である金利リスクの影響を
受ける主たる金融商品は、「預け金」、「貸出金」、「有価証券」のその他有価証券に分類される債券、「貯金」、「借用金」であります。
　当会では、これらの金融資産及び金融負債について、期末後１年程度の金利の合理的な予想変動幅を用いた経済価値の変動額を、金利の変動リスク
の管理にあたっての定量的分析に利用しております。
　金利以外のすべてのリスク変数が一定であると仮定し、当年度末現在、指標となる金利が0.10％上昇したものと想定した場合には、経済価値が1,661
百万円減少するものと把握しております。
　当該変動額は、金利を除くリスク変数が一定の場合を前提としており、金利とその他のリスク変数の相関を考慮しておりません。
　また、金利の合理的な予想変動幅を超える変動が生じた場合には、算定額を超える影響が生じる可能性があります。

　　ｃ　資金調達に係る流動性リスクの管理
　当会は、ＡＬＭを通じて、適時に資金管理を行うほか、市場環境を考慮した長短の調達バランス調整などによって、流動性リスクを管理しております。

　④　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価（時価に代わるものを含む）には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額（これに準ずる価額
を含む）が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なる場合
もあります。

⑵　金融商品の時価等に関する事項
　①　金融商品の貸借対照表計上額及び時価等
　当年度末における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとおりであります。
　なお、時価の把握が困難なものについては、次表には含めず③に記載しております。

　　（注）１．貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。	
　　　　 ２．貸出金には､ 貸借対照表上のその他資産に計上している従業員貸付金22百万円を含めております。
　　　　 ３．貯金には、貸借対照表上の譲渡性貯金42,000百万円を含めております。

　②　金融商品の時価の算定方法
　　【資産】
　　ａ　預け金

　満期のない預け金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。満期のある預け金については、期間に基づ

(単位:百万円)
貸借対照表計上額 時　　価 差　　額

預 け 金 685,295 685,155 △ 140
金銭の信託
　運用目的の金銭の信託 800 800 −
有価証券
　その他有価証券 191,044 191,044 −
貸 出 金 138,281
　貸倒引当金 682
　貸倒引当金控除後 137,599 139,399 1,799

資　産　計 1,014,739 1,016,398 1,659
貯　　金 980,801 980,618 △ 182
借 用 金 17,379 17,374 △ 4

負　債　計 998,180 997,993 △ 187
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４．金融商品に関する事項

⑴　金融商品の状況に関する事項
　①　金融商品に対する取組方針

　当会は、石川県を事業区域として、地元のＪＡ等が会員となって運営されている相互扶助型の農業専門金融機関であり、地域経済の活性化に資する地域
金融機関であります。
　ＪＡは、農家組合員や地域から預かった貯金を原資に、農家組合員や地域へ貸付け、その残りを当会が預かる仕組みとなっております。
　当会では、これを原資として、資金を必要とするＪＡや農業に関連する企業・団体及び、県内の地場企業や団体、地方公共団体などに貸付を行っております。
　また、残った資金は農林中央金庫に預け入れるほか、国債や地方債等の債券、投資信託、株式等の有価証券による運用を行っております。

　②　金融商品の内容及びそのリスク
　当会が保有する金融資産は、主として県内の取引先に対する貸出金及び有価証券であります。
　貸出金は、顧客の契約不履行によってもたらされる信用リスクに晒されており、経済環境等の状況変化により、契約条件に従った債務履行がなされない
可能性があります。
　有価証券は、主に株式、債券、投資信託であり、満期保有目的、純投資目的（その他目的）で保有しており、それぞれ発行体の信用リスク及び金利変動
リスク、市場価格変動リスクに晒されております。
　借用金には、自己資本増強の一環として、会員である地元ＪＡから借り入れた永久劣後特約付借入金があります。
　劣後特約付借入金は、債務返済の履行が他の債務よりも後順位である旨の特約が付された無担保・無保証の借入金であり、自己資本比率の算出において
適格旧資本調達手段として経過措置により自己資本への計上が認められているものですが、その分劣後特約が付されていない借入金よりも高い金利設定と
なっております。

　③　金融商品に係るリスク管理体制
　　ａ　信用リスクの管理

　当会は、リスクマネジメント基本方針及び信用リスクに関する管理諸規程に従い、貸出金の信用リスク管理については、個別案件ごとの与信審査、与
信限度額、信用情報管理、内部格付、保証や担保の設定、問題債権への対応など与信管理に関する体制を整備し運営しております。
　これらの与信管理は、各営業部門のほか審査部門により行われ、また、定期的に経営陣によるリスク管理委員会や理事会を開催し、報告を行っており
ます。さらに、与信管理の状況については、リスク管理部門がチェックしております。
　有価証券の発行体の信用リスクに関しては、リスク管理部門において、信用情報や時価の把握を定期的に行うことで管理しております。

　　ｂ　市場リスクの管理
　　　⒜　金利リスクの管理

　当会は、ＡＬＭによって金利の変動リスクを管理しております。
　リスク管理委員会及びＡＬＭ委員会において決定された方針に基づき、実施状況の把握・確認、今後の対応等の協議を行っております。

　　　⒝　価格変動リスクの管理
　有価証券を含む投資商品の保有については、リスク管理委員会の方針に基づき、理事会の監督の下、余裕金運用規程に従い行われております。
　運用にあたっては、運用限度額を設定し、継続的なモニタリングを通じて、価格変動リスクの軽減を図っております。
　総務部で管理している外部出資の多くは、業務上事業推進目的で保有しているものであり、取引先の市場環境や財務状況などをモニタリングしてお
ります。
　これらの情報はリスク管理部門を通じ、リスク管理委員会において定期的に報告されております。

　　　⒞　市場リスクに係る定量的情報
　当会で保有している金融商品はすべてトレーディング目的以外の金融商品であります。当会において、主要なリスク変数である金利リスクの影響を
受ける主たる金融商品は、「預け金」、「貸出金」、「有価証券」のその他有価証券に分類される債券、「貯金」、「借用金」であります。
　当会では、これらの金融資産及び金融負債について、期末後１年程度の金利の合理的な予想変動幅を用いた経済価値の変動額を、金利の変動リスク
の管理にあたっての定量的分析に利用しております。
　金利以外のすべてのリスク変数が一定であると仮定し、当年度末現在、指標となる金利が0.10％上昇したものと想定した場合には、経済価値が1,661
百万円減少するものと把握しております。
　当該変動額は、金利を除くリスク変数が一定の場合を前提としており、金利とその他のリスク変数の相関を考慮しておりません。
　また、金利の合理的な予想変動幅を超える変動が生じた場合には、算定額を超える影響が生じる可能性があります。

　　ｃ　資金調達に係る流動性リスクの管理
　当会は、ＡＬＭを通じて、適時に資金管理を行うほか、市場環境を考慮した長短の調達バランス調整などによって、流動性リスクを管理しております。

　④　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価（時価に代わるものを含む）には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額（これに準ずる価額
を含む）が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なる場合
もあります。

⑵　金融商品の時価等に関する事項
　①　金融商品の貸借対照表計上額及び時価等

　当年度末における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとおりであります。
　なお、時価の把握が困難なものについては、次表には含めず③に記載しております。

　　（注）１．貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。	
　　　　 ２．貸出金には､ 貸借対照表上のその他資産に計上している従業員貸付金22百万円を含めております。
　　　　 ３．貯金には、貸借対照表上の譲渡性貯金42,000百万円を含めております。

　②　金融商品の時価の算定方法
　　【資産】
　　ａ　預け金

　満期のない預け金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。満期のある預け金については、期間に基づ

(単位:百万円)
貸借対照表計上額 時　　価 差　　額

預 け 金 685,295 685,155 △ 140
金銭の信託
　運用目的の金銭の信託 800 800 −
有価証券
　その他有価証券 191,044 191,044 −
貸 出 金 138,281
　貸倒引当金 682
　貸倒引当金控除後 137,599 139,399 1,799

資　産　計 1,014,739 1,016,398 1,659
貯　　金 980,801 980,618 △ 182
借 用 金 17,379 17,374 △ 4

負　債　計 998,180 997,993 △ 187

く区分ごとに、元利金の合計額をリスクフリーレートである円Libor・スワップレートで割り引いた現在価値を時価に代わる金額として算定しておりま
す。

　　ｂ　金銭の信託
　信託財産を構成している有価証券の時価は、下記ｃと同様の方法により評価しております。

　　ｃ　有価証券
　株式は取引所の価格、債券は取引所の価格又は取引金融機関等から提示された価格によっております。また、投資信託については、公表されている基
準価格によっております。

　　ｄ　貸出金
　貸出金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、貸出先の信用状態が実行後大きく異なっていない限り、時価は帳簿価額と
近似していることから当該帳簿価額から貸倒引当金を控除した額を時価に代わる金額として算定しております。
　一方、固定金利によるものは、貸出金の種類、期間に基づく区分ごとに、元利金の合計額をリスクフリーレートである円Libor・スワップレートで割
り引き、貸倒引当金を控除して時価に代わる金額として算定しております。
　また、延滞債権・期限の利益を喪失した債権等について帳簿価額から貸倒引当金を控除した額を時価に代わる金額としております。

　　【負債】
　　ａ　貯金

　要求払貯金については、決算日に要求された場合の支払額(帳簿価額)を時価とみなしております。また、定期性貯金の時価は、期間に基づく区分ごと
に、元利金の合計額をリスクフリーレートである円Libor・スワップレートで割り引いた現在価値を時価に代わる金額として算定しております。

　　ｂ　借用金
　借用金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、当会の信用状態は実行後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額
と近似していると考えられるため、当該帳簿価額によっております。
　固定金利によるものは、一定の期間ごとに区分した当該借用金の元利金の合計額をリスクフリーレートである円Libor・スワップレートで割り引いた
現在価値を時価に代わる金額として算定しております。

　③　時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は次のとおりであり、これらは①の金融商品の時価情報には含まれておりません。
　　　　　　　　　　　　　貸借対照表計上額
　　　　外部出資　　　　　　38,153百万円
　　　（注）外部出資は、市場価格のある株式以外のものであり、時価を把握することが極めて困難と認められるため、時価開示の対象としておりません。
　④　金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

　　　（注）１．貸出金のうち、当座貸越（融資型を除く）73百万円については「１年以内」に含めております。
　　　　　 ２．貸出金のうち、３か月以上延滞債権・期限の利益を喪失した債権等635百万円は償還の予定が見込まれないため、含めておりません。

　⑤　借用金及びその他の有利子負債の決算日後の返済予定額

　　　（注）１．貯金のうち、要求払貯金については「１年以内」に含めております。
　　　　　 ２．借用金のうち、期限のない劣後特約付借入金15,579百万円については、「５年超」に含めております。

５．有価証券に関する事項 

⑴　有価証券の時価及び評価差額等に関する事項は次のとおりであります。
　①　売買目的有価証券
　　　売買目的有価証券はありません。
　②　満期保有目的の債券
　　　満期保有目的の債券はありません。
　③　その他有価証券
　その他有価証券において、種類ごとの取得原価、貸借対照表計上額及びこれらの差額については、次のとおりであります。

　　（注）上記差額合計から繰延税金負債2,615百万円を差し引いた金額6,827百万円を「その他有価証券評価差額金」に計上しております。

1年以内 1年超2年以内 2年超3年以内 3年超4年以内 4年超5年以内 5年超
預 け 金 685,295百万円 −百万円 −百万円 −百万円 −百万円 −百万円
有価証券
　その他有価証券のう
　ち満期があるもの

6,200　　　 2,192　　　 3,483　　　 27,993　　　 30,593　　　 104,768　　　

　貸 出 金 26,722　　　 19,612　　　 13,674　　　 20,145　　　 11,385　　　 46,084　　　
合　　計 718,217　　　 21,804　　　 17,157　　　 48,139　　　 41,978　　　 150,853　　　

1年以内 1年超2年以内 2年超3年以内 3年超4年以内 4年超5年以内 5年超
貯　　　金 938,464百万円 213百万円 100百万円 2百万円 14百万円 5百万円
譲渡性貯金 42,000　　　 −　　　 −　　　 −　　　 −　　　 −　　　
借　用　金 −　　　 100　　　 200　　　 1,500　　　 −　　　 15,579　　　

合　　計 980,464　　　 313　　　 300　　　 1,502　　　 14　　　 15,584　　　

種類
貸借対照表
計上額

取得原価 差　額

貸借対照表計
上額が取得原
価を超えるも
の

株式 3,423百万円 2,463百万円 960百万円
債券
　国債 79,546　　　 73,534　　　 6,011　　　
　地方債 42,089　　　 40,683　　　 1,406　　　
　社債 42,578　　　 41,426　　　 1,151　　　
　その他 8,932　　　 8,819　　　 113　　　
その他 1,451　　　 1,362　　　 89　　　

小　計 178,023　　　 168,289　　　 9,733　　　

貸借対照表計
上額が取得原
価を超えない
もの

株式 329百万円 381百万円 △ 52百万円
債券
　国債 5,438　　　 5,521　　　 △ 83　　　
　社債 2,188　　　 2,205　　　 △ 17　　　
　その他 499　　　 500　　　 △ 0　　　
その他 4,564　　　 4,701　　　 △ 137　　　

小　計 13,021　　　 13,311　　　 △ 290　　　
合　計 191,044　　　 181,601　　　 9,443　　　
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⑵　当年度中に売却したその他有価証券は次のとおりであります。

６．金銭の信託に関する事項

　　金銭の信託の保有目的区分は次のとおりであります。
　　　運用目的の金銭の信託
　　　　貸借対照表計上額　　　　800百万円

７．退職給付に関する事項

⑴　退職給付
　①　採用している退職給付制度の概要
　当会では、確定給付型の制度として、確定給付企業年金制度（積立型制度）および退職一時金制度（非積立型制度）を設けております。確定給付企業年
金制度では、給与と勤務期間に基づいた一時金または年金を支給しております。退職給付一時金制度では、退職給付として、給与と勤務期間に基づいた一
時金を支給しております。
　当会が有する確定給付企業年金制度および退職一時金制度は、簡便法により退職給付引当金および退職給付費用を計算しております。

　②　確定給付制度
　　ａ　退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表
　　　　　　期首における退職給付引当金	 216百万円
　　　　　　退職給付費用	 43百万円
　　　　　　退職給付の支払額	 △ 0百万円
　　　　　　制度への拠出額	 △ 54百万円
　　　　　　その他	 2百万円
　　　　　　期末における退職給付引当金	 206百万円
　　ｂ　退職給付債務および年金資産と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表
　　　　　　積立型制度の退職給付債務	 1,146百万円
　　　　　　年金資産	 △1,082百万円
	 63百万円
　　　　　　非積立型制度の退職給付債務	 142百万円
　　　　　　貸借対照表に計上された負債と資産の純額	 206百万円
　　　　　　退職給付引当金	 206百万円
　　　　　　貸借対照表に計上された負債と資産の純額	 206百万円
　　ｃ　退職給付に関連する損益
　　　　　　簡便法で計算した退職給付費用	 43百万円
⑵　人件費には、厚生年金保険制度及び農林漁業団体職員共済組合制度の統合を図るための農林漁業団体職員共済組合法等を廃止する等の法律附則第57条の
規定に基づき、旧農林共済組合（存続組合）が行う特例年金給付等の業務に要する費用に充てるため拠出した特例業務負担金を含めて計上しております。
　なお、当年度において存続組合に対して拠出した特例業務負担金の額は、７百万円となっています。
　また、存続組合より示された平成30年３月現在における平成44年３月までの特例業務負担金の将来見込額は、100百万円となっております。

８．税効果会計に関する事項 

⑴　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生原因別の主な内訳等
　　　　繰延税金資産
　　　　　　相互援助積立金計上額	 418百万円
　　　　　　退職給付引当金超過額	 57百万円
　　　　　　貸倒引当金超過額	 6百万円
　　　　　　貸出金未収利息不計上額	 91百万円
　　　　　　未払事業税	 12百万円
　　　　　　賞与引当金超過額	 10百万円
　　　　　　減価償却超過額	 6百万円
　　　　　　その他	 19百万円
　　　　繰延税金資産小計	 622百万円
　　　　評価性引当額	 △ 528百万円
　　　　繰延税金資産合計（Ａ）	 94百万円
　　　　繰延税金負債
　　　　　　その他有価証券評価差額金	 △2,615百万円
　　　　繰延税金負債合計（Ｂ）	 △2,615百万円
　　　　　繰延税金負債の純額（Ａ）＋（Ｂ）	 △2,521百万円
⑵　法定実効税率と法人税等負担率との差異の主な原因
　　　　法定実効税率	 27.70％
　　　　（調整）	
　　　　　　事業分量配当金	 △17.13％
　　　　　　受取配当金等永久に益金に算入されない項目	 △ 2.07％
　　　　　　交際費等永久に損金に算入されない項目	 0.20％
　　　　　　評価性引当額の増減	 0.52％
　　　　　　そ　の　他	 0.22％
　　　　税効果会計適用後の法人税等の負担率	 9.43％

売却額 売却益 売却損
株　式 818百万円 345百万円 −百万円
債　券 6,857百万円 346百万円 −百万円
その他 1,122百万円 229百万円 −百万円
合　計 8,797百万円 921百万円 −百万円
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⑵　当年度中に売却したその他有価証券は次のとおりであります。

６．金銭の信託に関する事項

　　金銭の信託の保有目的区分は次のとおりであります。
　　　運用目的の金銭の信託
　　　　貸借対照表計上額　　　　800百万円

７．退職給付に関する事項

⑴　退職給付
　①　採用している退職給付制度の概要

　当会では、確定給付型の制度として、確定給付企業年金制度（積立型制度）および退職一時金制度（非積立型制度）を設けております。確定給付企業年
金制度では、給与と勤務期間に基づいた一時金または年金を支給しております。退職給付一時金制度では、退職給付として、給与と勤務期間に基づいた一
時金を支給しております。
　当会が有する確定給付企業年金制度および退職一時金制度は、簡便法により退職給付引当金および退職給付費用を計算しております。

　②　確定給付制度
　　ａ　退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表
　　　　　　期首における退職給付引当金	 216百万円
　　　　　　退職給付費用	 43百万円
　　　　　　退職給付の支払額	 △ 0百万円
　　　　　　制度への拠出額	 △ 54百万円
　　　　　　その他	 2百万円
　　　　　　期末における退職給付引当金	 206百万円
　　ｂ　退職給付債務および年金資産と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表
　　　　　　積立型制度の退職給付債務	 1,146百万円
　　　　　　年金資産	 △1,082百万円
	 63百万円
　　　　　　非積立型制度の退職給付債務	 142百万円
　　　　　　貸借対照表に計上された負債と資産の純額	 206百万円
　　　　　　退職給付引当金	 206百万円
　　　　　　貸借対照表に計上された負債と資産の純額	 206百万円
　　ｃ　退職給付に関連する損益
　　　　　　簡便法で計算した退職給付費用	 43百万円
⑵　人件費には、厚生年金保険制度及び農林漁業団体職員共済組合制度の統合を図るための農林漁業団体職員共済組合法等を廃止する等の法律附則第57条の
規定に基づき、旧農林共済組合（存続組合）が行う特例年金給付等の業務に要する費用に充てるため拠出した特例業務負担金を含めて計上しております。
　なお、当年度において存続組合に対して拠出した特例業務負担金の額は、７百万円となっています。
　また、存続組合より示された平成30年３月現在における平成44年３月までの特例業務負担金の将来見込額は、100百万円となっております。

８．税効果会計に関する事項 

⑴　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生原因別の主な内訳等
　　　　繰延税金資産
　　　　　　相互援助積立金計上額	 418百万円
　　　　　　退職給付引当金超過額	 57百万円
　　　　　　貸倒引当金超過額	 6百万円
　　　　　　貸出金未収利息不計上額	 91百万円
　　　　　　未払事業税	 12百万円
　　　　　　賞与引当金超過額	 10百万円
　　　　　　減価償却超過額	 6百万円
　　　　　　その他	 19百万円
　　　　繰延税金資産小計	 622百万円
　　　　評価性引当額	 △ 528百万円
　　　　繰延税金資産合計（Ａ）	 94百万円
　　　　繰延税金負債
　　　　　　その他有価証券評価差額金	 △2,615百万円
　　　　繰延税金負債合計（Ｂ）	 △2,615百万円
　　　　　繰延税金負債の純額（Ａ）＋（Ｂ）	 △2,521百万円
⑵　法定実効税率と法人税等負担率との差異の主な原因
　　　　法定実効税率	 27.70％
　　　　（調整）	
　　　　　　事業分量配当金	 △17.13％
　　　　　　受取配当金等永久に益金に算入されない項目	 △ 2.07％
　　　　　　交際費等永久に損金に算入されない項目	 0.20％
　　　　　　評価性引当額の増減	 0.52％
　　　　　　そ　の　他	 0.22％
　　　　税効果会計適用後の法人税等の負担率	 9.43％

売却額 売却益 売却損
株　式 818百万円 345百万円 −百万円
債　券 6,857百万円 346百万円 −百万円
その他 1,122百万円 229百万円 −百万円
合　計 8,797百万円 921百万円 −百万円

９．キャッシュ・フロー計算書に関する事項

　キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）の範囲は、貸借対照表上の「現金」並びに「預け金」中の当座預け金、普通預け金及び通知
預け金であります。
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１．重要な会計方針に関する事項

⑴　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
⑵　有価証券（外部出資勘定の株式を含む）の評価基準及び評価方法は、有価証券の保有目的区分ごとに次のとおり行っております。
　・売買目的有価証券・・・・時価法（売却原価は移動平均法により算定）
　・満期保有目的の債券・・・定額法による償却原価法（売却原価は移動平均法により算定）
　・子会社・子法人等株式及び関連法人等株式・・・原価法（売却原価は移動平均法により算定）
　・その他有価証券
　　　時価のあるもの・・・原則として決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）
　　　時価を把握することが極めて困難と認められるもの
　　　　　　　　　　・・・原価法（売却原価は移動平均法により算定）
　　なお、取得価額と券面金額との差額のうち金利調整と認められる部分については償却原価法による取得価額の修正を行っております。
⑶　金銭の信託（合同運用を除く。）において信託財産を構成している有価証券の評価基準及び評価方法は、上記⑵の有価証券と同様の方法によっており、信
託の契約単位ごとに当年度末の信託財産構成物である資産及び負債の評価額の合計額をもって貸借対照表に計上しております。
⑷　有形固定資産の減価償却は、定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに平成28年４月１日以降に取得した建
物附属設備及び構築物については定額法）を採用し、資産から直接減額して計上しております。
　　また、主な耐用年数は次のとおりであります。
　　建　物　　　15年～ 50年
　　その他　　　５年～ 15年
⑸　無形固定資産の減価償却は、定額法により償却しております。そのうち自社利用ソフトウェアについては、当会における利用可能期間（５年）に基づいて
償却しております。
⑹　引当金の計上方法
　①　貸倒引当金
　貸倒引当金は、「資産の償却・引当基準」に則り、次のとおり計上しております。
　正常先債権及び要注意先債権（要管理債権を含む。）に相当する債権については、一定の種類ごとに分類し、貸倒実績率等に基づき算定した額を計上し
ております。破綻懸念先債権に相当する債権については、債権額から担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち必要
と認める額を計上しております。破綻先債権及び実質破綻先債権に相当する債権については、債権額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能
見込額を控除した残額を計上しております。
　すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、資産査定部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産監査部署が査定結果を監査しております。

　②　賞与引当金
　賞与引当金は、職員への賞与の支払に備えるため、職員に対する賞与の支給見込額のうち、当年度に帰属する額を計上しております。

　③　退職給付引当金
　退職給付引当金は、職員の退職給付に備えるため、当年度末における職員の自己都合退職の場合の要支給額を基礎として計上しております｡

　④　役員退職慰労引当金
　役員退職慰労引当金は、役員の退任給与の支給に備えるため、「役員退職慰労金支給規程」に基づき、当年度末要支給見積額を計上しております。

⑺　消費税等の会計処理
　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

［追加情報］
　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当事業年度から適用しています。

２．貸借対照表に関する事項

⑴　有形固定資産の減価償却累計額は、843百万円であります。
⑵　有形固定資産の圧縮記帳額は、271百万円であります。
⑶　担保に供している資産は次のとおりであります。
　　債務に対応し担保に供している資産はありません。
　　為替決済、公金取扱等の取引の担保として、預け金120,011百万円を差し入れております。
　　なお、その他の資産には、保証金２百万円が含まれております。
⑷　子会社等に対する金銭債務の総額は861百万円です。
⑸　貸出金のうち、破綻先債権はありません。延滞債権額は462百万円であります。
　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものと
して未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政令第
97号）第96条第１項第３号イからホまでに掲げる事由又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金であります。
　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以
外の貸出金であります。
⑹　貸出金のうち、３か月以上延滞債権はありません。
　なお、３か月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３か月以上遅延している貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないもの
であります。
⑺　貸出金のうち、貸出条件緩和債権は１百万円であります。
　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払い猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の
債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３か月以上延滞債権に該当しないものであります。
⑻　破綻先債権額、延滞債権額、３か月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は463百万円であります。
　なお、⑸から⑻に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額です。
⑼　当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規定された条件について違反がない限
り、一定の限度額まで資金を貸付けることを約する契約であります。これらの契約に係る融資未実行残高は、35,534百万円であります。
⑽　貸出金には、他の債権よりも債務の履行が後順位である旨の特約が付された劣後特約付貸出金10,875百万円が含まれております。

３．損益計算書に関する事項

⑴　子会社等との取引による収益総額　	 0百万円
　　　うち事業取引高	 0百万円
⑵　子会社等との取引による費用総額　	 28百万円
　　　うち事業取引高	 28百万円

平成30年度　注記表
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１．重要な会計方針に関する事項

⑴　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
⑵　有価証券（外部出資勘定の株式を含む）の評価基準及び評価方法は、有価証券の保有目的区分ごとに次のとおり行っております。
　・売買目的有価証券・・・・時価法（売却原価は移動平均法により算定）
　・満期保有目的の債券・・・定額法による償却原価法（売却原価は移動平均法により算定）
　・子会社・子法人等株式及び関連法人等株式・・・原価法（売却原価は移動平均法により算定）
　・その他有価証券
　　　時価のあるもの・・・原則として決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）
　　　時価を把握することが極めて困難と認められるもの
　　　　　　　　　　・・・原価法（売却原価は移動平均法により算定）
　　なお、取得価額と券面金額との差額のうち金利調整と認められる部分については償却原価法による取得価額の修正を行っております。
⑶　金銭の信託（合同運用を除く。）において信託財産を構成している有価証券の評価基準及び評価方法は、上記⑵の有価証券と同様の方法によっており、信
託の契約単位ごとに当年度末の信託財産構成物である資産及び負債の評価額の合計額をもって貸借対照表に計上しております。
⑷　有形固定資産の減価償却は、定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに平成28年４月１日以降に取得した建
物附属設備及び構築物については定額法）を採用し、資産から直接減額して計上しております。
　　また、主な耐用年数は次のとおりであります。
　　建　物　　　15年～ 50年
　　その他　　　５年～ 15年
⑸　無形固定資産の減価償却は、定額法により償却しております。そのうち自社利用ソフトウェアについては、当会における利用可能期間（５年）に基づいて
償却しております。
⑹　引当金の計上方法
　①　貸倒引当金

　貸倒引当金は、「資産の償却・引当基準」に則り、次のとおり計上しております。
　正常先債権及び要注意先債権（要管理債権を含む。）に相当する債権については、一定の種類ごとに分類し、貸倒実績率等に基づき算定した額を計上し
ております。破綻懸念先債権に相当する債権については、債権額から担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち必要
と認める額を計上しております。破綻先債権及び実質破綻先債権に相当する債権については、債権額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能
見込額を控除した残額を計上しております。
　すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、資産査定部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産監査部署が査定結果を監査しております。

　②　賞与引当金
　賞与引当金は、職員への賞与の支払に備えるため、職員に対する賞与の支給見込額のうち、当年度に帰属する額を計上しております。

　③　退職給付引当金
　退職給付引当金は、職員の退職給付に備えるため、当年度末における職員の自己都合退職の場合の要支給額を基礎として計上しております｡

　④　役員退職慰労引当金
　役員退職慰労引当金は、役員の退任給与の支給に備えるため、「役員退職慰労金支給規程」に基づき、当年度末要支給見積額を計上しております。

⑺　消費税等の会計処理
　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

［追加情報］
　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当事業年度から適用しています。

２．貸借対照表に関する事項

⑴　有形固定資産の減価償却累計額は、843百万円であります。
⑵　有形固定資産の圧縮記帳額は、271百万円であります。
⑶　担保に供している資産は次のとおりであります。
　　債務に対応し担保に供している資産はありません。
　　為替決済、公金取扱等の取引の担保として、預け金120,011百万円を差し入れております。
　　なお、その他の資産には、保証金２百万円が含まれております。
⑷　子会社等に対する金銭債務の総額は861百万円です。
⑸　貸出金のうち、破綻先債権はありません。延滞債権額は462百万円であります。
　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものと
して未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政令第
97号）第96条第１項第３号イからホまでに掲げる事由又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金であります。
　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以
外の貸出金であります。
⑹　貸出金のうち、３か月以上延滞債権はありません。
　なお、３か月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３か月以上遅延している貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないもの
であります。
⑺　貸出金のうち、貸出条件緩和債権は１百万円であります。
　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払い猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の
債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３か月以上延滞債権に該当しないものであります。
⑻　破綻先債権額、延滞債権額、３か月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は463百万円であります。
　なお、⑸から⑻に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額です。
⑼　当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規定された条件について違反がない限
り、一定の限度額まで資金を貸付けることを約する契約であります。これらの契約に係る融資未実行残高は、35,534百万円であります。
⑽　貸出金には、他の債権よりも債務の履行が後順位である旨の特約が付された劣後特約付貸出金10,875百万円が含まれております。

３．損益計算書に関する事項

⑴　子会社等との取引による収益総額　	 0百万円
　　　うち事業取引高	 0百万円
⑵　子会社等との取引による費用総額　	 28百万円
　　　うち事業取引高	 28百万円

平成30年度　注記表
４．金融商品に関する事項

⑴　金融商品の状況に関する事項
　①　金融商品に対する取組方針
　当会は、石川県を事業区域として、地元のＪＡ等が会員となって運営されている相互扶助型の農業専門金融機関であり、地域経済の活性化に資する地域
金融機関であります。
　ＪＡは、農家組合員や地域から預かった貯金を原資に、農家組合員や地域へ貸付け、その残りを当会が預かる仕組みとなっております。
　当会では、これを原資として、資金を必要とするＪＡや農業に関連する企業・団体及び、県内の地場企業や団体、地方公共団体などに貸付を行っております。
　また、残った資金は農林中央金庫に預け入れるほか、国債や地方債等の債券、投資信託、株式等の有価証券による運用を行っております。

　②　金融商品の内容及びそのリスク
　当会が保有する金融資産は、主として県内の取引先に対する貸出金及び有価証券であります。
　貸出金は、顧客の契約不履行によってもたらされる信用リスクに晒されており、経済環境等の状況変化により、契約条件に従った債務履行がなされない
可能性があります。
　有価証券は、主に株式、債券、投資信託であり、純投資目的（その他目的）で保有しており、それぞれ発行体の信用リスク及び金利変動リスク、市場価
格変動リスクに晒されております。

　③　金融商品に係るリスク管理体制
　　ａ　信用リスクの管理

　当会は、リスクマネジメント基本方針及び信用リスクに関する管理諸規程に従い、貸出金の信用リスク管理については、個別案件ごとの与信審査、与
信限度額、信用情報管理、内部格付、保証や担保の設定、問題債権への対応など与信管理に関する体制を整備し運営しております。
　これらの与信管理は、各営業部門のほか審査部門により行われ、また、定期的に経営陣によるリスク管理委員会や理事会を開催し、報告を行っており
ます。さらに、与信管理の状況については、リスク管理部門がチェックしております。
　有価証券の発行体の信用リスクに関しては、リスク管理部門において、信用情報や時価の把握を定期的に行うことで管理しております。

　　ｂ　市場リスクの管理
　　　⒜　金利リスクの管理

　当会は、ＡＬＭによって金利の変動リスクを管理しております。
　リスク管理委員会及びＡＬＭ委員会において決定された方針に基づき、実施状況の把握・確認、今後の対応等の協議を行っております。

　　　⒝　価格変動リスクの管理
　有価証券を含む投資商品の保有については、リスク管理委員会の方針に基づき、理事会の監督の下、余裕金運用規程に従い行われております。
　運用にあたっては、運用限度額を設定し、継続的なモニタリングを通じて、価格変動リスクの軽減を図っております。
　総務部で管理している外部出資の多くは、業務上事業推進目的で保有しているものであり、取引先の市場環境や財務状況などをモニタリングしてお
ります。
　これらの情報はリスク管理部門を通じ、リスク管理委員会において定期的に報告されております。

　　　⒞　市場リスクに係る定量的情報
　当会で保有している金融商品はすべてトレーディング目的以外の金融商品であります。当会において、主要なリスク変数である金利リスクの影響を
受ける主たる金融商品は、「預け金」、「貸出金」、「有価証券」のその他有価証券に分類される債券、「貯金」、「借用金」であります。
　当会では、これらの金融資産及び金融負債について、期末後１年程度の金利の合理的な予想変動幅を用いた経済価値の変動額を、金利の変動リスク
の管理にあたっての定量的分析に利用しております。
　金利以外のすべてのリスク変数が一定であると仮定し、当年度末現在、指標となる金利が0.10％上昇したものと想定した場合には、経済価値が1,510
百万円減少するものと把握しております。
　当該変動額は、金利を除くリスク変数が一定の場合を前提としており、金利とその他のリスク変数の相関を考慮しておりません。
　また、金利の合理的な予想変動幅を超える変動が生じた場合には、算定額を超える影響が生じる可能性があります。

　　ｃ　資金調達に係る流動性リスクの管理
　当会は、ＡＬＭを通じて、適時に資金管理を行うほか、市場環境を考慮した長短の調達バランス調整などによって、流動性リスクを管理しております。

　④　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価（時価に代わるものを含む）には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額（これに準ずる価額
を含む）が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なる場合
もあります。

⑵　金融商品の時価等に関する事項
　①　金融商品の貸借対照表計上額及び時価等
　　　当年度末における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとおりであります。
　　　なお、時価の把握が困難なものについては、次表には含めず③に記載しております。

　　（注）１．貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。
　　　　 ２．貸出金には､ 貸借対照表上のその他資産に計上している従業員貸付金18百万円を含めております。
　　　　 ３．貯金には、貸借対照表上の譲渡性貯金26,800百万円を含めております。

　②　金融商品の時価の算定方法
　　【資産】
　　ａ　預け金

　満期のない預け金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。満期のある預け金については、期間に基づ
く区分ごとに、元利金の合計額をリスクフリーレートである円Libor・スワップレートで割り引いた現在価値を時価に代わる金額として算定しておりま
す。

　　ｂ　金銭の信託
　　　　信託財産を構成している有価証券の時価は、下記ｃと同様の方法により評価しております。

(単位:百万円)
貸借対照表計上額 時　　価 差　　額

預 け 金 715,046 715,076 30
金銭の信託
　運用目的の金銭の信託 764 764 −
有価証券
　その他有価証券 183,655 183,655 −
貸 出 金 135,334
　貸倒引当金 459
　貸倒引当金控除後 134,874 136,579 1,704

資　産　計 1,034,340 1,036,075 1,735
貯　　金 1,005,774 1,005,830 55
借 用 金 3,800 3,800 −

負　債　計 1,009,574 1,009,630 55
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　　ｃ　有価証券
　株式は取引所の価格、債券は取引所の価格又は取引金融機関等から提示された価格によっております。また、投資信託については、公表されている基
準価格によっております。

　　ｄ　貸出金
　貸出金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、貸出先の信用状態が実行後大きく異なっていない限り、時価は帳簿価額と
近似していることから当該帳簿価額から貸倒引当金を控除した額を時価に代わる金額として算定しております。
　一方、固定金利によるものは、貸出金の種類、期間に基づく区分ごとに、元利金の合計額をリスクフリーレートである円Libor・スワップレートで割
り引き、貸倒引当金を控除して時価に代わる金額として算定しております。
　また、延滞債権・期限の利益を喪失した債権等について帳簿価額から貸倒引当金を控除した額を時価に代わる金額としております。

　　【負債】
　　ａ　貯金

　要求払貯金については、決算日に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時価とみなしております。また、定期性貯金の時価は、期間に基づく区分ご
とに、元利金の合計額をリスクフリーレートである円Libor・スワップレートで割り引いた現在価値を時価に代わる金額として算定しております。

　　ｂ　借用金
　借用金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、当会の信用状態は実行後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額
と近似していると考えられるため、当該帳簿価額によっております。
　固定金利によるものは、一定の期間ごとに区分した当該借用金の元利金の合計額をリスクフリーレートである円Libor・スワップレートで割り引いた
現在価値を時価に代わる金額として算定しております。

　③　時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は次のとおりであり、これらは①の金融商品の時価情報には含まれておりません。
　　　　　　　　　　　　　貸借対照表計上額
　　　　外部出資　　　　　　46,499百万円
　　（注）外部出資は、市場価格のある株式以外のものであり、時価を把握することが極めて困難と認められるため、時価開示の対象としておりません。
　④　金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

　　　　（注）１．貸出金のうち、貸借対照表上の当座貸越（融資型を除く）20百万円については ｢１年以内｣ に含めております。また、期限のない劣後特約付
貸出金10,875百万円については、「５年超」に含めております。

　　　　　 ２．貸出金のうち、３か月以上延滞債権・期限の利益を喪失した債権等412百万円は償還の予定が見込まれないため、含めておりません。

　⑤　借用金及びその他の有利子負債の決算日後の返済予定額

　　　（注）１．貯金のうち、要求払貯金については「１年以内」に含めております。

５．有価証券に関する事項

⑴　有価証券の時価及び評価差額等に関する事項は次のとおりであります。
　①　売買目的有価証券
　　　売買目的有価証券はありません。
　②　満期保有目的の債券
　　　満期保有目的の債券はありません。
　③　その他有価証券
　　　その他有価証券において、種類ごとの貸借対照表計上額、取得原価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

　　（注）上記差額合計から繰延税金負債2,650百万円を差し引いた金額6,918百万円を「その他有価証券評価差額金」に計上しております。

1年以内 1年超2年以内 2年超3年以内 3年超4年以内 4年超5年以内 5年超
預 け 金 715,046百万円 −百万円 −百万円 −百万円 −百万円 −百万円
有価証券
　その他有価証券のう
　ち満期があるもの

1,800　　　 3,487　　　 28,020　　　 30,589　　　 19,517　　　 84,091　　　

　貸 出 金 33,593　　　 14,282　　　 20,857　　　 14,804　　　 17,521　　　 33,843　　　
合　　計 750,439　　　 17,770　　　 48,877　　　 45,394　　　 37,039　　　 117,935　　　

1年以内 1年超2年以内 2年超3年以内 3年超4年以内 4年超5年以内 5年超
貯　　　金 978,396百万円 335百万円 117百万円 17百万円 91百万円 16百万円
譲渡性貯金 26,800　　　 −　　　 −　　　 −　　　 −　　　 −　　　
借　用　金 −　　　 200　　　 1,400　　　 2,200　　　 −　　　 −　　　

合　　計 1,005,196　　　 535　　　 1,517　　　 2,217　　　 91　　　 16　　　

種類
貸借対照表
計上額

取得原価 差　額

貸借対照表計
上額が取得原
価を超えるも
の

株式 2,150百万円 1,685百万円 464百万円
債券
　国債 80,222　　　 73,442　　　 6,780　　　
　地方債 41,926　　　 40,686　　　 1,240　　　
　社債 45,415　　　 44,320　　　 1,094　　　
　その他 3,603　　　 3,513　　　 89　　　
その他 3,460　　　 3,315　　　 144　　　

小　計 176,778　　　 166,964　　　 9,814　　　

貸借対照表計
上額が取得原
価を超えない
もの

株式 1,070百万円 1,203百万円 △ 132百万円
債券
　国債 1,987　　　 1,991　　　 △ 3　　　
　社債 504　　　 505　　　 △ 0　　　
　その他 299　　　 300　　　 △ 0　　　
その他 3,014　　　 3,121　　　 △ 106　　　

小　計 6,876　　　 7,121　　　 △ 245　　　
合　計 183,655　　　 174,086　　　 9,568　　　
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　　ｃ　有価証券
　株式は取引所の価格、債券は取引所の価格又は取引金融機関等から提示された価格によっております。また、投資信託については、公表されている基
準価格によっております。

　　ｄ　貸出金
　貸出金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、貸出先の信用状態が実行後大きく異なっていない限り、時価は帳簿価額と
近似していることから当該帳簿価額から貸倒引当金を控除した額を時価に代わる金額として算定しております。
　一方、固定金利によるものは、貸出金の種類、期間に基づく区分ごとに、元利金の合計額をリスクフリーレートである円Libor・スワップレートで割
り引き、貸倒引当金を控除して時価に代わる金額として算定しております。
　また、延滞債権・期限の利益を喪失した債権等について帳簿価額から貸倒引当金を控除した額を時価に代わる金額としております。

　　【負債】
　　ａ　貯金

　要求払貯金については、決算日に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時価とみなしております。また、定期性貯金の時価は、期間に基づく区分ご
とに、元利金の合計額をリスクフリーレートである円Libor・スワップレートで割り引いた現在価値を時価に代わる金額として算定しております。

　　ｂ　借用金
　借用金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、当会の信用状態は実行後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額
と近似していると考えられるため、当該帳簿価額によっております。
　固定金利によるものは、一定の期間ごとに区分した当該借用金の元利金の合計額をリスクフリーレートである円Libor・スワップレートで割り引いた
現在価値を時価に代わる金額として算定しております。

　③　時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は次のとおりであり、これらは①の金融商品の時価情報には含まれておりません。
　　　　　　　　　　　　　貸借対照表計上額
　　　　外部出資　　　　　　46,499百万円
　　（注）外部出資は、市場価格のある株式以外のものであり、時価を把握することが極めて困難と認められるため、時価開示の対象としておりません。
　④　金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

　　　　（注）１．貸出金のうち、貸借対照表上の当座貸越（融資型を除く）20百万円については ｢１年以内｣ に含めております。また、期限のない劣後特約付
貸出金10,875百万円については、「５年超」に含めております。

　　　　　 ２．貸出金のうち、３か月以上延滞債権・期限の利益を喪失した債権等412百万円は償還の予定が見込まれないため、含めておりません。

　⑤　借用金及びその他の有利子負債の決算日後の返済予定額

　　　（注）１．貯金のうち、要求払貯金については「１年以内」に含めております。

５．有価証券に関する事項

⑴　有価証券の時価及び評価差額等に関する事項は次のとおりであります。
　①　売買目的有価証券
　　　売買目的有価証券はありません。
　②　満期保有目的の債券
　　　満期保有目的の債券はありません。
　③　その他有価証券
　　　その他有価証券において、種類ごとの貸借対照表計上額、取得原価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

　　（注）上記差額合計から繰延税金負債2,650百万円を差し引いた金額6,918百万円を「その他有価証券評価差額金」に計上しております。

1年以内 1年超2年以内 2年超3年以内 3年超4年以内 4年超5年以内 5年超
預 け 金 715,046百万円 −百万円 −百万円 −百万円 −百万円 −百万円
有価証券
　その他有価証券のう
　ち満期があるもの

1,800　　　 3,487　　　 28,020　　　 30,589　　　 19,517　　　 84,091　　　

　貸 出 金 33,593　　　 14,282　　　 20,857　　　 14,804　　　 17,521　　　 33,843　　　
合　　計 750,439　　　 17,770　　　 48,877　　　 45,394　　　 37,039　　　 117,935　　　

1年以内 1年超2年以内 2年超3年以内 3年超4年以内 4年超5年以内 5年超
貯　　　金 978,396百万円 335百万円 117百万円 17百万円 91百万円 16百万円
譲渡性貯金 26,800　　　 −　　　 −　　　 −　　　 −　　　 −　　　
借　用　金 −　　　 200　　　 1,400　　　 2,200　　　 −　　　 −　　　

合　　計 1,005,196　　　 535　　　 1,517　　　 2,217　　　 91　　　 16　　　

種類
貸借対照表
計上額

取得原価 差　額

貸借対照表計
上額が取得原
価を超えるも
の

株式 2,150百万円 1,685百万円 464百万円
債券
　国債 80,222　　　 73,442　　　 6,780　　　
　地方債 41,926　　　 40,686　　　 1,240　　　
　社債 45,415　　　 44,320　　　 1,094　　　
　その他 3,603　　　 3,513　　　 89　　　
その他 3,460　　　 3,315　　　 144　　　

小　計 176,778　　　 166,964　　　 9,814　　　

貸借対照表計
上額が取得原
価を超えない
もの

株式 1,070百万円 1,203百万円 △ 132百万円
債券
　国債 1,987　　　 1,991　　　 △ 3　　　
　社債 504　　　 505　　　 △ 0　　　
　その他 299　　　 300　　　 △ 0　　　
その他 3,014　　　 3,121　　　 △ 106　　　

小　計 6,876　　　 7,121　　　 △ 245　　　
合　計 183,655　　　 174,086　　　 9,568　　　

⑵　当年度中に売却したその他有価証券は次のとおりであります。

６．金銭の信託に関する事項

　　金銭の信託の保有目的区分は次のとおりであります。
　　　運用目的の金銭の信託
　　　　貸借対照表計上額	 764百万円
　　　　当年度の損益に含まれた評価差額	 △ 33百万円

７．退職給付に関する事項

⑴　退職給付
　①　採用している退職給付制度の概要
　当会では、確定給付型の制度として、確定給付企業年金制度（積立型制度）および退職一時金制度（非積立型制度）を設けております。確定給付企業年
金制度では、給与と勤務期間に基づいた一時金または年金を支給しております。退職給付一時金制度では、退職給付として、給与と勤務期間に基づいた一
時金を支給しております。
　当会が有する確定給付企業年金制度および退職一時金制度は、簡便法により退職給付引当金および退職給付費用を計算しております。

　②　確定給付制度
　　ａ　退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表
　　　　　　期首における退職給付引当金	 206百万円
　　　　　　退職給付費用	 88百万円
　　　　　　退職給付の支払額	 △ 72百万円
　　　　　　制度への拠出額	 △ 55百万円
　　　　　　その他	 2百万円
　　　　　　期末における退職給付引当金	 169百万円
　　ｂ　退職給付債務および年金資産と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表
　　　　　　積立型制度の退職給付債務	 1,175百万円
　　　　　　年金資産	 △1,081百万円
	 94百万円
　　　　　　非積立型制度の退職給付債務　	 75百万円
　　　　　　貸借対照表に計上された負債と資産の純額	 169百万円
　　　　　　退職給付引当金	 169百万円
　　　　　　貸借対照表に計上された負債と資産の純額	 169百万円
　　ｃ　退職給付に関連する損益
　　　　　　簡便法で計算した退職給付費用	 91百万円
⑵　人件費には、厚生年金保険制度及び農林漁業団体職員共済組合制度の統合を図るための農林漁業団体職員共済組合法等を廃止する等の法律附則第57条の
規定に基づき、旧農林共済組合（存続組合）が行う特例年金給付等の業務に要する費用に充てるため拠出した特例業務負担金を含めて計上しております。
　なお、当年度において存続組合に対して拠出した特例業務負担金の額は、７百万円となっています。
　また、存続組合より示された平成31年３月現在における令和14年３月までの特例業務負担金の将来見込額は、94百万円となっております。

８．税効果会計に関する事項

⑴　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生原因別の主な内訳等
　　　　繰延税金資産
　　　　　　相互援助積立金計上額	 428百万円
　　　　　　退職給付引当金超過額	 46百万円
　　　　　　貸出金未収利息不計上額	 93百万円
　　　　　　未払事業税	 13百万円
　　　　　　賞与引当金超過額	 9百万円
　　　　　　減価償却超過額	 6百万円
　　　　　　その他	 23百万円
　　　　繰延税金資産小計	 621百万円
　　　　評価性引当額	 △ 537百万円
　　　　繰延税金資産合計（Ａ）	 83百万円
　　　　繰延税金負債	
　　　　　　その他有価証券評価差額金	 △2,650百万円
　　　　繰延税金負債合計（Ｂ）	 △2,650百万円
　　　　繰延税金負債の純額（Ａ）＋（Ｂ）	 △2,567百万円

⑵　法定実効税率と法人税等負担率との差異の主な原因
　　　　法定実効税率	 27.70％
　　　　（調整）	
　　　　　　事業分量配当金	 　　　△16.88％
　　　　　　受取配当金等永久に益金に算入されない項目	　　△ 1.96％
　　　　　　交際費等永久に損金に算入されない項目	 　　0.17％
　　　　　　評価性引当額の増減	 　　0.40％
　　　　　　そ　の　他	 0.22％
　　　　税効果会計適用後の法人税等の負担率	 9.65％

売却額 売却益 売却損
株　式 1,103百万円 425百万円 −百万円
債　券 10,926百万円 403百万円 −百万円
その他 553百万円 47百万円 −百万円
合　計 12,583百万円 876百万円 −百万円
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９．キャッシュ・フロー計算書に関する事項

　キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）の範囲は、貸借対照表上の「現金」並びに「預け金」中の当座預け金、普通預け金及び通知
預け金であります。
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９．キャッシュ・フロー計算書に関する事項

　キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）の範囲は、貸借対照表上の「現金」並びに「預け金」中の当座預け金、普通預け金及び通知
預け金であります。

財務諸表の適正性等に係る確認

確　　認　　書

（１）私は、平成30年４月１日から平成31年３月31日までの事業年度にかかるディスクロージャー誌に記

載した内容のうち、財務諸表作成に関するすべての重要な点において関係諸法令に準拠して適正に表

示されていることを確認しました。

（２）当該確認を行うにあたり、財務諸表が適正に作成される以下の体制が整備され、有効に機能してい

ることを確認しました。

①業務分掌と所管部署が明確化され、各部署が適切に業務を遂行する体制が整備されております。

②業務の実施部署から独立した内部監査部門が内部管理体制の適切性・有効性を検証しており、重要

な事項については理事会等に適切に報告されております。

③重要な経営情報については、理事会等へ適切に付議・報告されております。

令和元年７月１日　　　　　　　　　　　　

石川県信用農業協同組合連合会　　　　　　

代表理事理事長　中　塚　　誠　　　

（注）財務諸表とは、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分計算書、キャッシュ・フロー計算書及び注記表を指しています。
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（注）１．総資産経常利益率＝経常利益／総資産（債務保証見返を
　　　　　除く）平均残高×100   
　　　２．純資産経常利益率＝経常利益／純資産勘定平均残高×100
　　　３．総資産当期純利益率＝当期剰余金（税引後）／総資産
　　　　　（債務保証見返を除く）平均残高×100   
　　　４．純資産当期純利益率＝当期剰余金（税引後）／純資産勘定
　　　　　平均残高×100   

項　　　目 平成30年度 増　減
（単位：％）■利益率

総資産経常利益率

純資産経常利益率

総資産当期純利益率

純資産当期純利益率

項　　　目 平成30年度 増　減
（単位：百万円、％）■利益総括表

資 金 運 用 収 支

役務取引等収支

その他事業収支

事 業 粗 利 益

事 業 粗 利 益 率

経営諸指標

■資金運用収支の内訳 （単位：百万円、％）

平均残高 利　息 利回り

平　成　30　年　度

平均残高 利　息 利回り

資 金 運 用 勘 定

資 金 調 達 勘 定

総 資 金 利 ざ や

■受取・支払利息の増減額
項　　　　目 平成30年度

（単位：百万円） ■貯貸率・貯証率
区　　分 平成30年度 増　減

（単位：％）

期　　末

期中平均

期　　末

期中平均

貯 貸 率

貯 証 率

（注）１．資金運用収支＝資金運用収益－（資金調達費用－金銭の
　　　　　信託運用見合費用）

２．役務取引等収支＝役務取引等収益－役務取引等費用
３．その他事業収支＝その他事業収益－その他事業費用
４．事業粗利益＝資金運用収支＋役務取引等収支＋その他事

業収支
５．事業粗利益率＝事業粗利益／資金運用勘定平均残高×

100

項　　　目

（注）１．総資金利ざや＝資金運用利回り－資金調達原価率
資金調達原価率＝（資金調達費用（貯金利息＋譲渡性貯金利息＋借用金利息＋その他支払利息）＋経費－金銭の信託運用見合費
用）／（貯金＋譲渡性貯金＋借用金＋その他（貸付留保金等）－金銭の信託運用見合額）×100  

２．資金運用勘定の「うち預け金」の利息には、農林中金からの受取奨励金及び受取特別配当金が含まれています。
３．資金調達勘定の「うち貯金・定積」の利息には、JAへの支払奨励金が含まれています。
４．資金調達勘定計の平均残高及び利息は、金銭の信託運用見合額及び金銭の信託運用見合費用を控除しています。

（注）１．増減額は前年度対比です。
２．受取利息の「うち預け金」には農林中金からの受取奨

励金及び受取特別配当金が含まれています。
３．支払利息の「うち貯金・定積」にはJAへの支払奨励金

が含まれています。
４．支払利息計の増減額は金銭の信託運用見合費用控除後

の支払利息額の増減額です。

（注）１．貯貸率＝貸出金／（貯金＋譲渡性貯金）
２．貯証率＝有価証券／（貯金＋譲渡性貯金）

う ち 貸 出 金

うち有価証券

う ち 預 け 金

うち貯金・定積

うち譲渡性貯金

う ち 借 用 金

受 取 利 息

支 払 利 息

差 引

122

17

55

194

0.00

0.00

0.30

0.00

0.30

△ 0.65

△ 0.65

△ 1.22

△ 0.85

0.21

5.06

0.19

4.57

平成29年度

2,487

46

692

3,226

0.30

0.21

4.76

0.19

4.27

2,364

29

637

3,031

0.30

平成29年度

1,073,461

134,488

180,653

758,298

1,065,382

971,848

76,456

17,856

7,419

1,627

1,590

4,200

4,932

4,773

9

153

0.69

1.21

0.88

0.55

0.46

0.49

0.01

0.86

0.08

996,558

131,123

175,829

689,581

988,046

970,136

2,300

16,401

7,271

1,729

1,596

3,944

4,907

4,755

0

155

0.73

1.32

0.91

0.57

0.50

0.49

0.02

0.95

0.07

平　成　29　年　度

147

△ 101

△ 5

255

25

18

8

△ 1

122

△ 299

△ 132

△ 81

△ 85

278

279

0

△ 0

△ 577

平成29年度

13.45

12.83

18.26

17.23

14.10

13.48

19.48

18.08

平成29年度

う ち 貸 出 金

う ち 有 価 証 券

う ち 預 け 金

う ち 貯 金 ・ 定 積

う ち 譲 渡 性 貯 金

う ち 借 用 金
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（注）１．総資産経常利益率＝経常利益／総資産（債務保証見返を
　　　　　除く）平均残高×100   
　　　２．純資産経常利益率＝経常利益／純資産勘定平均残高×100
　　　３．総資産当期純利益率＝当期剰余金（税引後）／総資産
　　　　　（債務保証見返を除く）平均残高×100   
　　　４．純資産当期純利益率＝当期剰余金（税引後）／純資産勘定
　　　　　平均残高×100   

項　　　目 平成30年度 増　減
（単位：％）■利益率

総資産経常利益率

純資産経常利益率

総資産当期純利益率

純資産当期純利益率

項　　　目 平成30年度 増　減
（単位：百万円、％）■利益総括表

資 金 運 用 収 支

役務取引等収支

その他事業収支

事 業 粗 利 益

事 業 粗 利 益 率

経営諸指標

■資金運用収支の内訳 （単位：百万円、％）

平均残高 利　息 利回り

平　成　30　年　度

平均残高 利　息 利回り

資 金 運 用 勘 定

資 金 調 達 勘 定

総 資 金 利 ざ や

■受取・支払利息の増減額
項　　　　目 平成30年度

（単位：百万円） ■貯貸率・貯証率
区　　分 平成30年度 増　減

（単位：％）

期　　末

期中平均

期　　末

期中平均

貯 貸 率

貯 証 率

（注）１．資金運用収支＝資金運用収益－（資金調達費用－金銭の
　　　　　信託運用見合費用）

２．役務取引等収支＝役務取引等収益－役務取引等費用
３．その他事業収支＝その他事業収益－その他事業費用
４．事業粗利益＝資金運用収支＋役務取引等収支＋その他事

業収支
５．事業粗利益率＝事業粗利益／資金運用勘定平均残高×

100

項　　　目

（注）１．総資金利ざや＝資金運用利回り－資金調達原価率
資金調達原価率＝（資金調達費用（貯金利息＋譲渡性貯金利息＋借用金利息＋その他支払利息）＋経費－金銭の信託運用見合費
用）／（貯金＋譲渡性貯金＋借用金＋その他（貸付留保金等）－金銭の信託運用見合額）×100  

２．資金運用勘定の「うち預け金」の利息には、農林中金からの受取奨励金及び受取特別配当金が含まれています。
３．資金調達勘定の「うち貯金・定積」の利息には、JAへの支払奨励金が含まれています。
４．資金調達勘定計の平均残高及び利息は、金銭の信託運用見合額及び金銭の信託運用見合費用を控除しています。

（注）１．増減額は前年度対比です。
２．受取利息の「うち預け金」には農林中金からの受取奨

励金及び受取特別配当金が含まれています。
３．支払利息の「うち貯金・定積」にはJAへの支払奨励金

が含まれています。
４．支払利息計の増減額は金銭の信託運用見合費用控除後

の支払利息額の増減額です。

（注）１．貯貸率＝貸出金／（貯金＋譲渡性貯金）
２．貯証率＝有価証券／（貯金＋譲渡性貯金）

う ち 貸 出 金

うち有価証券

う ち 預 け 金

うち貯金・定積

うち譲渡性貯金

う ち 借 用 金

受 取 利 息

支 払 利 息

差 引

122

17

55

194

0.00

0.00

0.30

0.00

0.30

△ 0.65

△ 0.65

△ 1.22

△ 0.85

0.21

5.06

0.19

4.57

平成29年度

2,487

46

692

3,226

0.30

0.21

4.76

0.19

4.27

2,364

29

637

3,031

0.30

平成29年度

1,073,461

134,488

180,653

758,298

1,065,382

971,848

76,456

17,856

7,419

1,627

1,590

4,200

4,932

4,773

9

153

0.69

1.21

0.88

0.55

0.46

0.49

0.01

0.86

0.08

996,558

131,123

175,829

689,581

988,046

970,136

2,300

16,401

7,271

1,729

1,596

3,944

4,907

4,755

0

155

0.73

1.32

0.91

0.57

0.50

0.49

0.02

0.95

0.07

平　成　29　年　度

147

△ 101

△ 5

255

25

18

8

△ 1

122

△ 299

△ 132

△ 81

△ 85

278

279

0

△ 0

△ 577

平成29年度

13.45

12.83

18.26

17.23

14.10

13.48

19.48

18.08

平成29年度

う ち 貸 出 金

う ち 有 価 証 券

う ち 預 け 金

う ち 貯 金 ・ 定 積

う ち 譲 渡 性 貯 金

う ち 借 用 金

科　　　　目

貯金に関する指標

■科目別貯金平均残高

■定期貯金残高

増　　　減

増　　　減

流 動 性 貯 金

定 期 性 貯 金

　 計 　

譲 渡 性 貯 金

　 合 　 計 　

（注）１．固定金利定期：預入時に満期日までの利率が確定する定期貯金です。
２．変動金利定期：預入期間中の市場金利の変化に応じて金利が変動する定期貯金です。
３．（　）内は構成比です。

当 座 貯 金

普 通 貯 金

貯 蓄 貯 金

通 知 貯 金

別 段 貯 金

定 期 貯 金

定 期 積 金

（注）（　）内は構成比です。

定 期 貯 金

（単位：百万円、％）

平 成 30 年 度

（単位：百万円、％）

項　　　目

うち固定金利定期

うち変動金利定期

16,826

10,278

6,178

104

－ 

265

955,022

954,937

85

971,848

76,456

1,048,304

1.6

1.0

0.6

0.0

－

0.0

91.1

91.1

0.0

92.7

7.3

100.0

25,500

11,701

6,056

116

7,357

268

944,636

944,556

80

970,136

2,300

972,436

2.6

1.2

0.6

0.0

0.8

0.0

97.1

97.1

0.0

99.8

0.2

100.0

平 成 29 年 度

平 成 30 年 度平 成 29 年 度

953,666

953,664

2

（100.0）

（100.0）

（ 0.0）

912,970

912,968

2

（100.0）

（100.0）

（ 0.0）

△ 8,674

△ 1,423

122

△ 12

△ 7,357

△ 3

10,385

10,380

4

1,711

74,156

75,867

40,696

40,695

0

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）
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貸出金等に関する指標

増　　　減
（単位：百万円）

科　　　　目

手 形 貸 付

証 書 貸 付

当 座 貸 越

金 融 機 関 貸 付

　 合 　 計 　

増　　　減
（単位：百万円、％）

項　　　　目

増　　　減
（単位：百万円）

項　　　　目

固 定 金 利 貸 出

変 動 金 利 貸 出

　 合 　 計 　

貯金・定期積金等

有 価 証 券

動 産

不 動 産

そ の 他 担 保 物

　 計 　

農業信用基金協会保証

そ の 他 保 証

　 計 　

信 用

　 合 　 計 　

貯金・定期積金等

有 価 証 券

動 産

不 動 産

そ の 他 担 保 物

　 計 　

信 用

　 合 　 計 　

（注）　（　）内は構成比です。

■貸出金の担保別内訳残高

増　　　減
（単位：百万円）

項　　　　目

■債務保証の担保別内訳残高

設 備 資 金

運 転 資 金

　 合 　 計 　

平 成 30 年 度

増　　　減
（単位：百万円、％）

項　　　　目

■貸出金の使途別内訳残高

（注）　（　）内は構成比です。

平 成 29 年 度

平 成 30 年 度平 成 29 年 度

平 成 30 年 度平 成 29 年 度

平 成 30 年 度平 成 29 年 度

平 成 30 年 度平 成 29 年 度

20

105,827

8,588

16,687

131,123

65

－

－

3,963

－

4,029

259

54

313

133,916 

138,259

28,420

109,839

138,259

( 20.6)

( 79.4)

(100.0)

111,495

26,763

138,259

－

－

－

－

124

124

283

408

( 80.6)

( 19.4)

(100.0)

■科目別貸出金平均残高

■貸出金の金利条件別内訳残高

20

109,866

7,962

16,639

134,488

24

－

－

3,479

－

3,503

305

49

354

131,457

135,316

26,874

108,441

135,316

( 19.9)

( 80.1)

(100.0)

114,565

20,750

135,316

－

－

－

－

91

91

348

439

( 84.7)

( 15.3)

(100.0)

0

4,038

△ 625

△ 47

3,365

3,069

△ 6,013

△ 2,943

△ 41

－

－

△ 484

－

△ 525

45

△ 4

41

△ 2,458

△ 2,943

－

－

－

－

△ 33

△ 33

65

31

△ 1,545

△ 1,398

△ 2,943
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貸出金等に関する指標

増　　　減
（単位：百万円）

科　　　　目

手 形 貸 付

証 書 貸 付

当 座 貸 越

金 融 機 関 貸 付

　 合 　 計 　

増　　　減
（単位：百万円、％）

項　　　　目

増　　　減
（単位：百万円）

項　　　　目

固 定 金 利 貸 出

変 動 金 利 貸 出

　 合 　 計 　

貯金・定期積金等

有 価 証 券

動 産

不 動 産

そ の 他 担 保 物

　 計 　

農業信用基金協会保証

そ の 他 保 証

　 計 　

信 用

　 合 　 計 　

貯金・定期積金等

有 価 証 券

動 産

不 動 産

そ の 他 担 保 物

　 計 　

信 用

　 合 　 計 　

（注）　（　）内は構成比です。

■貸出金の担保別内訳残高

増　　　減
（単位：百万円）

項　　　　目

■債務保証の担保別内訳残高

設 備 資 金

運 転 資 金

　 合 　 計 　

平 成 30 年 度

増　　　減
（単位：百万円、％）

項　　　　目

■貸出金の使途別内訳残高

（注）　（　）内は構成比です。

平 成 29 年 度

平 成 30 年 度平 成 29 年 度

平 成 30 年 度平 成 29 年 度

平 成 30 年 度平 成 29 年 度

平 成 30 年 度平 成 29 年 度

20

105,827

8,588

16,687

131,123

65

－

－

3,963

－

4,029

259

54

313

133,916 

138,259

28,420

109,839

138,259

( 20.6)

( 79.4)

(100.0)

111,495

26,763

138,259

－

－

－

－

124

124

283

408

( 80.6)

( 19.4)

(100.0)

■科目別貸出金平均残高

■貸出金の金利条件別内訳残高

20

109,866

7,962

16,639

134,488

24

－

－

3,479

－

3,503

305

49

354

131,457

135,316

26,874

108,441

135,316

( 19.9)

( 80.1)

(100.0)

114,565

20,750

135,316

－

－

－

－

91

91

348

439

( 84.7)

( 15.3)

(100.0)

0

4,038

△ 625

△ 47

3,365

3,069

△ 6,013

△ 2,943

△ 41

－

－

△ 484

－

△ 525

45

△ 4

41

△ 2,458

△ 2,943

－

－

－

－

△ 33

△ 33

65

31

△ 1,545

△ 1,398

△ 2,943

■貸出金の業種別残高
業　　　種

（単位：百万円、％）

増　　　減

■主要な農業関係の貸出金残高
①営農類型別

農 業

林 業

水 産 業

製 造 業

鉱 業

建 設 業

電気・ガス・熱供給・水道業

運 輸 ・ 通 信 業

卸売・小売業・飲食業

金 融 ・ 保 険 業

不 動 産 業

サ ー ビ ス 業

地 方 公 共 団 体

そ の 他

合 計

（注）（）内は構成比です。

種　　　類
（単位：百万円）

平 成 30 年 度 増　　　減

農 業

穀 作

野 菜 ・ 園 芸

果 樹 ・ 樹 園 農 業

工 芸 作 物

養豚・肉牛・酪農

養 鶏 ・ 養 卵

養 蚕

そ の 他 農 業

農 業 関 連 団 体 等

合 計

（注）１．農業関係の貸出金とは、農業者、農業法人および農業関連団体等に対する農業生産・農業経営に必要な資金や、農産物の生産・
加工・流通に関係する事業に必要な資金等が該当します。なお、上記の貸出金の業種別残高の「農業」は、農業者や農業法人等
に対する貸出金の残高です。

　　　２．「その他農業」には、複合経営で主たる業種が明確に位置づけられない者、農業サービス業、農業所得が従となる農業者等が含
まれています。

　　　３．「農業関連団体等」には、JAや全農とその子会社等が含まれています。

②資金種類別
〔貸出金〕

種　　　類
（単位：百万円）

平 成 30 年 度 増　　　減

プ ロ パ ー 資 金

農 業 制 度 資 金

農 業 近 代 化 資 金

そ の 他 制 度 資 金

合 計

（注）１．プロパー資金とは、当会原資の資金を融資しているもののうち、制度資金以外のものをいいます。
　　　２．農業制度資金には、①地方公共団体が直接的または間接的に融資するもの、②地方公共団体が利子補給等を行うことで当会が低

利で融資するもの、③日本政策金融公庫が直接融資するものがあり、ここでは①の転貸資金と②を対象としています。
　　　３．その他制度資金には、農業経営改善促進資金（スーパーS資金）や農業経営負担軽減支援資金などが該当します。

335

－ 

－ 

560

－ 

30

5,000

66

6,436

16,973

102

20,108

87,004

1,642

138,259

0.2

－ 

－ 

0.4

－ 

0.0

3.6

0.0

4.7

12.3

0.1

14.5

62.9

1.2

100.0

△ 10

－ 

－ 

98

－ 

185

－ 

△ 36

△ 131

△ 4,877

△ 3

362

1,596

△ 129

△ 2,943

322

102

14

－

－

195

－

－

10

15,907

16,229

15,747

482

482

－

16,229

平 成 29 年 度

平 成 30 年 度平 成 29 年 度

平 成 29 年 度

324

－

－

658

－

215

5,000

30

6,305

12,096

99

20,471

88,601

1,513

135,316

0.2

－

－

0.5

－

0.2

3.7

0.0

4.7

8.9

0.1

15.1

65.5

1.1

100.0

341

132

44

－

－

154

－

－

10

15,794

16,136

13

△ 107

△ 107

－

△ 93

15,760

375

375

－

16,136

18

29

30

－

－

△ 41

－

－

－

△ 112

△ 93

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）
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〔受託貸付金〕

種　　　類
（単位：百万円）

平 成 30 年 度 増　　　減

■貸倒引当金の期末残高及び期中の増減額

■元本補てん契約のある信託に係る貸出金のリスク管理債権の状況

■貸出金償却の額

日本政策金融公庫

　 合 　 計 　

（注）日本政策金融公庫資金は、農業（旧農林漁業金融公庫）にかかる資金をいいます。

（単位：百万円）

区　　分
期首残高 期末残高期中増加額

目的使用 その他

該当する取引はありません。

期中減少額 期中減少額

一般貸倒引当金

個別貸倒引当金

合　　計

期首残高 期末残高期中増加額
目的使用 その他

平　成　30　年　度

－

－

16

738

754

16

666

682

－

－

16

738

754

16

666

682

平　成　29　年　度

264

264

1,971

1,971

1,707

1,707

平 成 29 年 度

平 成 30 年 度平 成 29 年 度

貸 出 金 償 却 額

（単位：百万円）

－ －

項　　　目

16

666

682

15

444

459

16

666

682

15

444

459
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〔受託貸付金〕

種　　　類
（単位：百万円）

平 成 30 年 度 増　　　減

■貸倒引当金の期末残高及び期中の増減額

■元本補てん契約のある信託に係る貸出金のリスク管理債権の状況

■貸出金償却の額

日本政策金融公庫

　 合 　 計 　

（注）日本政策金融公庫資金は、農業（旧農林漁業金融公庫）にかかる資金をいいます。

（単位：百万円）

区　　分
期首残高 期末残高期中増加額

目的使用 その他

該当する取引はありません。

期中減少額 期中減少額

一般貸倒引当金

個別貸倒引当金

合　　計

期首残高 期末残高期中増加額
目的使用 その他

平　成　30　年　度

－

－

16

738

754

16

666

682

－

－

16

738

754

16

666

682

平　成　29　年　度

264

264

1,971

1,971

1,707

1,707

平 成 29 年 度

平 成 30 年 度平 成 29 年 度

貸 出 金 償 却 額

（単位：百万円）

－ －

項　　　目

16

666

682

15

444

459

16

666

682

15

444

459

■種類別有価証券平均残高

有価証券に関する指標

平 成 30 年 度 増　　　減
（単位：百万円）

（単位：百万円）

国 債

地 方 債

政 府 保 証 債

金 融 債

社 債

外 国 証 券

株 式

受 益 証 券

投 資 証 券

　 合 　 計 　

■有価証券残存期間別残高

■商品有価証券種類別平均残高

種　　類

平　　成　　29　　年　　度

１年以下 １年超　
３年以下

３年超　
５年以下

５年超　
７年以下

７年超　
10年以下 10 年 超 期間の定め

のないもの 合　　計

国 債

地 方 債

政 府 保 証 債

金 融 債

社 債

外 国 証 券

株 式

受 益 証 券

投 資 証 券

　 合 　 計 　

該当する取引はありません。

71,811

40,619

1,995

3,056

44,818

5,123

2,757

5,551

97

175,829

平 成 29 年 度

種　　類

平　　成　　30　　年　　度

１年以下 １年超　
３年以下

３年超　
５年以下

５年超　
７年以下

７年超　
10年以下 10 年 超 期間の定め

のないもの 合　　計

国 債

地 方 債

政 府 保 証 債

金 融 債

社 債

外 国 証 券

株 式

受 益 証 券

投 資 証 券

　 合 　 計 　

－

－

－

2,503

701

3,007

－

－

－

6,212

－

518

－

－

3,636

904

－

675

－

5,734

25,029

17,196

－

－

16,693

644

－

1,287

－

60,850

1,047

18,933

2,070

－

15,907

301

－

579

－

38,839

－

5,341

－

－

7,136

－

－

387

－

12,865

58,908

100

－

－

692

－

－

－

－

59,701

－

－

－

－

－

－

3,753

2,999

86

6,839

84,985

42,089

2,070

2,503

44,767

4,858

3,753

5,930

86

191,044

80,236

40,686

1,996

1,136

44,307

3,148

2,926

6,117

97

180,653

8,425

67

0

△ 1,919

△ 510

△ 1,974

168

566

0

4,823

－

－

－

－

901

900

－

－

－

1,802

14,963

5,241

－

－

10,807

637

－

707

－

32,358

10,915

24,739

2,065

－

12,520

299

－

1,206

－

51,746

－

11,639

－

－

17,232

－

－

720

－

29,592

－

203

－

－

3,748

－

－

371

－

4,322

56,331

102

－

－

707

－

－

－

－

57,142

－

－

－

－

－

－

3,221

3,367

101

6,689

82,210

41,926

2,065

－

45,919

1,837

3,221

6,372

101

183,655
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■有価証券の時価情報

■デリバティブ取引等（デリバティブ取引、金融等デリバティブ取引、有価証券関連店頭デリバティブ取引）
①　金利関連取引
　　該当する取引はありません。
②　通貨関連取引
　　該当する取引はありません。
③　株式関連取引
　　該当する取引はありません。
④　債券関連取引
　　該当する取引はありません。

①　売買目的有価証券
　　売買目的有価証券はありません。

②　満期保有目的有価証券
　　満期保有目的有価証券はありません。

③　その他有価証券

■金銭の信託の時価情報
①　運用目的の金銭の信託

②　満期保有目的の金銭の信託
　　満期保有目的の金銭の信託はありません。

③　その他の金銭の信託
　　その他の金銭の信託はありません。

合　　計

運用目的の金銭の信託

3,423

79,546

42,089

42,578

8,932

1,451

178,023

329

5,438

2,188

499

4,564

13,021

191,044

2,463

73,534

40,683

41,426

8,819

1,362

168,289

381

5,521

2,205

500

4,701

13,311

181,601

960

6,011

1,406

1,151

113

89

9,733

△ 52

△ 83

△ 17

△ 0

△ 137

△ 290

9,443

764 △ 34800 119

貸借対照表計上額 取得原価 差　額
種　類

平成29年度

貸借対照表計上額 取得原価 差　額

平成30年度

貸借対照表計上額 当年度の損益に
含まれた評価額

当年度の損益に
含まれた評価額

平成29年度

貸借対照表計上額

平成30年度

（単位：百万円）

株 式

債 券

国 債

地 方 債

社 債

そ の 他

そ の 他

小 計

株 式

債 券

国 債

社 債

そ の 他

そ の 他

小 計

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えるもの

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えないもの

2,150

80,222

41,926

45,415

3,603

3,460

176,778

1,070

1,987

504

299

3,014

6,876

183,655

1,685

73,442

40,686

44,320

3,513

3,315

166,964

1,203

1,991

505

300

3,121

7,121

174,086

464

6,780

1,240

1,094

89

144

9,814

△ 132

△ 3

△ 0

△ 0

△ 106

△ 245

9,568
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■有価証券の時価情報

■デリバティブ取引等（デリバティブ取引、金融等デリバティブ取引、有価証券関連店頭デリバティブ取引）
①　金利関連取引
　　該当する取引はありません。
②　通貨関連取引
　　該当する取引はありません。
③　株式関連取引
　　該当する取引はありません。
④　債券関連取引
　　該当する取引はありません。

①　売買目的有価証券
　　売買目的有価証券はありません。

②　満期保有目的有価証券
　　満期保有目的有価証券はありません。

③　その他有価証券

■金銭の信託の時価情報
①　運用目的の金銭の信託

②　満期保有目的の金銭の信託
　　満期保有目的の金銭の信託はありません。

③　その他の金銭の信託
　　その他の金銭の信託はありません。

合　　計

運用目的の金銭の信託

3,423

79,546

42,089

42,578

8,932

1,451

178,023

329

5,438

2,188

499

4,564

13,021

191,044

2,463

73,534

40,683

41,426

8,819

1,362

168,289

381

5,521

2,205

500

4,701

13,311

181,601

960

6,011

1,406

1,151

113

89

9,733

△ 52

△ 83

△ 17

△ 0

△ 137

△ 290

9,443

764 △ 34800 119

貸借対照表計上額 取得原価 差　額
種　類

平成29年度

貸借対照表計上額 取得原価 差　額

平成30年度

貸借対照表計上額 当年度の損益に
含まれた評価額

当年度の損益に
含まれた評価額

平成29年度

貸借対照表計上額

平成30年度

（単位：百万円）

株 式

債 券

国 債

地 方 債

社 債

そ の 他

そ の 他

小 計

株 式

債 券

国 債

社 債

そ の 他

そ の 他

小 計

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えるもの

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えないもの

2,150

80,222

41,926

45,415

3,603

3,460

176,778

1,070

1,987

504

299

3,014

6,876

183,655

1,685

73,442

40,686

44,320

3,513

3,315

166,964

1,203

1,991

505

300

3,121

7,121

174,086

464

6,780

1,240

1,094

89

144

9,814

△ 132

△ 3

△ 0

△ 0

△ 106

△ 245

9,568

（１）自己資本比率の状況
　当会では、多様化するリスクに対応するとともに、会員や利用者のニーズに応えるため、財務基盤の強化を経営の
重要課題として取り組んでいます。内部留保の増加に努めるとともに、不良債権処理及び業務の効率化等に取り組ん
だ結果、平成31年３月末における自己資本比率は、17.42％となりました。

（２）経営の健全性の確保と自己資本の充実
　当会の自己資本は、会員からの普通出資金のほか、後配出資金により調達しています。

　自己資本比率の算出にあたっては、「自己資本比率算出要領」及び「自己資本比率算出事務手続」を制定し、適正
なプロセスにより正確な自己資本比率を算出しています。また、これに基づき、当会における信用リスクやオペレー
ショナル・リスクに対応した十分な自己資本の維持に努めています。

１．自己資本の状況

普通出資金

項　　　　　目 内　　　　　容

発行主体 石川県信用農業協同組合連合会

資本調達手段の種類 普通出資

コア資本に係る基礎項目に算入した額 17,468百万円（前年度17,468百万円）

後配出資金

項　　　　　目 内　　　　　容

発行主体 石川県信用農業協同組合連合会

資本調達手段の種類 後配出資金

コア資本に係る基礎項目に算入した額 15,579百万円（前年度−）

リスク管理態勢と自己資本の充実の状況
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（３）自己資本の構成

項　　　　　目
平　成　29　年　度

平成30年度経過措置による
不算入額

コア資本に係る基礎項目

普通出資又は非累積的永久優先出資に係る会員資本の額 43,636 59,544

うち、出資金及び資本準備金の額 17,468 33,047

うち、再評価積立金の額 0 0

うち、利益剰余金の額 27,858 28,261

うち、外部流出予定額（△） 1,691 1,764

うち、上記以外に該当するものの額 − －

コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金の合計額 1,525 1,562

うち、一般貸倒引当金及び相互援助積立金コア資本算入額 1,525 1,562

うち、適格引当金コア資本算入額 − －

適格旧資本調達手段の額のうち、コア資本に係る基礎項目の額に含まれ
る額

11,370 －

うち、回転出資金の額 716 －

うち、上記以外に該当するものの額 10,653 －

公的機関による資本の増強に関する措置を通じて発行された資本調達手
段の額のうち、コア資本に係る基礎項目の額に含まれる額

− －

土地再評価額と再評価直前の帳簿価額の差額の45パーセントに相当する
額のうち、コア資本に係る基礎項目の額に含まれる額

− －

コア資本に係る基礎項目の額（イ） 56,532 61,106

コア資本に係る調整項目

無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く。）
の額の合計額

5 1 23

うち、のれんに係るものの額 − − −

うち、のれん及びモーゲージ・サービシング・ライツに係るもの以外
の額

5 1 23

繰延税金資産（一時差異に係るものを除く。）の額 − − −

適格引当金不足額 − − −

証券化取引に伴い増加した自己資本に相当する額 − − −

負債の時価評価により生じた時価評価差額であって自己資本に算入され
る額

− − −

前払年金費用の額 − − −

自己保有普通出資等（純資産の部に計上されるものを除く。）の額 − − −

意図的に保有している他の金融機関等の対象資本調達手段の額 − − −

少数出資金融機関等の対象普通出資等の額 − − −

特定項目に係る10パーセント基準超過額 − − −

うち、その他金融機関等の対象普通出資等に該当するものに関連する
ものの額

− − −

うち、モーゲージ・サービシング・ライツに係る無形固定資産に関連
するものの額

− − −

うち、繰延税金資産（一時差異に係るものに限る。）に関連するもの
の額

− − −

特定項目に係る15パーセント基準超過額 − − −

うち、その他金融機関等の対象普通出資等に該当するものに関連する
ものの額

− − −

うち、モーゲージ・サービシング・ライツに係る無形固定資産に関連
するものの額

− − −

うち、繰延税金資産（一時差異に係るものに限る。）に関連するもの
の額

− − −

コア資本に係る調整項目の額（ロ） 5 23

自己資本

自己資本の額（（イ）－（ロ））（ハ） 56,526 61,083

（単位：百万円）
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リスク・アセット等

信用リスク・アセットの額の合計額 304,052 345,018

資産（オン・バランス）項目 303,669 344,608

うち、経過措置によりリスク・アセットの額に算入される額の合計
額

△ 27,245 −

うち、他の金融機関等の対象資本調達手段に係るエクスポージャ
ーに係る経過措置を用いて算出したリスク・アセットの額から経
過措置を用いずに算出したリスク・アセットの額を控除した額
（△）

27,247 −

うち、上記以外に該当するものの額 1 −

オフ・バランス項目 378 410

ＣＶＡリスク相当額を8パーセントで除して得た額 1 −

中央清算機関関連エクスポージャーに係る信用リスク・アセットの額 3 −

オペレーショナル・リスク相当額の合計額を8パーセントで除して得た
額

6,081 5,524

信用リスク・アセット調整額 − −

オペレーショナル・リスク相当額調整額 − −

リスク・アセット等の額の合計額（ニ） 310,134 350,543

自己資本比率

自己資本比率（（ハ）／（ニ）） 18.22％ 17.42％

（注）１．農協法第11条の２第１項第１号の規定に基づく組合の経営の健全性を判断するための基準に係る算式に基づき算出しています。
なお、当会は国内基準を採用しています。

　　 ２．当会は、信用リスク・アセット額の算出にあたっては標準的手法を、適格金融資産担保の適用については信用リスク削減手法の
簡便手法を、オペレーショナル・リスク相当額の算出にあたっては基礎的手法を採用しています。
　基礎的手法とは、１年間の粗利益に0.15を乗じた額の直近三年間の平均値によりオペレーショナル・リスク相当額を算出する方
法です。
　なお、１年間の粗利益は、経常利益から国債等債券売却益・償還益及びその他経常収益を控除し、役務取引等費用、国債等債券
売却損・償還損・償却、経費、その他経常費用及び金銭の信託運用見合費用を加算して算出しています。
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平成29年度 平成30年度

エクスポージャーの
期末残高

リスク・アセット額 所要自己資本額 エクスポージャーの
期末残高

リスク・アセット額 所要自己資本額

a b＝a×４％ a b＝a×４％

現金 1,646 － － 1,626 － － 

我が国の中央政府及び中央銀行向け 79,157 － － 75,529 － － 

外国の中央政府及び中央銀行向け 1,981 － － － － － 

我が国の地方公共団体向け 127,935 － － 129,503 － － 

外国の中央政府等以外の公共部門向け 965 193 7 620 124 4

国際開発銀行向け 54 － － － － － 

地方公共団体金融機構向け 5,817 483 19 5,799 480 19

我が国の政府関係機関向け 18,254 1,728 69 18,729 1,773 70

金融機関及び第一種金融商品取引業者向け 695,603 139,063 5,562 718,031 143,561 5,742

法人等向け 48,583 36,231 1,449 51,056 38,353 1,534

中小企業等向け及び個人向け 132 93 3 141 93 3

抵当権付住宅ローン 911 317 12 623 216 8

不動産取得等事業向け 136 136 5 117 117 4

三月以上延滞等 928 470 18 411 3 0

取立未済手形 27 5 0 25 5 0

信用保証協会等による保証付 259 25 1 305 30 1

出資等 6,035 6,035 241 3,542 3,542 141

（うち出資等のエクスポージャー） 6,035 6,035 241 3,542 3,542 141

上記以外 59,385 146,508 5,860 62,093 153,021 6,120
（うち他の金融機関等の対象資本等調達手段の
うち対象普通出資等及びその他外部TLAC関連
調達手段に該当するもの以外のものに係るエク
スポージャー）

3,806 9,516 380 3,805 9,513 380

（うち農林中央金庫の対象資本調達手
段に係るエクスポージャー） 54,192 135,481 5,419 56,723 141,809 5,672

（うち特定項目のうち調整項目に算入さ
れない部分に係るエクスポージャー） 96 241 9 92 230 9

（うち上記以外のエクスポージャー） 1,289 1,268 50 1,471 1,468 58
リスク・ウェイトのみなし計算が適用
されるエクスポージャー － － － 7,201 3,694 147

（うちルックスルー方式） － － － 7,201 3,694 147
経過措置によりリスク・アセットの額
に算入されるものの額 1 0 － － 

他の金融機関等の対象資本調達手段に係るエク
スポージャーに係る経過措置によりリスク・ア
セットの額に算入されなかったものの額（△）

△ 27,247 △ 1,089 － － 

標準的手法を適用するエクスポージャー別計 1,047,816 304,047 12,161 1,075,358 345,018 13,800

ＣＶＡリスク相当額÷８％ 1 0 － － 

中央清算機関関連エクスポージャー 128 3 0 － － － 

合計（信用リスク・アセットの額） 1,047,945 304,052 12,162 1,075,358 345,018 13,800

オペレーショナル・リスク
に対する所要自己資本の額

<基礎的手法>

オペレーショナル・リスク
相当額を8％で除して得た額 所要自己資本額 オペレーショナル・リスク

相当額を8％で除して得た額 所要自己資本額

ｃ d＝c×４％ ｃ d＝c×４％

6,081 243 5,524 220

所要自己資本額

リスク・アセット等（分母）計 所要自己資本額 リスク・アセット等（分母）計 所要自己資本額

e=a+c f＝e×４％ e=a+c f＝e×４％

310,134 12,405 350,543 14,021

（４）自己資本の充実度に関する事項
　信用リスクに対する所要自己資本の額及び区分ごとの内訳 （単位：百万円）

（注）１．「リスク・アセット額」の欄には、信用リスク削減効果適用後のリスク・アセット額を原エクスポージャーの種類ごとに記載しています。
　　　２．「エクスポージャー」とは、リスクにさらされている資産（オフ・バランスを含む）のことをいい、具体的には貸出金や有価証券等が該当し

ます。
　　　３．「三月以上延滞等」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３月以上延滞している債務者にかかるエクスポージャー及び「金融機

関及び第一種金融商品取引業者向け」、「法人等向け」等においてリスク・ウェイトが150％になったエクスポージャーのことです。
　　　４．「出資等」とは、出資等エクスポージャーが該当します。
　　　５．「経過措置によりリスク・アセットの額に算入されるもの」とは、土地再評価差額金に係る経過措置により、リスク・アセットに算入したも

のが該当します。
　　　６．「上記以外」には、未決済取引・その他の資産（固定資産等）・間接清算参加者向け・信用リスク削減手法として用いる保証又はクレジッ

ト・デリバティブの免責額が含まれます。
　　　７．オペレーショナル・リスク相当額算出にあたり、当会では基礎的手法を採用しています。

　　　　　＜オペレーショナル・リスク相当額を８%で除して得た額の算出方法（基礎的手法）＞
　　　　　　（粗利益（正の値の場合に限る）×15％）の直近３年間の合計額

 ÷８
　　　　　　　　　　直近３年間のうち粗利益が正の値であった年数
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エ ク ス ポ ー ジ ャ ー 適 格 格 付 機 関 カントリー・リスク・スコア

日 本 貿 易 保 険

日 本 貿 易 保 険

中央政府及び中央銀行

国際開発銀行向けエクスポージャー

金融機関向けエクスポージャー

法人等向けエクスポージャー（長期）

法人等向けエクスポージャー（短期）

R＆I、Moody's、JCR、S&P、Fitch

R＆I、Moody's、JCR、S&P、Fitch

R＆I、Moody's、JCR、S&P、Fitch

適 格 格 付 機 関

株式会社格付投資情報センター（Ｒ＆Ｉ）

株式会社日本格付研究所（ＪＣＲ）

ムーディーズ・インベスターズ・サービス・インク（Ｍｏｏｄｙ'ｓ）

Ｓ＆Ｐグローバル・レーティング（Ｓ＆Ｐ）

フィッチレーティングスリミテッド（Ｆｉｔｃｈ）

（注）「リスク・ウェイト」とは、当該資産を保有するために必要な自己資本額を算出するための掛目のことです。

（１）信用リスク・アセット額の算出手法等について
　当会では自己資本比率算出にかかる信用リスク・アセット額は告示に定める標準的手法により算出しています。ま
た、信用リスク・アセットの算出におけるリスク・ウェイトの判定にあたり使用する格付等は次のとおりです。

①リスク・ウェイトの判定に当たり使用する格付けは、以下の適格格付機関による依頼格付けのみ使用し、非依頼
格付は使用しないこととしています。

②リスク・ウェイトの判定に当たり使用するエクスポージャーごとの適格格付機関の格付またはカントリー・リス
ク・スコアは以下のとおりです。

２．信用リスクに関する事項
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（２）信用リスクに関するエクスポージャー（地域別、業種別、残存期間別）及び三月以上延滞
　　　エクスポージャーの期末残高

平　成　30　年　度
（単位：百万円）

（注）１．信用リスクに関するエクスポージャーの残高には、資産（自己資本控除となるもの、リスク・ウェイトのみなし計算が適用され
るエクスポージャーに該当するもの、証券化エクスポージャーに該当するものを除く）並びにオフ･バランス取引及び派生商品
取引の与信相当額を含みます。

　　　２．「うち貸出金等」には、貸出金のほか、コミットメント及びその他のデリバティブ以外のオフ・バランスシート・エクスポージ
ャーを含んでいます。なお、コミットメントとは、契約した期間・融資枠の範囲内で、お客様のご請求に基づき、金融機関が融
資を実行することを約束する契約における融資可能残額のことです。

　　　３．「店頭デリバティブ」とは、スワップ等の金融派生商品のうち相対で行われる取引をいいます。 
　　　４．「三月以上延滞エクスポージャー」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３月以上延滞しているエクスポージャー

をいいます。
　　　５．「その他」には、ファンドのうち個々の資産の把握が困難な資産や固定資産等が該当します。

信用リスクに
関するエクス
ポージャーの
残高

うち
貸出金等 うち債券 うち店頭

デリバティブ

三月以上延
滞エクスポ
ージャー

信用リスクに
関するエクス
ポージャーの
残高

うち
貸出金等 うち債券 うち店頭

デリバティブ

三月以上延
滞エクスポ
ージャー

法

　
　
　
　
　
　
　
　人

国 内

国 外

個 人

そ の 他

１ 年 以 下

１年超３年以下

３年超５年以下

５年超７年以下

７年超10年以下

1 0 年 超

期限の定めないもの

地 域 別 残 高 計

業 種 別 残 高 計

残存期間別残高計

農 業

林 業

水 産 業

製 造 業

鉱 業

建設・不動産業

電気・ガス・熱供給・水道業

運輸・通信業

金融・保険業

卸売・小売・飲食・サービス業

日本国政府・地方公共団体

上 記 以 外

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

628

－

628

－

－

－

－

－

－

－

－

－

568

－

－

60

－

628

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

168,053

4,832

172,886

－

－

－

4,910

－

5,106

8,117

9,320

24,259

1,300

119,871

－

－

－

172,886

6,208

5,007

57,408

37,106

12,202

54,952

－

172,886

138,951

－

138,951

486

－

－

560

－

132

5,022

66

16,988

26,659

87,259

－

1,775

－

138,951

20,579

22,906

34,722

49,427

8,874

1,792

648

138,951

1,043,112

4,832

1,047,945

486

－

－

7,382

－

5,371

13,190

9,752

764,627

28,274

207,131

513

1,775

9,440

1,047,945

712,133

27,914

92,130

86,534

21,076

56,744

51,409

1,047,945

平　成　29　年　度

411

－

411

－

－

－

－

－

－

－

－

－

411

－

－

－

－

411

163,120

1,821

164,942

－

－

－

5,209

－

5,105

8,517

9,618

18,944

1,300

116,246

－

－

－

164,942

1,803

30,850

48,951

28,113

3,903

51,320

－

164,942

136,001

－

136,001

539

－

－

658

－

315

5,022

30

12,106

26,857

88,824

－

1,646

－

136,001

27,371

28,075

35,662

16,412

15,449

12,598

432

136,001

1,066,335

1,821

1,068,157

539

－

－

7,747

－

5,586

13,589

10,020

792,533

28,506

205,072

513

1,646

2,402

1,068,157

744,260

58,926

84,613

44,525

19,352

63,918

52,560

1,068,157
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（２）信用リスクに関するエクスポージャー（地域別、業種別、残存期間別）及び三月以上延滞
　　　エクスポージャーの期末残高

平　成　30　年　度
（単位：百万円）

（注）１．信用リスクに関するエクスポージャーの残高には、資産（自己資本控除となるもの、リスク・ウェイトのみなし計算が適用され
るエクスポージャーに該当するもの、証券化エクスポージャーに該当するものを除く）並びにオフ･バランス取引及び派生商品
取引の与信相当額を含みます。

　　　２．「うち貸出金等」には、貸出金のほか、コミットメント及びその他のデリバティブ以外のオフ・バランスシート・エクスポージ
ャーを含んでいます。なお、コミットメントとは、契約した期間・融資枠の範囲内で、お客様のご請求に基づき、金融機関が融
資を実行することを約束する契約における融資可能残額のことです。

　　　３．「店頭デリバティブ」とは、スワップ等の金融派生商品のうち相対で行われる取引をいいます。 
　　　４．「三月以上延滞エクスポージャー」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３月以上延滞しているエクスポージャー

をいいます。
　　　５．「その他」には、ファンドのうち個々の資産の把握が困難な資産や固定資産等が該当します。

信用リスクに
関するエクス
ポージャーの
残高

うち
貸出金等 うち債券 うち店頭

デリバティブ

三月以上延
滞エクスポ
ージャー

信用リスクに
関するエクス
ポージャーの
残高

うち
貸出金等 うち債券 うち店頭

デリバティブ

三月以上延
滞エクスポ
ージャー

法

　
　
　
　
　
　
　
　人

国 内

国 外

個 人

そ の 他

１ 年 以 下

１年超３年以下

３年超５年以下

５年超７年以下

７年超10年以下

1 0 年 超

期限の定めないもの

地 域 別 残 高 計

業 種 別 残 高 計

残存期間別残高計

農 業

林 業

水 産 業

製 造 業

鉱 業

建設・不動産業

電気・ガス・熱供給・水道業

運輸・通信業

金融・保険業

卸売・小売・飲食・サービス業

日本国政府・地方公共団体

上 記 以 外

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

628

－

628

－

－

－

－

－

－

－

－

－

568

－

－

60

－

628

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

168,053

4,832

172,886

－

－

－

4,910

－

5,106

8,117

9,320

24,259

1,300

119,871

－

－

－

172,886

6,208

5,007

57,408

37,106

12,202

54,952

－

172,886

138,951

－

138,951

486

－

－

560

－

132

5,022

66

16,988

26,659

87,259

－

1,775

－

138,951

20,579

22,906

34,722

49,427

8,874

1,792

648

138,951

1,043,112

4,832

1,047,945

486

－

－

7,382

－

5,371

13,190

9,752

764,627

28,274

207,131

513

1,775

9,440

1,047,945

712,133

27,914

92,130

86,534

21,076

56,744

51,409

1,047,945

平　成　29　年　度

411

－

411

－

－

－

－

－

－

－

－

－

411

－

－

－

－

411

163,120

1,821

164,942

－

－

－

5,209

－

5,105

8,517

9,618

18,944

1,300

116,246

－

－

－

164,942

1,803

30,850

48,951

28,113

3,903

51,320

－

164,942

136,001

－

136,001

539

－

－

658

－

315

5,022

30

12,106

26,857

88,824

－

1,646

－

136,001

27,371

28,075

35,662

16,412

15,449

12,598

432

136,001

1,066,335

1,821

1,068,157

539

－

－

7,747

－

5,586

13,589

10,020

792,533

28,506

205,072

513

1,646

2,402

1,068,157

744,260

58,926

84,613

44,525

19,352

63,918

52,560

1,068,157

（単位：百万円）

（３）貸倒引当金の期末残高及び期中増減額
ａ．貸倒引当金の期末残高及び期中の増減額

一般貸倒引当金

個別貸倒引当金

期中減少額
期首残高 期中増加額 期末残高

目的使用 その他

期中減少額

平 成 30 年 度

期首残高 期中増加額 期末残高
目的使用 その他

（単位：百万円）

期中減少額

個 別 貸 倒 引 当 金

期首残高 期中増加額 期末残高
目的使用 その他

平 成 30 年 度

法

　
　
　
　
　
　
　
　人

ｂ．業種別の個別貸倒引当金の期末残高・期中増減額及び貸出金償却の額

（注）１．当会では、一般貸倒引当金については業種別の算定を行っていないため、個別貸倒引当金のみ記載しています。
　　　２．当会では、貸倒引当金の引当対象となる国外への貸出を行っていないため、地域別（国内・国外）の開示を省略しています。

貸出金
償却 期中減少額

個 別 貸 倒 引 当 金

期首残高 期中増加額 期末残高
目的使用 その他

貸出金
償却

農 業

林 業

水 産 業

製 造 業

鉱 業

建設・不動産業

電気・ガス・熱供給・水道業

運輸・通信業

金融・保険業

卸売・小売・飲食・サービス業

日本国政府・地方公共団体

上 記 以 外

個　　　　人

業　種　別　計

16

738

16

666 －

16

738

16

666

平 成 29 年 度

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

66

－

540

－

－

60

666

－

－

－

－

－

－

－

102

－

570

－

－

66

738

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

66

－

540

－

－

60

666

－

－

－

－

－

－

－

102

－

570

－

－

66

738

平 成 29 年 度

16

666

15

444 －

16

666

15

444

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

30

－

414

－

－

－

444

－

－

－

－

－

－

－

66

－

540

－

－

60

666

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

30

－

414

－

－

－

444

－

－

－

－

－

－

－

66

－

540

－

－

60

666
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（４）信用リスク削減効果勘案後の残高及びリスク・ウェイト1250％を適用する残高 （単位：百万円）

格付あり 格付なし 計

平 成 30 年 度

格付あり 格付なし 計

0　%

2　%

4　%

10　%

20　%

35　%

50　%

75　%

100　%

150　%

200　%

250　%

そ の 他

1250　％

合　　計

（注）１．信用リスクに関するエクスポージャーの残高には、資産（自己資本控除となるもの、リスク・ウェイトのみなし計算が適用され
るエクスポージャーに該当するもの、証券化エクスポージャーに該当するものを除く）並びにオフ･バランス取引及び派生商品
取引の与信相当額を含みます。

　　　２．「格付あり」にはエクスポージャーのリスク・ウェイト判定において格付を使用しているもの、「格付なし」にはエクスポージ
ャーのリスク・ウェイト判定において格付を使用していないものを記載しています。なお、格付は適格格付機関による依頼格付
のみ使用しています。

　　　３．経過措置によってリスク・ウェイトを変更したエクスポージャーについては、経過措置適用後のリスク・ウェイトによって集計
しています。また、経過措置によってリスク・アセットを算入したものについても集計の対象としています。

　　　４．1250％には、非同時決済取引に係るもの、信用リスク削減手法として用いる保証又はクレジット・デリバティブの免責額に係
るもの、重要な出資に係るエクスポージャーなどリスク・ウェイト1250％を適用したエクスポージャーがあります。

－

－

－

－

1,625

－

21,299

－

80

300

－

－

－

－

23,305

213,160

94

－

22,299

696,665

904

628

124

32,633

－

54,494

3,601

33

－

1,024,641

213,160

94

－

22,299

698,290

904

21,927

124

32,714

300

54,494

3,601

33

－

1,047,946

平 成 29 年 度

－

－

－

－

1,805

－

21,849

－

1,701

－

－

－

－

－

25,356

208,947

－

－

22,843

718,761

617

411

123

30,473

－

－

60,621

－

－

1,042,801

208,947

－

－

22,843

720,567

617

22,260

123

32,174

－

－

60,621

－

－

1,068,157



63

信
用
リ
ス
ク
削
減
効
果
勘
案
後
残
高

（４）信用リスク削減効果勘案後の残高及びリスク・ウェイト1250％を適用する残高 （単位：百万円）

格付あり 格付なし 計

平 成 30 年 度

格付あり 格付なし 計

0　%

2　%

4　%

10　%

20　%

35　%

50　%

75　%

100　%

150　%

200　%

250　%

そ の 他

1250　％

合　　計

（注）１．信用リスクに関するエクスポージャーの残高には、資産（自己資本控除となるもの、リスク・ウェイトのみなし計算が適用され
るエクスポージャーに該当するもの、証券化エクスポージャーに該当するものを除く）並びにオフ･バランス取引及び派生商品
取引の与信相当額を含みます。

　　　２．「格付あり」にはエクスポージャーのリスク・ウェイト判定において格付を使用しているもの、「格付なし」にはエクスポージ
ャーのリスク・ウェイト判定において格付を使用していないものを記載しています。なお、格付は適格格付機関による依頼格付
のみ使用しています。

　　　３．経過措置によってリスク・ウェイトを変更したエクスポージャーについては、経過措置適用後のリスク・ウェイトによって集計
しています。また、経過措置によってリスク・アセットを算入したものについても集計の対象としています。

　　　４．1250％には、非同時決済取引に係るもの、信用リスク削減手法として用いる保証又はクレジット・デリバティブの免責額に係
るもの、重要な出資に係るエクスポージャーなどリスク・ウェイト1250％を適用したエクスポージャーがあります。

－

－

－

－

1,625

－

21,299

－

80

300

－

－

－

－

23,305

213,160

94

－

22,299

696,665

904

628

124

32,633

－

54,494

3,601

33

－

1,024,641

213,160

94

－

22,299

698,290

904

21,927

124

32,714

300

54,494

3,601

33

－

1,047,946

平 成 29 年 度

－

－

－

－

1,805

－

21,849

－

1,701

－

－

－

－

－

25,356

208,947

－

－

22,843

718,761

617

411

123

30,473

－

－

60,621

－

－

1,042,801

208,947

－

－

22,843

720,567

617

22,260

123

32,174

－

－

60,621

－

－

1,068,157

（２）信用リスク削減手法が適用されたエクスポージャーの額

適格金融
資産担保

クレジット・
デリバティブ保　　証 適格金融

資産担保
クレジット・
デリバティブ

平 成 30 年 度

保　　証

（単位：百万円）

地方公共団体金融機構向け

我が国の政府関係機関向け

地 方 三 公 社 向 け

金融機関及び第一種金融商品取引業者向け

法 人 等 向 け

中小企業等向け及び個人向け

抵 当権付住宅ローン

不動産取得等事業向け

三 月 以 上 延 滞 等

証 券 化

中 央 清 算 機 関 関 連

上 記 以 外

　 合 　 　 計 　

（注）１．「エクスポージャー」とは、リスクにさらされている資産（オフ・バランスを含む）のことをいい、具体的には貸出金や有価証
券等が該当します。

　　　２．「三月以上延滞等」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３月以上延滞している債務者に係るエクスポージャー及
び「金融機関及び第一種金融商品取引業者向け」、「法人等向け」等においてリスク・ウェイトが150％になったエクスポージャ
ーのことです。

　　　３．「証券化」とは、原資産にかかる信用リスクを優先劣後構造のある二以上のエクスポージャーに階層化し、その一部または全部
を第三者に移転する性質を有する取引のことです。

　　　４．「上記以外」には、現金・外国の中央政府及び中央銀行向け・国際決済銀行等向け・外国の中央政府等以外の公共部門向け・国
際開発銀行向け・取立未済手形・未決済取引・その他の資産（固定資産等）等が含まれます。

　　　５. 「クレジット・デリバティブ」とは、第三者（参照組織）の信用リスクを対象に、信用リスクを回避したい者（プロテクション
の買い手）と信用リスクを取得したい者（プロテクションの売り手）との間で契約を結び、参照組織に信用事由（延滞・破産な
ど）が発生した場合にプロテクションの買い手が売り手から契約に基づく一定金額を受領する取引をいいます。

－

－

－

－

13

－

－

－

－

－

－

－

13

998

999

－

－

301

5

3

－

－

－

－

3

2,312

－

－

－

－

53

－

－

－

－

－

－

－

53

997

999

－

－

303

3

5

－

－

－

－

6

2,314

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

平 成 29 年 度

（１）信用リスク削減手法に関するリスク管理の方針及び手続の概要
　「信用リスク削減手法」とは、自己資本比率算出における信用リスク・アセット額の算出において、エクスポージ
ャーに対して一定の要件を満たす担保や保証等が設定されている場合に、エクスポージャーのリスク・ウェイトに代
え、担保や保証人に対するリスク・ウェイトを適用するなど信用リスク・アセット額を軽減する方法です。
　当会では、信用リスク削減手法を「自己資本比率算出要領」にて定めています。
　信用リスク削減手法として、「適格金融資産担保」、「保証」、「貸出金と自会貯金の相殺」を適用しています。
　適格金融資産担保付取引とは、エクスポージャーの信用リスクの全部または一部が、取引相手または取引相手のた
めに第三者が提供する適格金融資産担保によって削減されている取引をいいます。
　当会では、適格金融資産担保取引について信用リスク削減手法の簡便手法を用いています。
　保証については、被保証債権の債務者よりも低いリスク・ウェイトが適用される中央政府等、我が国の地方公共団
体、地方公共団体金融機構、我が国の政府関係機関、外国の中央政府以外の公共部門、国際開発銀行、及び金融機関
または第一種金融商品取引業者、これら以外の主体で長期格付を付与しているものを適格保証人とし、エクスポージ
ャーのうち適格保証人に保証された被保証部分について、被保証債権のリスク・ウェイトに代えて、保証人のリスク・
ウェイトを適用しています。
　貸出金と自会貯金の相殺については、①取引相手の債務超過、破産手続開始の決定その他これらに類する事由にか
かわらず、貸出金と自会貯金の相殺が法的に有効であることを示す十分な根拠を有していること、②同一の取引相手
との間で相殺契約下にある貸出金と自会貯金をいずれの時点においても特定することができること、③自会貯金が継
続されないリスクが、監視及び管理されていること、④貸出金と自会貯金の相殺後の額が、監視及び管理されている
こと、の条件をすべて満たす場合に、相殺契約下にある貸出金と自会貯金の相殺後の額を信用リスク削減手法適用後
のエクスポージャー額としています。
　担保に関する評価及び管理方法は、一定のルールのもと定期的に担保確認及び評価の見直しを行っています。なお、
主要な担保の種類は自会貯金です。

３．信用リスク削減手法に関する事項
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与信相当額の算出に用いる方式

４．派生商品取引及び長期決済期間取引のリスクに関する事項

（２）派生商品取引及び長期決済期間取引の内訳

平 成 29 年 度 平 成 30 年 度

カレント・エクスポージャー方式 カレント・エクスポージャー方式

グロス再構築
コストの額

信用リスク削
減効果勘案前
の与信相当額

信用リスク削
減効果勘案後
の与信相当額

現金・自会貯金 債　　券 そ の 他

外国為替関連取引

金 利 関 連 取 引

金 関 連 取 引

株 式 関 連 取 引

貴金属（金を除く）関連取引

その他コモディティ関連取引

クレジット・デリバティブ

派 生 商 品 合 計

長 期 決 済 期 間 取 引

　 合 　 　 計 　

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

一括清算ネッティング契約
による与信相当額削減効果

（▲）

平 成 30 年 度

グロス再構築
コストの額

信用リスク削
減効果勘案前
の与信相当額

信用リスク削
減効果勘案後
の与信相当額

現金・自会貯金 債　　券 そ の 他

外国為替関連取引

金 利 関 連 取 引

金 関 連 取 引

株 式 関 連 取 引

貴金属（金を除く）関連取引

その他コモディティ関連取引

クレジット・デリバティブ

派 生 商 品 合 計

長 期 決 済 期 間 取 引

　 合 　 　 計 　

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

一括清算ネッティング契約
による与信相当額削減効果

（▲）

（注）１．「カレント・エクスポージャー方式」とは、派生商品取引及び長期決済期間取引の与信相当額を算出する方法の一つです。再構
築コストと想定元本に一定の掛目を乗じて得た額の合計で与信相当額を算出します。なお、「再構築コスト」とは、同一の取引
を市場で再度構築するのに必要となるコスト（ただし０を下回らない）をいいます。

　　　２．「クレジット・デリバティブ」とは、第三者（参照組織）の信用リスクを対象に、信用リスクを回避したい者（プロテクション
の買い手）と信用リスクを取得したい者（プロテクションの売り手）との間で契約を結び、参照組織に信用事由（延滞・破産な
ど）が発生した場合にプロテクションの買い手が売り手から契約に基づく一定金額を受領する取引をいいます。

　　　３．「想定元本」とは、デリバティブ取引において価格決定のために利用される名目上の元本のことをいいます。オン・バランスの
元本と区別して「想定元本」と呼ばれています。

（単位：百万円）
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平 成 29 年 度

（１）派生商品取引及び長期決済期間取引の概要
　「派生商品取引」とは、その価格（現在価値）が他の証券・商品（原資産）の価格に依存して決定される金融商品
（先物、オプション、スワップ等）にかかる取引です。
　「長期決済期間取引」とは、有価証券等の受渡し又は決済を行う取引であって、約定日から受渡日（決済日）まで
の期間が５営業日又は市場慣行による期間を超えることが約定され、反対取引に先立って取引相手に対して有価証券
等の引渡し又は資金の支払いを行う取引です。
　なお、開示している派生商品取引については、当会が保有している受益証券内でヘッジ目的等のため取引されたも
のであり、当会が実施した派生商品取引はありません。
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与信相当額の算出に用いる方式

４．派生商品取引及び長期決済期間取引のリスクに関する事項

（２）派生商品取引及び長期決済期間取引の内訳

平 成 29 年 度 平 成 30 年 度

カレント・エクスポージャー方式 カレント・エクスポージャー方式

グロス再構築
コストの額

信用リスク削
減効果勘案前
の与信相当額

信用リスク削
減効果勘案後
の与信相当額

現金・自会貯金 債　　券 そ の 他

外国為替関連取引

金 利 関 連 取 引

金 関 連 取 引

株 式 関 連 取 引

貴金属（金を除く）関連取引

その他コモディティ関連取引

クレジット・デリバティブ

派 生 商 品 合 計

長 期 決 済 期 間 取 引

　 合 　 　 計 　

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

一括清算ネッティング契約
による与信相当額削減効果

（▲）

平 成 30 年 度

グロス再構築
コストの額

信用リスク削
減効果勘案前
の与信相当額

信用リスク削
減効果勘案後
の与信相当額

現金・自会貯金 債　　券 そ の 他

外国為替関連取引

金 利 関 連 取 引

金 関 連 取 引

株 式 関 連 取 引

貴金属（金を除く）関連取引

その他コモディティ関連取引

クレジット・デリバティブ

派 生 商 品 合 計

長 期 決 済 期 間 取 引

　 合 　 　 計 　

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

一括清算ネッティング契約
による与信相当額削減効果

（▲）

（注）１．「カレント・エクスポージャー方式」とは、派生商品取引及び長期決済期間取引の与信相当額を算出する方法の一つです。再構
築コストと想定元本に一定の掛目を乗じて得た額の合計で与信相当額を算出します。なお、「再構築コスト」とは、同一の取引
を市場で再度構築するのに必要となるコスト（ただし０を下回らない）をいいます。

　　　２．「クレジット・デリバティブ」とは、第三者（参照組織）の信用リスクを対象に、信用リスクを回避したい者（プロテクション
の買い手）と信用リスクを取得したい者（プロテクションの売り手）との間で契約を結び、参照組織に信用事由（延滞・破産な
ど）が発生した場合にプロテクションの買い手が売り手から契約に基づく一定金額を受領する取引をいいます。

　　　３．「想定元本」とは、デリバティブ取引において価格決定のために利用される名目上の元本のことをいいます。オン・バランスの
元本と区別して「想定元本」と呼ばれています。

（単位：百万円）
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平 成 29 年 度

（１）派生商品取引及び長期決済期間取引の概要
　「派生商品取引」とは、その価格（現在価値）が他の証券・商品（原資産）の価格に依存して決定される金融商品
（先物、オプション、スワップ等）にかかる取引です。
　「長期決済期間取引」とは、有価証券等の受渡し又は決済を行う取引であって、約定日から受渡日（決済日）まで
の期間が５営業日又は市場慣行による期間を超えることが約定され、反対取引に先立って取引相手に対して有価証券
等の引渡し又は資金の支払いを行う取引です。
　なお、開示している派生商品取引については、当会が保有している受益証券内でヘッジ目的等のため取引されたも
のであり、当会が実施した派生商品取引はありません。 　「証券化エクスポージャー」とは、原資産にかかる信用リスクを優先劣後構造のある二以上のエクスポージャーに

階層化し、その一部または全部を第三者に移転する性質を有する取引に係るエクスポージャーのことです。「再証券
化エクスポージャー」とは、原資産の一部又は全部が証券化エクスポージャーである取引に係るエクスポージャーの
ことです。
　なお、平成31年３月末において該当する取引はありません。

５．証券化エクスポージャーに関する事項

（１）オペレーショナル・リスク管理の方針及び手続の概要
　「オペレーショナル・リスク」とは、業務の過程、役職員の活動もしくは、システムが不適切であること又は外的
な現象により損失を被るリスクのことで、当会では収益発生を意図し能動的な要因により発生する信用リスクや市場
リスク及び流動性リスク以外のリスクで、受動的に発生する事務、システム、法務などについて事務処理や業務運営
の過程において、損失を被るリスクと定義しています。
　事務リスク、システムリスクなどを回避するために、各種事務要領・手続等の規程類を整備し確実な事務処理を行
うとともに、定期的な自主点検・内部監査による内部管理態勢の強化に努めているほか、システム障害発生時などに
おける危機管理体制ならびに業務マニュアルなどを定めた「コンティンジェンシープラン（危機管理計画）」を制定
しております。
　また、事故・事務ミスなどが発生した場合は、「事故等対応要領」・「利用者サポート等対応要領」に基づき、速や
かな状況の把握と再発防止に取組むとともに、リスク発生後の対応及び改善が迅速・正確に反映できるよう努めてお
ります。
　
（２）オペレーショナル・リスク相当額の算出に使用する手法の名称
　当会では、自己資本比率算出におけるオペレーショナル・リスク相当額の算出にあたり、「基礎的手法」を採用し
ています。
　基礎的手法とは、１年間の粗利益に0.15を乗じた額の直近三年間の平均値によりオペレーショナル・リスク相当額
を算出する方法です。
　なお、1年間の粗利益は、経常利益から国債等債券売却益・償還益及びその他経常収益を控除し、役務取引等費
用、国債等債券売却損・償還損・償却、経費、その他経常費用及び金銭の信託運用費用を加算して算出します。

６．オペレーショナル・リスクに関する事項

（３）オペレーショナル・リスク相当額算出表

当
期
末

掛　　目 オペレーショナル
・リスク相当額

直近１年間

粗利益（掛目前）粗利益（掛目後）

左記の前１年間

粗利益（掛目前）粗利益（掛目後）

左記の前１年間

粗利益（掛目前）粗利益（掛目後）

（３）与信相当額算出の対象となるクレジット・デリバティブ
　該当取引はありません。

（４）信用リスク削減手法の効果を勘案するために用いているクレジット・デリバティブ
　該当取引はありません。

15% 441 2,836 425 2,708 406 3,295 494

（単位：百万円）
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（１）出資その他これに類するエクスポージャーに関するリスク管理の方針及び手続の概要
　「出資その他これに類するエクスポージャー」とは、貸借対照表上の有価証券勘定及び外部出資勘定の株式又は出
資として計上されているものであり、当会においては、これらをその他有価証券、系統及び系統外出資、子会社及び
関連会社株式に区分して管理しています。
　その他有価証券については、中長期的な運用目的で保有しており、市場動向や経済見通しなどの投資環境分析及び
ポートフォリオの状況などを考慮し、理事会で運用方針を定めるとともに、ＡＬＭ委員会で取引方針等を決定してい
ます。
　運用部門は、運用方針及び取引方針などに基づき、有価証券の売買やリスクヘッジなどを行っています。運用部門
が行った取引については、内部監査部門が定期的に監査を行うほか、リスク管理部門がリスク量の測定を行い、リス
ク管理委員会等に報告をしております。
　系統出資・系統外出資並びに子会社及び関連会社株式については、出資先等の毎期の決算書類の分析のほか、定期
的に連絡会議を行うなど適切な業況把握に努めています。なお、子会社及び関連会社については、経営上も密接な連
携を図ることにより、当会の事業のより効率的運営を目的として、株式を保有しています。
　出資等又は株式等の評価等について、その他有価証券については時価評価を行ったうえで、取得原価と時価との評
価差額について税効果会計適用額を考慮のうえ「その他有価証券評価差額金」として純資産の部に計上しています。
　系統及び系統外出資並びに子会社及び関連会社については取得原価を計上し、毀損の状況に応じて「外部出資等損
失引当金」を設定することとしています。
　また、評価等重要な会計方針の変更があれば、注記表にその旨記載することとしています。

７．出資その他これに類するエクスポージャーに関する事項

（２）出資その他これに類するエクスポージャーの貸借対照表計上額及び時価

貸借対照表計上額 時価評価額

平 成 30 年 度

貸借対照表計上額 時価評価額

（単位：百万円）

上 場

非 上 場

合 計

（４）貸借対照表で認識され損益計算書で認識されない評価損益の額
　　　（保有目的区分をその他有価証券としている株式・出資の評価損益等）

評 価 益 評 価 損 評 価 益 評 価 損

（単位：百万円）

（５）貸借対照表及び損益計算書で認識されない評価損益の額
　　　（子会社・関連会社株式の評価損益等）

評 価 益 評 価 損 評 価 益 評 価 損

平 成 29 年 度

平 成 30 年 度

平 成 30 年 度
（単位：百万円）

－ －

売 却 益 売 却 損 償 却 額

（単位：百万円）（３）出資その他これに類するエクスポージャーの売却及び償却に伴う損益

売 却 益 売 却 損 償 却 額

平 成 30 年 度

（注）「時価評価額」は、時価のあるものは時価、時価のないものは貸借対照表計上額の合計額です。

3,753

38,153

41,906

3,753

38,153

41,906

平 成 29 年 度

－ －

464 132960 52

平 成 29 年 度

425

平 成 29 年 度

345 － －－ －

3,221

46,499

49,720

3,221

46,499

49,720
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（１）出資その他これに類するエクスポージャーに関するリスク管理の方針及び手続の概要
　「出資その他これに類するエクスポージャー」とは、貸借対照表上の有価証券勘定及び外部出資勘定の株式又は出
資として計上されているものであり、当会においては、これらをその他有価証券、系統及び系統外出資、子会社及び
関連会社株式に区分して管理しています。
　その他有価証券については、中長期的な運用目的で保有しており、市場動向や経済見通しなどの投資環境分析及び
ポートフォリオの状況などを考慮し、理事会で運用方針を定めるとともに、ＡＬＭ委員会で取引方針等を決定してい
ます。
　運用部門は、運用方針及び取引方針などに基づき、有価証券の売買やリスクヘッジなどを行っています。運用部門
が行った取引については、内部監査部門が定期的に監査を行うほか、リスク管理部門がリスク量の測定を行い、リス
ク管理委員会等に報告をしております。
　系統出資・系統外出資並びに子会社及び関連会社株式については、出資先等の毎期の決算書類の分析のほか、定期
的に連絡会議を行うなど適切な業況把握に努めています。なお、子会社及び関連会社については、経営上も密接な連
携を図ることにより、当会の事業のより効率的運営を目的として、株式を保有しています。
　出資等又は株式等の評価等について、その他有価証券については時価評価を行ったうえで、取得原価と時価との評
価差額について税効果会計適用額を考慮のうえ「その他有価証券評価差額金」として純資産の部に計上しています。
　系統及び系統外出資並びに子会社及び関連会社については取得原価を計上し、毀損の状況に応じて「外部出資等損
失引当金」を設定することとしています。
　また、評価等重要な会計方針の変更があれば、注記表にその旨記載することとしています。

７．出資その他これに類するエクスポージャーに関する事項

（２）出資その他これに類するエクスポージャーの貸借対照表計上額及び時価

貸借対照表計上額 時価評価額

平 成 30 年 度

貸借対照表計上額 時価評価額

（単位：百万円）

上 場

非 上 場

合 計

（４）貸借対照表で認識され損益計算書で認識されない評価損益の額
　　　（保有目的区分をその他有価証券としている株式・出資の評価損益等）

評 価 益 評 価 損 評 価 益 評 価 損

（単位：百万円）

（５）貸借対照表及び損益計算書で認識されない評価損益の額
　　　（子会社・関連会社株式の評価損益等）

評 価 益 評 価 損 評 価 益 評 価 損

平 成 29 年 度

平 成 30 年 度

平 成 30 年 度
（単位：百万円）

－ －

売 却 益 売 却 損 償 却 額

（単位：百万円）（３）出資その他これに類するエクスポージャーの売却及び償却に伴う損益

売 却 益 売 却 損 償 却 額

平 成 30 年 度

（注）「時価評価額」は、時価のあるものは時価、時価のないものは貸借対照表計上額の合計額です。

3,753

38,153

41,906

3,753

38,153

41,906

平 成 29 年 度

－ －

464 132960 52

平 成 29 年 度

425

平 成 29 年 度

345 － －－ －

3,221

46,499

49,720

3,221

46,499

49,720

８．リスク・ウェイトのみなし計算が適用されるエクスポージャーに関する事項

９．金利リスクに関する事項

ルックスルー方式を適用するエクスポージャー

マンデート方式を適用するエクスポージャー

蓋然性方式（250％）を適用するエクスポージャー

蓋然性方式（400％）を適用するエクスポージャー

フォールバック方式（1250％）を適用するエクスポージャー

平 成 29 年 度 平 成 30 年 度
（単位：百万円）

3,694

－

－

－

－

⑴　リスク管理の方針及び手続の概要
　「金利リスク」とは、金融機関の保有する資産・負債のうち、市場金利に影響を受けるもの（例えば、貸出金、
有価証券、貯金等）が、金利の変動により発生するリスクのことです。
　当会における、リスク管理方針及び手続きについては以下のとおりです。
①リスク管理及び計測の対象とする金利リスクの考え方及び範囲に関する説明
　当会では、金利リスクを重要なリスクの一つとして認識し、適切な管理体制のもとで他の市場リスクと一体的
に管理をしています。金利リスクのうち銀行勘定の金利リスク（IRRBB）については、個別の管理指標の設定
やモニタリング体制の整備などにより厳正な管理に努めています。
②リスク管理及びリスクの削減の方針に関する説明
　当会は、リスク管理委員会のもと、自己資本に対するIRRBBの比率の管理や収支シミュレーションの分析な
どを行いリスク削減に努めています。
③金利リスク計測の頻度
　四半期末を基準日として、IRRBBを計測しています。

⑵　金利リスクの算定手法の概要
　当会では、市場金利が上下に１％変動した時に受ける経済価値の変化額を金利リスク量として四半期毎に算出し
ています。
①流動性貯金に割り当てられた金利改定の平均満期
　要求払貯金の金利リスク量は、明確な金利改定間隔がなく、貯金者の要求によって随時払い出される要求払貯
金のうち、引き出されることなく長期間金融機関に滞留する貯金をコア貯金と定義し、当会では、①過去５年の
最低残高、②過去５年の最大年間流出量を現在残高から差し引いた残高、③現在高の50%相当額のうち、最小
の額を上限とし、０～５年の期間に均等に振り分けて（平均残存2.5年）リスク量を算定しています。
　流動性貯金に割り当てられた金利改定の平均満期は1.25年となっております。
②流動性貯金に割り当てられた最長の金利改定満期
　　流動性に割り当てられた最長の金利改定満期は５年です。
③流動性貯金への満期の割り当て方法（コア貯金モデル等）及びその前提
　　流動性貯金への満期の割り当て方法については、金融庁が定める保守的な前提を採用しています。
④固定金利貸出の期限前返済や定期貯金の早期解約に関する前提
　　固定金利貸出の期限前返済や定期貯金の早期解約について考慮していません。
⑤複数の通貨の集計方法及びその前提
　　通貨別に算出した金利リスクの正値を合算しています。通貨間の相関等は考慮していません。
⑥スプレッドに関する前提（計算にあたって割引金利やキャッシュ・フローに含めるかどうか）
　　一定の前提を置いたスプレッドを考慮してキャッシュ・フローを展開しています。なお、当該スプレッドは金
利変動ショックの設定上は不変としています。
⑦内部モデルの使用等、⊿ＥＶＥ及び⊿ＮＩＩに重大な影響を及ぼすその他の前提、前事業年度末の開示からの変
動に関する説明
　　内部モデルは使用しておりません。
⑧計測値の解釈や重要性に関するその他の説明
　　該当ありません。
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（単位：百万円）

⊿EVE ⊿NII

ホ

平成29年度

ヘ

平成30年度

イ ロ ハ ニ

平成29年度 平成30年度 平成29年度 平成30年度

項番

1

2

3

4

5

6

7

8

上方パラレルシフト

下方パラレルシフト

スティープ化

フラット化

短期金利上昇

短期金利低下

最大値

自己資本の額

13,929

－

9,434

－

1,354

－

13,929

－ 61,083

965

0

965

IRRBB1：金利リスク

（注）１．「金利リスクに関する事項」については、平成31年金融庁・農水省告示第1号（平成31年２月18日付）の改正に基づき、平成31
年３月末から金利リスクの定義と計測方法を変更しており、開示初年度となることから当期末分のみを開示しております。

　　　２．前年度末開示分の旧基準に基づく「内部管理上使用した金利ショックに対する損益または経済価値の増減」は1,572百万円と計
測されました。当数値については、分散共分散法によるＶａＲ（信頼区間99％、保有期間20日）により計測したものであり、
当期末の⊿EVEとは定義及び計測方法が異なるため、数値の差異が金利リスクの増減を示すものではありません。

　　　３．「⊿EVE」とは、金利リスクのうち、金利ショックに対する経済的価値の減少額として計測されるものをいいます。
　　　４．「⊿NII」とは、金利リスクのうち、金利ショックに対する算出基準日から12か月を経過する日までの間の金利収益の減少額と

して計測されるものをいいます。
　　　５．「上方パラレルシフト」とは、通貨及び将来の期間ごとに、当該通貨及び当該将来の期間に応じた算出基準日時点のリスクフリ

ー・レートに、別に定めるパラレルシフトに関する金利変動幅を加える金利ショックをいいます。
　　　６．「下方パラレルシフト」とは、通貨及び将来の期間ごとに、当該通貨及び当該将来の期間に応じた算出基準日時点のリスクフリ

ー・レートに、別に定めるパラレルシフトに関する金利変動幅にマイナス１を乗じて得た数値を加える金利ショックをいいま
す。

　　　７．「スティープ化」とは、通貨及び将来の期間ごとに、当該通貨及び当該将来の期間に応じた算出基準日時点のリスクフリー・レ
ートに、別に定める算式を用いて得た金利変動幅を加える金利ショックをいいます。

　　　８．「フラット化」とは、通貨及び将来の期間ごとに、当該通貨及び当該将来の期間に応じた算出基準日時点のリスクフリー・レー
トに、別に定める算式を用いて得た金利変動幅を加える金利ショックをいいます。

　　　９．「短期金利上昇」とは、通貨及び将来の期間ごとに、当該通貨及び当該将来の期間に応じた算出基準日時点のリスクフリー・レ
ートに、別に定める算式を用いて得た金利変動幅を加える金利ショックをいいます。

　　　10．「短期金利低下」とは、通貨及び将来の期間ごとに、当該通貨及び当該将来の期間に応じた算出基準日時点のリスクフリー・レ
ートに、短期金利上昇に関する金利変動幅にマイナス１を乗じて得た数値を加える金利ショックをいいます。

⑶　⊿ＥＶＥ及び⊿ＮＩＩ以外の金利リスクを計測している場合における、当該金利リスクに関する事項
　当会では、⊿ＥＶＥ及び⊿ＮＩＩ以外に、分散共分散法によるＶａＲ（信頼区間99％、保有期間20日）の計測
を行っています。リスク計測の頻度は月次とし、計測対象は全ての金融資産・負債としています。
　
⑷　金利リスクに関する事項
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　皆さまには、日頃から石川県信用農業協同組合連合会（略称「ＪＡバンク石川信連」）

をお引き立ていただき、誠にありがとうございます。

　当会は、昭和23年設立以来、農業専門金融機関として県下ＪＡと一体となり、石川県

農業の振興と農家経済の向上を金融面から支援させていただくとともに、地域金融機関と

して地域社会の発展に貢献すべく事業展開を続けてきております。

　昨今の当会・県下ＪＡを取り巻く金融情勢については、低金利の長期化により経営環境

がますます厳しくなる一方で、キャッシュレス取引の拡大やデジタル化の進展など金融環

境は急速に変化しつつあります。

　また、農業をめぐる情勢については、担い手の高齢化をはじめ地域農業が直面する様々

な課題に加え、農産物価格の低迷など厳しい環境が続く中、ＴＰＰ11や日欧ＥＰＡの発

効に続き、米国との新たな貿易交渉が開始され、国内農業への影響が懸念されておりま

す。

　こうした中、ＪＡバンク石川では新たに策定した中期戦略（2019～2021年度）にお

いて「地域・利用者から必要とされ選ばれるＪＡバンク石川の実現」を掲げ、組合員・利

用者目線による事業対応の徹底と持続的な収益構造の構築に向けて、役職員一同、ＪＡ

と一体となって取組みを進めているところであります。

　つきましては、この度、当会の事業運営に対する一層のご理解をいただくため、平成

30年度の業務内容、活動状況等について取りまとめた「ＲＥＰＯＲＴ2019」（ディスク

ロージャー誌）を作成いたしましたので、ご一読いただければ幸いに存じます。引き続

き、県下ＪＡとともに、石川県農業をはじめとする地域社会の発展・貢献に向けて全力

を傾ける所存でございますので、一層のご支援・お引き立てを賜りますようお願い申し

あげます。

　令和元年７月

ご
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つ

経営管理委員会会長
西沢　耕一

代表理事理事長
中塚　　誠

経営管理委員会会長　西　沢　耕　一

代 表 理 事 理 事 長　中　塚　　　誠
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表紙写真：輪島塗（輪島市／写真提供：石川県観光連盟）
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石川県信用農業協同組合連合会

TEL:076-240-5111〒920-0383　金沢市古府１丁目220番地

お客様ダイヤル　7０１２０－３０－７７６６
ホームページ　http://www.is-ja.jp/jabank/
E - m a i l　 jabank@sin.is-ja.jp
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